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■　第一章　駆逐艦マージナル　■





「よいしょ……はふう、ようやく到着……」

　長いタラップを上った先にはどこまでも続く甲板。

　ちょうど船首のあたりらしいけど、濃い霧のためにハッキリとは見えない。

　ずっと先にある巨大なブリッジが、うっすらと見える程度。船尾にいたってはどこにあるのかも分からなかった。

「さすがに駆逐艦だけあって、半端ない大きさだな……」

　佐さ奈なちゃんを抱きかかえたままのヒヨリミが呟つぶやく。ちなみに佐奈ちゃんは、相変わらず面白い寝息で眠り続けていた。

「ヒヨリミ、軍艦ってこんなに大きいの？　なんか１００ｍ以上ありそうだけど」

「正確には全長１７０ｍらしい。時代遅れのスプルーアンス級だが、大きさだけならちょっとした空母くらいあるかもな」

「へ～……でもこんなに広いのに誰だれもいないね？　全然物音もしないし」

「聞いた話じゃ、それなりに人もいるはずなんだけどな……この艦なら少なくとも百名近く、乗組員も必要だろうし」

　訝いぶかしげな顔をする彼に、わたしも頷うなずいてみせる。

　これだけ大きな船なんだから誰だれも人がいないってわけはない。現にわたし達を迎えにこうして姿をあらわしたわけだし。

「んん？　なんだろこの穴？」

「弾だん痕こんの割には綺き麗れいな穴だな……酸かな？　溶けた痕あとにも見えるが……」

　よく見ると甲板のあちこちには、数センチほどの小さな穴がたくさん開いていた。

　……なんかちょっとここ怖いかも。

　霧の中、しんと静まり返った甲板はとても不気味だった。

　見上げるほど高いブリッジや、空に向かって伸びる高いレーダーも、どこか現実離れした光景に見える。よく見るとヘリも停とまっているし、この船どんだけ大きいのだろう。

「クォーター、ようやく出て来たみたいだぞ……」

　濃い霧の向こうから、ゆっくりと近づいてくる人影が一つ。

　思わずちょっと緊張するわたし達。と、相変わらずきゅんきゅん中の佐さ奈なちゃん。この子は平和だなぁホントに。

「ようこそマージナルへ」

　そんな第一声と共に、にこやかな顔を向ける女性……というよりは女の子？

　これは軍服ではなく、事務士官服というのだろうか？　パリっとした上着にタイトなスカート。頭には海軍の士官帽子のようなものも被かぶっていた。でも髪型はツインテ。

「以後は私わたくし渉外担当官のクララ・カンテミールがご案内させて頂きます」















　ビシッと右手を挙げて敬礼の姿勢をされた。

「あ、は、はい、こちらこそよろしくお願いします……」

　思わず真ま似ねして敬礼で返してしまう。右手で良いんだよね？

（……軍人さんかな？　でも髪型だけツインテだから、ギャップが凄すごいかも……）

　ぱっと見た感じ、わたしとも似た年とし頃ごろっぽいし、この駆逐艦の甲板上に最もマッチしてないように思う。

「それでは最初に、乗船許可について説明させて頂きます」

　何か書類のようなものを広げると読み上げた。

「令１、当艦への乗船資格を与える。令２、艦内の自由行動を禁じる。令３、艦内での撮影・通信を禁ずる。補事項、乗船許可は只ただ今いまより20時間とする。以上です」

「……20時間だけ？」

　即座にヒヨリミが問いかける。時間制約があるとは聞いていなかったからだ。

「カンテミールさん、今一つ意味が分からないのだが……」

「クララで結構ですよ、ケイさん。既にここに来た用件は手紙で把握しております。そちらの女性から、悪い水の影響を消すために乗船されたと」

「……それで？」

「恐らく20時間というのは、その治療に要する時間であり、その間だけ乗船を許可するという意味だと思われます」

「なるほど……そういうシステムになっていたのか。ようやく姉貴の言っていた意味が理解できたよ」

　一人うんうんと頷うなずいてみせるヒヨリミ。わたしも同じようにうんうんと頷く。よく分かってないけど、なんかカッコ良かったので真似した。

　ちなみにクララと名乗った彼女の顔色……つまり水による表情は全く読めない。当たり前だけど、わたしよりも遥はるかにレベルが高い人なのだろう。

「尚なお、乗船許可の裁定理由等は、私に問われても知りませんし、仮に知っていても答える権限がありませんので」

「わかった。元から俺達にしても、要件が済めばすぐに船を降りるつもりだ」

「では、問題ありませんね。それに貴方あなたたちの乗船資格はギリギリですので、それもお忘れなくお願いします」

「えっ、そうなの？」

　思わず二人の会話に口を挟んでしまった。

「あのう、クララさん、わたしや佐さ奈なちゃんは分かるけどヒヨリミも？」

「そちらの男性……ケイ・ベヴァン氏でギリギリです。抱えた女の子は明らかに力が足りていません。恐らく特例として許可されたのでしょう」

「……ある程度予想していたが、この俺でギリギリとはな」

「もちろん、あくまでも今現在のところはですが」

“〝今現在”〟の部分に力を入れた言葉だった。

「クララ、とにかくこいつらの水の影響を消してくれるんだよな？」

「誰だれが……とは答えられませんが、この艦にはそれを出来る者がいるということです」

　相変わらずニコニコと穏やかな物腰で話し続けるクララさん。

　ヒヨリミにもよく分かってないようだけど、やはりこの船にはそのような能力を持った人が本当にいるらしい。

「ちなみに、もし俺達が乗船期限の20時間を過ぎてしまった場合は？」

「その場合は強制的に退艦させられることになります」

「……つまり、力づくで放り出されるってことか？」

「端的に言えばそうです。恐らく抵抗は無駄だと思われますし、この船の周りには強力な水が多いため、お気をつけ下さいませ」

　……なんかこの人って口調は丁寧だけど、言ってることは怖いかも。髪型はアレでも、軍人さんらしく隙すきがないし。

「それでは、艦内をご案内致しますが、私が開けたドア以外に入ると、即座に乗船許可も破棄されますのでご注意下さいね」

　その言葉と共にすたすたと歩き始める。

　思わずヒヨリミと顔を見合わせながら、その後をわたしも続いた。



「へ～、思ったより船の中って、広いんだね……ジュースの自販機まであるし」

「そりゃあ、スプルーアンス級駆逐艦っていえば、２００ｍ近くあるからな」

　長い通路のあちこちに見える幾つものドア。

　その全すべてを素通りし、どこまでも真まっ直すぐに進むクララさん。映画でよく見るようなステッカーやスプレーの類たぐいも無い。

　艦内の通路には、すれ違う人の姿もなく物音も全くしなかった。時折、鉄の隔壁が曲がっていたり、凹へこんでいたりで余計に不気味だ。

　……一体どうすれば、鉄製の壁がこんなに曲がるのだろう？

「それでは、こちらの部屋で少々、お待ち下さい」

　やがて案内されたのは、通路の突き当たりにあった部屋。

　木製の大きなテーブルに、籐とう製のゆったりとしたソファが並び、足元には毛足の長い緞だん通つうが敷かれていた。

　壁には油絵や肖像画らしきものまで飾ってあるし、どうやらはここは応接室のような場所なのだろう。但し窓はない。

「はふう、よっこいしょっと」

　わたし達は並んでソファに腰掛ける。ちなみに佐さ奈なちゃんは床で大の字になって寝ていた。今の妹には、緊張感という言葉はないのだろう。平和だね。

「なあクララ、君は渉外担当官ってことで良いんだよな？」

「はい、そうです」

「では、この船について幾つか質問して良いか？」

「結構ですよ。回答するようにと指示も受けております」

　その後に、もちろん答えられる範囲ですが……とも付け加えた。

「それでは最初の質問……この船の目的は？」

「お答えできません」

「では、国籍と乗員数は？」

「それもお答えできません」

「艦の装備は使用可能か？　甲板で対艦用のハープーンや対潜用のアスロックを見たが、今では時代遅れの代物だと思うが。それとも他ほかにも何か載せているのか？」

「使用可能かについては、可能だとお答えします。他の兵装はお答えできません」

　顔色一つ変えずに淡々と答えるクララさん。基本的に何も回答していないのと同じだけど、ヒヨリミの方も予想の範はん疇ちゆうなのか、同じように淡々としていた。

　……なんか、とてもシリアスだ。

　二人の間には妙な緊張感？　とやらも見えるし。

　思わず、このジュース美お味いしいですね～？　どこで買ったんですか～？　コンビニ？　それとも百均きん？　とは聞けない。こう見えてわたしは空気の読める子なのだ。



「くーかー、きゅんきゅんきゅん……」

　ごろごろごろごろ、

「て、わっ、佐さ奈なちゃんが、寝ながら転がり始めたっ」

　さっきまで大の字になって寝ていたのに、何を思ったか床をごろんごろんし始める。

　緊張感溢あふれる二人の間で、手足をにょっきにょっきとリズミカルに伸ばしたり、左右に転がってみたりと、不思議な動きをくり返していた。

（……なんて空気の読めない子なんだろ？　我が妹ながら……）

　更にその動きにも飽きて？　きたのか、クララさんの足にぎゅーとしがみつく。

「むにゃむにゃ……パンツ見えるお姉ちゃんいるなんて、どこの貴族よぉ……う──っ、きゅんきゅん……」

「……カナコさん、この子は何がしたいのでしょうか？」

「いえ、ただの寝言＆寝相ですので気にしないで下さい……」

「ではクララ、次の質問に行って良いか？」

「はい、現在この子は、悪い水の影響を受けていますからね」

　ばっさりと切り捨てると、目の前で謎なぞな動きをする佐奈ちゃんを無視して、二人は会話を再開した。さすがだ。

「ところで俺の姉貴……ミルのことは知っているよな？」

「もちろん。有名な方ですし女性ハンドラーとしては世界一だと聞いています」

「……もしかして姉貴は、君達の敵か？」

「少なくとも味方ではないと思います」

「じゃあ、俺はどうなんだ？　これでも中立のつもりなのだが……先ほどの乗船許可にしても扱いが微妙に感じる」

「乗船許可についてはお答えできません。貴方あなたへの認識については、お姉さんと同じく味方とは思っていません。それに何より……」

「……何より？」

「申し訳ありませんが、現在の貴方では敵味方以前に、能力が低すぎて問題外です」

「……なんだと？」

　そう返した時、部屋の空気がピンっと張り詰めた。

「怒らないで下さい。ここがマージナルであることをお忘れなく。今の貴方くらいなら簡単に爆はぜることも出来るのですよ」

（……さっきからなんなの？　緊張感あって怖いって。わたしとしてはヒヨリミときゃっきゃうふふしたいだけなのにナニこの展開？　爆ぜるなんて言葉、マンガでしか聞いたことないよ）

　思わず空気を和ませるためにも、床でごろごろする佐さ奈なちゃんに新たなリアクションを期待するけど、こんな時に限って熟睡しているし。やはり空気読めない妹だ。

「まあいい、では最後の質問……艦長と会わせてくれ」

「出来ません」

「ならば教えてくれ。現在この船に艦長は乗っているのか？」

「その質問にもお答え出来ません」

　それからも一通り質問を続けるヒヨリミと淡々と答えるクララさん。

　でもそのほとんどの回答は、お答え出来ませんばかりだった。



「うーん、むにゃむにゃ……はっ、ここは？」

「あ、やっと佐奈ちゃんが起きた」

「なんかえらく豪華な部屋だね……て、どうして私、シャンプーハット被かぶってるの？　去年、苦労の末に卒業したはずなのに？　それともこれって夢なのかな？」

「ええ、まあ……夢だと思ってた方が良いかもね」

　話がややこしくなるし、この緊張感溢あふれる流れに明らかに浮いてるから。

「うーん、なんか最近、私って記憶があやふやかも？　よく見たら変なツインテもいるし。なにこのFuckin'女は？　３Ｄ？　それともお姉ちゃんの念の実体化？」

「そんなスキル持ってたら、乙女ゲーの主人公を実体化するよっ」

　それもワイルド鈍感系のを。あと初対面の人をFuckin'呼ばわりするの止やめようね。

「消えろ、消えてしまえ、この念めっ、ついでに地球も砕けてしまえ、ていていっ」

「痛い痛い痛い……って、わたし叩たたいてもツインテは消えないってば」

「んんん？　お姉ちゃんの念でないなら……やっぱり３Ｄ？　そういえばツインテの動きもポリゴン臭い気がしてきたわ。なんかこうカクカクしてるし。コントローラどこ？」

　ツインテ……じゃない、クララさんに（エア）コントローラを向けると、ボタンを連打するような動きを見せる佐さ奈なちゃん。相変わらず無駄なところで必死だ。

「えーと、確か貴女あなたは、サナさん……でよろしかったかしら？」

「うわあっ、しゃべったっ、３Ｄがっ、やたら現実感を伴ったドルビーサウンドでっ、最近の科学力パねえっ……はっ、だけどなんで私の名前を知ってるのだろう？　コンフィグで設定した覚えもないし。ＡＢジャンプっ、ＬＲ回避っ」

「……やはりサナさんは、悪い水の影響が出ているようですね」

　いえ、そうとも言い切れないですよ。姉であるわたしの見解としては。普段も似たようなものですから。

「しょうがない……サナさんにはもう少し眠ったままでいてもらいましょう」

　そう言ったかと思うと、何な故ぜか佐奈ちゃんの額に手を添えて……。

「もう少し寝てなさーい、えいえーいっ」

「へ？　なにやってるのツインテ？　私のデコ触って？」

「少し力が弱かったようですね。もう一度いきます……えいえーい、えいえーいっ」

「なんなのさっきか……ら……くーかー、きゅんきゅんきゅん……」

「わ、ホントに寝ちゃった」

「ふふん。まあ、ざっとこんなもんです」

　得意気な顔をするクララさん。でもその掛け声カッコわる。

　……しかし今のは、なにか不思議な技を使ったのだろうか？　普段から寝つきの良い佐奈ちゃんにしても唐突すぎた。

「ところで、先ほどから気になっていましたが、面白い寝息ですね。きゅんきゅん？　それに頭に変なのも被かぶってますし」

「あまり気にしないで下さい。ちょっと変わった妹でして……」

　しかし誰だれが聞いても、この寝息は面白いらしい。一体誰に似たのだろう？

「それでは彼女を治しに連れて行きますね……どっせーい、うお、重たっ」

「わ、すごい、佐奈ちゃん抱えちゃった」

　クララさんは、よろめきながらも眠った佐奈ちゃんを抱えた。体格的にもそれほど大差ないのに凄すごい腕力だ。

「ふう、さすがにちょっと重いわね……それでは、すぐに帰ってきますので、お二人はしばらくここでお待ち下さい」

「あ、おい、ちょっと待ってくれ」

「どうしました……て、重っ、この子、地味に重っ」

「サナちゃんが終わったら、次はこいつも頼めるか？」

　そう言ってわたしの背中を押すヒヨリミ。

「申しわけありませんが、私が指示されたのはこちらのサナさんだけです。カナコさんについては必要ないと聞いています」

「……必要ない？　何な故ぜだ？　こいつの飲んだ水は、かなりヤバいのだったぞ」

「さあ、必要ないとしか言われてませんし……ああ、重っ、それでは失礼します」

　ふらふらと佐さ奈なちゃんを抱えたまま、部屋を出て行くクララさん。

　──バタン、ガチャ。

「ん？　なに今の音……て、わっ、見てヒヨリミ、外から鍵かぎ閉められちゃったよっ」

「当然だろ。勝手に艦内をうろつかれちゃ困るだろうし」

　なんでそんなに落ち着いてるのよ、この人？　部屋に閉じ込められたっていうのに。

「別に焦る必要ないって。どうやら俺達は歓迎されてないみたいだし」

「え、あ……まあ、確かに」

　ならば長い間、閉じ込める気はないと思える。むしろ、さっさと船から追い出したいくらいかも知れない。

　今回の20時間の時間制約にしても、サナちゃんを治すための最短時間らしいし……。

「そういえばヒヨリミ、どうしてわたしは治してくれないのかな？」

「わからん。治せないという風では無かったし……うーん、それともやはり……」

「……やはり？」

「いや、お前は気にしないでくれ」

「む～、そんな風に言われると余計に気になるよぉ」

　どんな伏線って言い方だし。急に必殺技とか出せって言われても、伝説の佳か奈な子こパンチくらいしか出せないよ。

「とにかくさ、当分は今の生活が続くってことだから、お前も焦らずにいろよ」

「あ、うん、ヒヨリミが一緒だったら、それほど不安もないし……」

　とりあえず裸でシャワーだけは改善して欲しい。水着でもＯＫにしてもらえるように、また交渉してみよう。

「……でも、なんか簡単に乗れちゃったね？　以前にヒヨリミは、この船に乗るのが最終目的って言ってたのに……」

「いや、全然だよ。こんなの乗船したうちにも入らない」

「ふぇ？　どういう意味？」

「言ってみれば現状は、お客さま扱いさ。艦内も見せないし、まだクララ以外のクルーにも会ってないだろ？」

「じゃあ、船内を見せてってお願いしてもダメって言われるのかなぁ」

「当然だろう。恐らく表面上だけで、本当の姿を見せる気は無いと思える」

　確かにそうかも知れない。

　クララさんも渉外担当官ってことは、外部の人への対応係なのだろう。この部屋にしても、稀まれに来る外部の人の応接室に思える。外から鍵を閉めるくらいだし。

「なにか隠し事をしているのは間違いないと思うが……さっきのやり取りからは、俺にも彼女の感情は読めなかった」

「それって、クララさんの方が能力が上ってこと？」

「わからん……能力差だけでなく、読まれないためのスキルもあるからな……」

「へ～、そーゆーのもあるんだ」

　思わず感心してしまう。

　まだわたしは能力の一端しか知らないし、水を操る能力の応用って、色んなことが出来るのかなっと漠然と考えていた程度だった。

　……一応、水を動かすスキルは覚えたけど、あれはちょっと怖いから遠慮したい。小心者なわたし的には、先日の説明を聞いてビビりまくってるし。

（でも感情を読まれないスキルは欲しいかも？　いつもヒヨリミにはモロバレで……）

「って、そんな便利なのあるなら、教えてよぉ」

「別に必要ないだろ、お前には」

「必要あるよ、ありまくるよぉ、むしろわたしにとって最重要だよっ」

　うっかり恥ずかしい妄想をしてて、ふとヒヨリミを見るとニヤニヤしてるとか、どんな罰ゲームなのよ？　それとも何かのプレイなの？

「だってお前の場合は、別に感情の色で読まなくても分かるからさ……」

「ふぇ？　どうして？」

「勝手に顔を赤くしたり、青くしたり……感情が普通に表に出過ぎだ。こんなのハンドラーでなくてもわかるって」

　……くっ、こいつ、人が気にしていることを。

　遠まわしにバカと言われてる気がするけど、好意的解釈で素直と捉とらえておこう。



　コンコン。

「お待たせしました」

　それから暫しばらくした頃ころ、再びドアを開け帰ってきたクララさん……と、抱きかかえられたままの佐さ奈なちゃん。どうやらまだ眠っているようだった。

　あと何な故ぜかクララさんは、頭にシャンプーハットを被かぶっていた。何があったの？

「サナさんの治療は大体終わりました」

「えっ、もう？」

　さっきは20時間と聞いていたのに、まだ１時間ほどしか経たっていなかった。

「明日までずっと眠り続けていると思いますが、起きた頃には完全に悪い水の影響は消えていると思います」

「もしかして、その時間も含めて20時間ってことですか？」

「そうです。正確には夜間は外出禁止の為ため、夜明けまでの時間となります」

　佐奈ちゃんを抱えたまま、キビキビと説明するクララさん。

「……ところでクララさん、その頭に被かぶっているのは？」

「これですか？　途中に目覚めたサナさんが戴たい冠かんして下さいました。なんでも富と権力の象徴だそうですね」

「いえ、そんな大それた物ではないと思いますよ……」

　確か６枚入りで３００円ですし。まあ本人が喜んで被っているなら別に良いけど。

「てっ、さっきからマジ重いのよっ、もう持ってられるかぁ、えいえ───いっ」

　ごろごろごろごろっ。

「わっ、佐奈ちゃんが面白いように床に転がされた」

「うーん、むにゃむにゃ、目がまわるぅ……きゅんきゅんきゅん……」

「でもまだ寝てるしっ、どんだけ酷ひどい扱いなの」

「いえ、先ほども機嫌よく転がってましたので、これが好きなのかと思いまして」

　……とてもそんな風には見えなかったですよ。今の放り投げ方。

「それよりもクォーター見てみろよ、本当に水の影響が消えているぞ……」

　床を転がる佐奈ちゃんを見てのヒヨリミの言葉だった。

「うん、どれどれ……あ、ホントだ、ちょっと違うかも」

　そこには以前に感じていた気配も消え、顔色からも水の影響による色は見えない。

「それでは、私はこれで失礼させて頂きます」

「て、わ、ちょっと待って下さい」

　思わず、そのまま立ち去ろうとするクララさんを呼び止める。このままだと、また部屋に閉じ込められてしまう。

「どうしましたカナコさん？」

「あのう、わたし達って、ここから出ちゃダメなんでしょうか？」

「……もしかして、艦内を見て回りたいですか？」

「え、ええ、まあ……」

　別にそれほど船に興味があったわけじゃないし、先ほどのヒヨリミの説明からも期待してなかった。

　只ただ、部屋に閉じ込められたままでは息が詰まるので、ダメ元で言っただけなのに……。

「分かりました。艦内をご案内させて頂きます」

「ふぇ？　良いの？」

　あっさりとＯＫしてくれた。

「もちろん全すべての区画ではありませんが……では、ついてきて下さい」

　そう言って今度はドアを開けたまま、わたし達に外に出るように指示する。

　ふとヒヨリミを見ると、グッジョブとわたしに親指を立ててみせた。うん、なんでも言ってみるもんだね。



　再び真まっ直すぐで狭い通路を進む。

　クララさんを先頭に、その後をヒヨリミ、わたしの順で歩く。ちなみに佐さ奈なちゃんは部屋に残してきた。当分きゅんきゅんしているらしい。

（……でも軍艦の中の通路って、すごく狭いかも。あんなに船は大きいのに……）

　それに窓が一切ないから、どのあたりのエリアにいるのか分からない。ほとんど物音もしないから、まるで地下通路をずっと進んでいるような感覚だし。

　……甲板を地上とすると、先ほど小さな螺ら旋せん階段を一階……というか一層分だけ下に降りたから、ここは地下一階に該当するエリアなのだろう。

「なあクララ、少し気になったことがあるのだが……」

　幾つかの区画を過ぎたあたりでヒヨリミが声を上げた。

「どうして艦内を見せる気になった？　最初の説明ではそんなつもりなかったろ」

「カナコさんのご要望には、可能な限り応こたえるようにと指示されていましたから」

「……何な故ぜこいつだけ？」

「貴方あなたやサナさんと違い、カナコさんは乗船資格を正式にパスしたと聞いています。そのためではないでしょうか」

「え、わたしが？　なんで？」

「さあ、単純にハンドラーとしてレベルが高いからではないでしょうか？　詳しくは私には分かりませんし、詮せん索さくする権利もありませんから」

「うーん、そんなわけ無いんだけどな……」

「もしカナコさんが船に残りたいのでしたら、永住許可証が発行されると思いますよ。必要でしたらお申しつけ下さい」

　いえ、別に残りたくないし。

　そりゃ少しは船に興味もあったけど、ヒヨリミについて来ただけだし。

　……なんかさっぱり分からない。わたしなんて何も出来ないし、ミルさんに凄すごい水を１回飲まされただけで、どう考えてもヒヨリミの方が凄いのに……だけど隣のヒヨリミは特に驚いた様子もない。黙って彼女……クララさんの話を聞いていた。

（……それとも、あの時ミルさんに飲まされた水は、そこまで強いのだったのかな？）



　やがて、大きなドアの前で立ち止まるクララさん。

　ドアの横にはＰ３（プロテクションレベル３）の記述と無断立ち入り射殺の注意書き。

「さあどうぞ、お入り下さい」

「や、笑顔でそんなこと言われても、注意書きが怖すぎるんですけど……」

　そんなビビりまくってるわたしと対照的に、躊ちゆう躇ちよなくドアを開けるヒヨリミだった。少しは躊躇しようよ。

　──ザ───っ。

　ドアを開けた途端、響いてきた水の流れる音。

「水槽？　……って、なにこの部屋？」

　20ｍ四方ほどの広間の床には、たくさんの水槽が置かれており、その全すべてに水を湛たたえていた。

　一つ一つは30㎝ほどのサイズで、ウチで飼っていた金魚の水槽くらいだろう。

　でも床一面に水槽を並べられると異様な光景に思える。

「見てヒヨリミっ、そこ、人もいるよ３人、女の人が」

「ああ、見た感じ十代くらいかな？　まだ若いな……」

　思えばこの船に乗ってから、初めて見たクララさん以外のクルーだった。３人ともネイビーが着る迷彩服のようなものに身を包んでいた。

（……でも一体なにをやっているのかな？　どの人も水槽の前で、ぽけ～っと立ってるようにしか見えないけど……そもそも、ここナニ？）

「ここは生産部となります」

「……せいさんぶ？」

　あまりに予想外の単語だったので、思わずオウム返しした。

「当艦の運営には幾つかの部署があり、その内の一つがこちらです。説明は以上です。カナコさん、なにかご不明な点やご質問はございますか？」

「えっと、そのう……」

　ご不明だらけだよっ。

「ああ、言い忘れました。こちらの３人は三つ子の三姉妹ですが、それぞれに性格と趣味も違ってまして、特に次女であるマリカ伍ご長ちようは、趣味の絵画の腕前も……」

「いえ、そういうことではなくて……むしろ何をやってるかご不明なんですが……」

　それによく見ると水槽の前の彼女達は、ぽけ～っと立っているだけじゃない。手を水槽の中に浸し、真剣な表情を浮かべていた。

「クォーター、あれは水の精製だよ。恐らく超純水を作っているのだろう」

「なにそれ？」

　聞き覚えのない単語だった。超が付くくらいだから偉いのかな？

「簡単に言えば、一切の不純物を含まない水のことだよ」

「へ～、そうなんだ……て、あれ？　水って不純物なんてあったの？　水道管の錆さびとか塩分のこと？」

「……お前な……」

　何な故ぜかヒヨリミに呆あきれ顔をされてしまった。

「カナコさん、私達が指す不純物はそんなレベルではありません。本来、水は電気も通さない絶縁体なんですよ」

「ま、ここが真空でない以上、大気が溶け込むため、厳密には超純水ではないけどな」

　うーん、よく分からないけど凄すごいのかな？　わたしにはあまりピンとこない。

「だがクララ、本命はあっちだろ」

　そう言って今度は、部屋の奥にある一つの水槽を指す。

「そうです。どうやら貴方あなた達も同じことをされているようですね」

「俺ってよりは、姉貴が頑張って作っているよ」

　とりあえずクララさんとヒヨリミは、話が通じているようだった。なんかわたしだけ置いてけぼりっぽい。

　そんなわたしにクララさんは、奥の水槽の水をコップに入れると説明を始める。

「分かりますかカナコさん、これは重水です」

「重水って……確か原子炉とかに使われている水だったような……」

「よくご存知でしたね。これは自然界では稀まれなタイプで、分子式にするとＤ２Ｏとなります」

「ちなみにクォーター、価格はこのコップ１杯で約２００ドルくらいだ」

「ええっ、そんなに高いの？　こんなにちょびっとなのに」

　２００ドルって、わたしのお小遣い半年分だよっ。

（……でもハンドラーの人は、こんなの簡単に作れちゃうんだ。なんかあっというまに凄すごいお金持ちになれるような……）

「あ、そうか……だから生産部なんだ」

　今まで、これだけ大きな船をどうやって運営維持するのか謎なぞだったけど……こうやってお金を稼いでいたのだろう。

　わたしだって、もし重水作れるなら乙女ゲー買い占める勢いだし。

「いえ、別に営利目的ではありませんよ」

「えっ……」

　思考を読まれた？

「生産部といっても、あくまでも当艦の運営資金の一部を生み出すだけです。目的は他ほかにあります。誤解されないようにお願いしますね」

「あ、は、はい……すみません」

　邪よこしまなこと考えてごめんなさい。乙女ゲーは我慢します。

　──それからも艦内の何ヶ所かを見せてもらったわたし達。

　食堂と甲板（の一部）では、他のクルーの姿も少しだけ見えたし、わたし達の姿に気づいた何人かは手も振ってくれた。

　だけど、遠目に見るだけで直接会話することは出来なかった。



　日がゆっくりと暮れ始める頃ころ。

　数時間ほどの艦内見物を終え、再び帰ってきた最初の応接室。

　ちなみに佐さ奈なちゃんは、まだ全力できゅんきゅん中だった。

「それでは、今夜はここでお過ごし下さい」

　そう言って部屋の奥にある２段ベッドを指差すクララさん。他にもバス・トイレに冷蔵庫まであるようで、宿泊に必要なものは一通り揃そろっているらしい。

「あのうクララさん、もう部屋から出ちゃ駄目なんですか？」

「はい。申し訳ありませんが夜間は外出禁止です。乗船期限である残り10時間はここでお過ごし下さい。それでは失礼します」

　バタン、ガチャ……。

　その言葉と共に部屋を後にし、同時に外から鍵かぎを閉める音も聞こえた。

「はふう～、なんか疲れた～」

　床でごろごろしている佐さ奈なちゃんを、得意のじゃんぷで飛び越すと、思いっきりソファに倒れ込む。見るもの全すべてが初めてなので、ちょっと疲れてしまった。

「でもヒヨリミ、この船って思ってたより普通……というか健全だね」

「そうか？」

「うん。軍艦が現れた時はビックリしちゃったけど、別に何かと戦ってるわけじゃないみたいだし……何よりクルーの人も能力者ってだけで、他ほかは普通の人みたいだし」

　もちろん最初に案内された水槽の部屋は驚いた。

　でもあれだってハンドラーの人にすると、それほど変じゃないのかも知れない。ミルさんも似たことやってるらしいし。

「わたし、マージナルって、もっと伝説めいた不思議な存在だと思っていたよ」

「……いや、お前の想像の方が正しいと思うぞ」

「ふぇ？　そうなの？」

「さっき見せたのだって、あくまでも表の顔だろう。大部分を占める船倉も一部を見せただけだし、兵装も見せていない。そもそもブリッジには近づくことすら許されなかっただろ？」

　……確かに。むしろこれだけ広い船で、見せられた箇所の方が僅わずかだ。

「ま、ある程度は予想していたが……俺が本当の意味でこの船に乗れるのは、まだまだ先のことのようだな」

　軽いため息をこぼすヒヨリミ。でも特に落ち込んだ様子には見えなかった。

「そんなわけでクォーター、俺はちょっと外に出掛けてくるよ」

「外にって……ドア閉まってるよ？」

　そんなわたしの言葉も聞こえないように、ドアへと歩み寄ると鍵穴をまじまじと見つめる。

「だからそれって、鍵が閉まってるから開かないよ」

「いや、何とかなるだろう。ドアのこちら側にも鍵穴あるし」

「でも鍵が無いんじゃ……」

「あるよ、そこに」

　そう言って冷蔵庫に視線を向けると、中から缶ジュースを取り出すヒヨリミ。

　……もしかしてプルタブが鍵になるのかな？　なんかピッキングみたいな感じで。

「ま、別に瓶でもペットボトルでも何でも良いんだけどな……」

　話しながら缶ジュースをコップに注ぐ。

　次に何を思ったかその中に指を浸すと……。

「わっ、コップからなんか出てきたっ」

　グラスの口から、不自然に真上に伸びてきたオレンジ色の糸。まるで重力を無視するように、直径１㎜ほどの細いラインが空中をうねうねと動く。やたら俊敏だ。

「うはあっ、気持ち悪いっ……て、よく見たらこれって、オレンジジュース？」

　あんまり気味悪く動くから、把握するまで数秒かかってしまった。もしかしなくてもヒヨリミが動かしているのだろう。

「思ったより、あいつらも甘いみたいだな……鍵かぎくらいどうとでもなるだろ」

　そんな呟つぶやきと共に、先ほどまで細い糸状だったオレンジジュースが幾重にも折り重なりあう。

　細い糸から面へ、面から立体へと。少しずつ厚みを増やしていく。

　……やがて、僅わずか数秒ほどで半透明の一つの形状へと姿を変えた。鍵だ。

「すごいヒヨリミっ、水を動かすって、こんなことも出来るんだっ」

「まあな。こう見えても精密さなら姉貴よりも上だ」

　そしてヒヨリミは少しだけ説明してくれた。

　なんでもこれは、水を動かせる者なら誰だれでも出来るそうだ。

　自在に動かせるのならば、好きな形状まで形成したところで、あとはその状態を維持するだけのこと。ある意味、当然といえば当然のことだった。















「ねえねえ、だったらわたしにも出来るってこと？」

「もちろん……但し、精密な形状を作るのは難しいぞ。能力値の多寡は関係なく、慣れとセンスだからさ」

「へ～、今度チャレンジしてみよう、これだったら面白そうだし」

「ま、お前には細かいのは無理だと思うけどな。不器用っぽいから」

　くっ、ムカつくけど的確な指摘。

「あと、もう一つの要素は硬度なんだが……それっ」

「て、わっ、なんでいきなり、わたしを叩たたこうとするのよぉ」

　突然、目の前で揺れる半透明の鍵かぎをわたしの頭にぶつける。

「あいたっ……て、あれれ痛くない？　なんかゴムみたいにプニプニしてる？」

「元が水である以上、どのような形状になろうが柔らかいからな」

「ああ、なるほど……」

　どうやら硬さというのは、その形状を維持するための、硬さや弾力のような意味合いなのだろう。

「だったら、もっと強く叩くとどうなるの？　やっぱりゴムみたいに、ぼよよ～んってなっちゃうの？」

「やってみせよう」

　今度は先ほどより勢いをつけて、テーブルへと鍵を振り下ろした。すると、

　バシャッ、

　という音と共に、鍵だった部分は元の液体に戻ってしまった。

　そこにはもう動くこともない、テーブルの上に零こぼれたただのオレンジジュースがあるだけだった。

「あ、簡単に砕けちゃうんだね……」

「残念ながら俺も、硬度は大したことはない」

　答えながら、再びコップからオレンジジュースの細い糸を伸ばすと、新しい鍵を作り始める。

　ちなみに、伸ばした糸が先ほどのテーブルの上に零れたオレンジジュースに触れると、その部分も再びくねくねと動き出した。

（……そっか。途切れると操れなくなるけど、こうやって伸ばしてくっつければ、一つの水として認識できるってことなんだ……）

「さてと、再び鍵も作ったし、俺は外を探索に行ってくる」

「ええ、ダメだよ。もし見つかったら大変なことになっちゃうよぉ。最初にクララさんが注意もしてたじゃないの？」

　それに夜間は外出禁止だって念押しされたし、それでなくても、この船って得体の知れないところがあるんだし……。

「いや、それがさ……姉貴の頼まれごとで、最下層に行く用事があるんだよ」

「……ミルさんの？」

「まあな……て、ちょっとクォーターこっち来いよ」

　何のことかと、とてとてと近づくと、わたしの額に手を伸ばすヒヨリミ。

「えーと、確かこれって変な掛け声あったな？　……えいえーいっ」

「わ、それってさっきのクララさ……んの……きゅんきゅんきゅん……」

「……悪いなクォーター、すぐに帰ってくるから……」



　＊　＊　＊　＊



「誰だれもいないな……」

　俺は少しだけドアを開け、そこから外の様子を窺うかがう。

　もしかすると見張りの一人くらいはいるかと思ったが、特に人の気配はなかった。

　……クォーターには悪いけど、あいつと一緒だと動き辛づらいからな……。

「ったく、姉貴も変なこと押し付けやがって……」

　そんな呟つぶやきと共に、辺りに人がいないことを確認すると俺は部屋を出た。

　長く無機質な通路を、息を殺しながら進む。幸いにも通路の側面には、数ｍごとに小さな凹へこみがあるため、身を隠すのに苦労しなかった。

　もちろん曲がり角や、ドアの前を通過する際には十分に注意した。

　……もし見つかってしまった時は、こんな狭い場所では逃げようが無い。

　かといって戦うのも無謀だろう。この船にどれだけの人間が乗っているのか分からないが、俺一人でどうにかなるものじゃない。それくらいは理解している。

（……ま、仮に捕まっても殺されるようなことは無いだろう……）

　別にこれは楽観的な予想ではない。

　さすがにミル姉……つまりＤＩＡと正面から争うとは思えないからだ。

　現に今も、この船の隣を姉貴のクルーザーが併走しているはずだが、それを許可していることでも理解できる。

　その気になれば船ごと姿を消すことも出来るのにだ。

　少なくとも先ほどのクララの対応からは、クォーターやサナちゃんに危害を加えるとは考え辛かった。



　やがて幾つかの隔壁を過ぎ、到着した螺ら旋せん階段。

　昼に案内された時は１層分降りただけで、それより下は進入禁止と言われた。

「確か最下層は、四階だったな……」

　姉貴の説明によると、そこに目的の人物がいるらしい。

　俺は一気に階段を下りると最下層を目指した。何な故ぜか人の気配は全くなかった。

「なんだこれは……」

　最下層のフロアに到着した瞬間、思わず声を上げてしまう。

　階段を下りた先には、だだっぴろい空間が広がるだけ。そこには通路のようなものも無かった。

　恐らく船倉の隔壁を取り除き、一つの大きなフロアに改造したのだろうが、ざっと見ても50ｍ四方くらいはありそうだった。薄暗さも手伝って部屋の突き当たりも見えない。

「……姉貴の説明によると、牢ろうに閉じ込められていると聞いたが……」

　今時、牢という言い方も気になるが、恐らくは営倉のような場所で拘束されていると解釈していた。

　しかし、目の前には何もないフロアが広がるだけ。

（もしや情報が間違っていたのか……）

　そう思いながらも尚なおも進み……やがて、その疑問は消えた。確かに姉貴の情報は正しかったようだ。

「これは……水の壁か？」

　突然、目の前に現れた厚さ50㎝ほどの水の塊。

　一見するとまるで氷かガラスのようで、細さざ波なみに表面が揺れることもない。

　そんな水の壁が床の四隅全すべてから天井まで伸びた、一辺が10ｍほどの完全に密封された四角形の空間。

　そして、その壁の向こうに、ぼんやりと見える人の姿。どうやら中に誰だれかが居るのは間違いない。

　辺り四方を水の壁に囲まれた様は、確かに水の牢という表現が正しかった。

（……さすがに、これだけの水の厚みがあっては、中まで声は届かないか……）

　外から声を掛けるのを思い留とどまる。ならば水を動かし、自分から中に入るしかない。



「こんな場所に、なんのご用ですか？」

　突然、凛りんとした声が辺りに響き、水の壁の横から、すっと現れた女性。全く気配に気づかなかった。

「立ち去りなさい。ここは誰もが来て良い場所ではありませんよ」

　クララと同じような軍服に身を包み、まだ二十代くらいに思える。肩のラインからは大尉であることが読み取れた。

（……逃げるか？　それとも戦うか？）

　一瞬だけ考えてから、どちらも選ばないことにした。恐らく逃げても無駄だろうし、仮に一対一で戦うにしても、マージナルの中では分が悪すぎる。

「聞いてくれ大尉、別に俺は害意があって来たわけではない。牢の中の人物に会いに来ただけだ」

「……副艦長に？」

「ああ、一つだけ質問がある。それだけ聞けばすぐに帰る」

　俺が姉貴から頼まれたことは、たった一つ。

　現在マージナルに、艦長が所在……乗艦しているかの確認だった。

　但し、その確認方法には注文があり、副艦長から直接に回答を受けろと指示されていた。他ほかの誰だれかの言葉では駄目。

　仮に艦長だという人物が目の前に現れたとしても、それでも駄目だと言われていた。

「……そういえば貴方あなた、お名前は？」

「ケイ・ベヴァン」

「ああ……なるほど。珍しく男性の方だと思えば、あちらの方でしたか……」

　当然のように自分のことも知っていたが、姉貴のことを考えると不思議ではない。

「なあ大尉、少しだけ中に入れさせてもらえるか？　どちらにしても俺の乗船許可は明日までだ。速やかに退艦するし、別に害を成すつもりはない」

「そうですね……少なくとも私は、任務上あなた方と面倒は起こしたくないです」

「では、中に入れてくれるか？」

「ええ、結構ですよ。どうぞご自由に」

　拍子抜けするほど簡単に許可された。

「ですが、朝までには退去された方が良いですよ。夜間の迎撃が終われば、面倒を起こしたい他の誰かが来るかも知れませんからね」

「……迎撃？」

「いえ、ご存知なければ忘れて下さい。それでは」

　小さく敬礼して立ち去ろうとする大尉。俺は慌てて引き止める。

「お、おい、待ってくれ。中に入れてくれるのでは？」

「私は、ご自由に……と、言ったはずですが」

「？？？」

「最初から、この水の壁には鍵かぎや扉のような物はありません。私にも開けることは出来ません。ご自身でお入り下さい」

「……なるほど、そういうことか」

　呟つぶやきながら俺は水の壁に向かって手を伸ばす。見たところ数十センチほどの厚みだが、この程度なら動かすのもわけはない。

　案の定、ぐいっと力をこめると簡単に左右に割れる水の壁。

「じゃあ大尉、ありがとう」

「バスケス・ロサ・マリアですよ」

「はあ？」

「当分、お会いすることも無いでしょうから、私も名乗っておきますよ、ケイさん」

「わかったバスケス。用件だけ終わらせたら、すぐに俺も出て行く」

　言いながら俺は、壁の向こう側へと身体からだを滑り込ませた。

「いえ、貴方あなたには出られないと思いますよ……と、もう聞こえていませんね」



　左右に水を動かし、ようやく入った壁の中。

「……何の用だ？」

　外から、おぼろげに見えていた人物の第一声だった。

「貴女あなたが副艦長か……」

「そうだ」

　短く落ち着いた声で返す、小柄な女性……らしき人物。安楽椅い子すに座ったまま俺を見つめていた。

　正直その見た目だけでは性別の判別も難しいが、重厚な女性士官服と肩のラインから、初老の女性で、階級は代将であることが窺うかがえる。

　そして、冷静にそれだけを確認した俺だが、それ以上に相手の見た目に驚いていた。

（……なんだこの痩やせ方は？　まるでミイラのように乾燥している……）

　よく見ると足には金属の鎖の枷かせもされているようで、尚なお更さらに異様な雰囲気に思える。

　……仮にも代将がこんな扱いを受けるとは……余程の重罪を犯したのだろうか？

「違う」

「えっ……」

　もしや俺の思考を読まれたのか？















「そうだ。これも俺が、自らやっていることだからな……」

　足の鎖をじゃらじゃらと鳴らしながらの言葉だった。

　痩やせた身体からだでこのような場所に居るだけでも異様なのに、自身のことを俺と呼び、男言葉なのも更に違和感が増した。

「……………」

　……ここは危険だ。咄とつ嗟さにそう感じた。

　今まで姉貴のＭＡＸ時を何度か見てきたが、恐らくはそれと同等。まだ俺の力で来るべき場所ではない。

　そう判断すると、さっさと用件を済ますことを優先した。

「副艦長……あ、いや、代将閣下。一つだけ質問に答えてくれ……それだけ聞けば、すぐにここから出て行く」

「言ってみろ……」

「今、この船に艦長はいるのか？」

「……この船とは？」

「マージナルに決まっているだろう？」

「なるほど……マージナルの艦長のことか……」

　何な故ぜかそんな呟つぶやきをこぼした副艦長。やがて僅わずかな沈黙の後に……。

「……ここにはいない」

　短くそれだけを返した。

「ありがとう、それだけ聞けば十分だ」

　俺は彼女に背を向けると、再び水の壁へと手を伸ばす。

　先ほどの大尉は、俺を不審者として捕らえるそぶりは無かったが、あまりぐずぐずしているわけにはいかなかった。

　そして得体の知れない相手から、さっさと離れるべく、水の壁に手を触れると……。

「……動かない？」

　何故かピクリとも動かなかった。入る時は簡単だったし、俺としてもこの程度の水の量なら自在に動かせるはずなのに……。

「まだお前には動かせないよ……」

「……どういう意味だ？」

「出る時には数倍の負荷が必要だ……この壁は普通の水ではない」

　負荷を変える？　そんなことが可能なのか？

「可能だ。自らそのように作った」

　自分で？　ますます意味が分からない。

　その言葉通りならば、この副艦長は自ら牢ろうを作り、そこに入っていることになる。水の負荷を変えるという意味も理解できないが……。

　それより今は外に出ることが最優先だった。

（……俺の力で出られないなら、この人に……作った本人に頼むしかない）

「無理だ……諦あきらめろ」

　また思考を読まれた。

「しかし、自ら入っているなら出ることも可能なのだろう？」

「……今は無理だ。少なくともあと数日は身体からだから水を抜かないと、これを飲むわけにはいかない」

　小さなガラス瓶を見せながらの言葉だった。

　それは今まで見た水とは、どこか違っていた……。



　──それから暫しばらくの間、時間だけが無意味に過ぎる。

　この狭い空間で、お互いに沈黙したままの状態を破るべく俺は口を開いた。

「なあ副艦長、一つ質問しても良いか？」

「なんだ言ってみろ」

「お前達と姉貴達は……敵なのか？」

「敵ではない……強いて言えばライバルだ。詳しく知りたければミルドレッドに聞け」

「姉貴に？」

「今の担当者だ」

　意外なところでミル姉の名前を出されて少し驚いた。もちろんここで言う姉貴とは、個人ではなくＤＩＡのことを指していた。

　……しかし姉貴は俺に対しても秘密が多い。守秘義務もあるだろうが問い詰めて教えてくれるような相手ではなく、まだまだ知らないことばかりだ。

「詳しいことは分からないが、とにかく敵ではないんだな？」

「少なくとも俺はそう考えている……が、そうでない者もいる。だからこそ面倒なことは避けたい」

　答えながら先ほど取り出してみせた小さなガラス瓶を、俺に向けた。

「飲むか？」

「えっ、俺に？」

「それで、さっさとここから出て行ってくれ」

　向けられた小さな瓶。その中に見える僅わずか数㏄の光る水。

　……純白というよりは、透明に近い気がする。今まで俺が見てきたレアモノとは、どこか違っていた。

「感情を持った水ではないから飲んでも害はない……まあ、お前は男だからな、あまりお勧めはしないがな」

「……それだけ強い水ということか？」

「お前でも、この水の壁を破れるほどにはな」

　……どうするべきか……。

　普段から強い水を飲んできた俺ではあるが、これでも自らのレベルに応じてやってきたつもりだった。

　明らかに強すぎる水を摂ることは、制御できないだけで手に余る。危険だ。

　女性ハンドラーと違い、一度取り込んでしまったものが消えない俺としては、このように得体の知れないモノは避けるべきだった……。



　＊　＊　＊　＊



「くーかー、きゅんきゅんきゅん……」

　ごろごろごろごろ、

「あいた……て、んん？」

　頭に衝撃を受け目覚めたわたし。どうやら転がってきた佐さ奈なちゃんにケリを入れられたらしい。

「もう、相変わらず寝相悪いんだから……」

　てなことを思いながら辺りをキョロキョロすると、そこは見覚えのない豪華な応接室。

　……ああ、そういえば船に乗ってたんだっけ？

「て、思い出したっ、ヒヨリミの奴やつっ、危ないからダメって言ったのに、わたしにえいえーいっして出て行ったんだ」

　時計を見ると、夜中の３時。

　確か夕方くらいに出て行ったから、既に８時間ちかくが経過したことになる。

「……いくらなんでも遅すぎる。もしかして、見つかって怒られている……いや、怒られるどころじゃない。捕まって大変なことになってるのかも……」

　思わずドアに駆け寄り、外に出ようとするのだけど、

「あ、そうか。鍵かぎが閉まってたんだ……」

　外に出られないとなると余計にわたしの不安は大きくなってしまう。

　……まさか、いきなり銃で撃たれて処刑とかは無いと思う。でも、ここは軍艦だし絶対に無いとは言い切れない。

　それに普段ならヒヨリミに心配は少なかった。水を操る不思議な力も持っているし、もしかしたら銃で撃たれても、へっちゃらかも知れない。

　……だけどこの船の人は全員がハンドラー。

　ヒヨリミと同じように……いや、クララさんの言葉では、ヒヨリミ以上の力を持った人達の集まりなのだ。

「よし、ヒヨリミを探しに行こう……」

　わたしなんかが助けになるか分からないけど、ここで何も出来ずに、じっとしていることは出来なかった。

「そうなると、まずは鍵を作ることから始めないと……」

　まず冷蔵庫からジュースを取り出すと、大きめのコップにうつす。

　ちなみにオレンジは無かったのでメロンソーダ。

　次にヒヨリミが見せたように、中に指を入れて念じる。以前に一度、クマにやった時のことを思い出しながらだった。

（……流れるプールに手を浸したような感じで……）

　少しずつ以前の感覚が蘇よみがえる。

　指は動かさないまま、水だけをくるくるとかき混ぜるようなイメージで意識を集中する。

　やがて念じること１分ほどで……。

「うわっ、ホントにコップからなんか出てきたっ、緑っぽいのが」

　但し、ヒヨリミの場合は細い糸状のが、やたらキビキビと動いていたけど、わたしの場合はぐったりとした塊がピクピク動いている感じだ。既に瀕ひん死しか？

「これはこれで気持ち悪いかも……メロンソーダだから色的にも」

　更にヒヨリミの見よう見み真ま似ねで、形状を作ろうとチャレンジしてみる。

「て、あ……そうか、どうして糸っぽくなっていたのか分かった」

　あの時も、いきなり鍵かぎの形になるのではなく、細長い糸状にしてから幾重にも重ねて形状を作っていた。

　いきなり完成形にするよりも、そうやった方が精密だし作り易やすいからなんだ。確か陶芸の壺つぼとかも、最初はそんな感じで作っていた気がする。

（……右、右、右、お箸持つ方……なんか、そうめんみたいに伸びろ）

　と、まずは細長い糸状にしたい部分に意識を集中する。

「あ、右だけ伸びてきた……でもやたら動き鈍っ」

　太さ的にもそうめんではなくうどん。しかもより触手っぽくなって気持ち悪い。

「……それに、どうやら左側や手前の部分はピクリとも動いていないね」

　意識した部分が動くので正解のようだけど、それを制御するのは大変らしい。

　まるで無重力状態で粘土細工を作っている感じだ。まともな形状どころか最初の細長い糸状の部分作りからして四苦八苦する。

「そういえば、精密なのを作るのは難しいと言ってたっけ？　ヒヨリミの奴やつ、よくあんな細かいの作れるもんね……」

　そんな愚痴をこぼしながら、気持ち悪い触手と格闘？　すること30分。



「ダメだわ……いつまで経たっても、それっぽい形状にならない」

　やたら動きの鈍い触手が生まれるだけだった。もしヒヨリミにこの姿を見せたら、触手ちゃんとか変なあだ名をつけられるほどに。

「てっ、こんなのもうやってられっかーっ」

　いつまで経っても物体Ｘから進歩しないため、思わずコップをドアに放り投げた……いや、正確には放り投げようとした時……。

　コップの中から、ものすごい速さで伸びる緑色のライン。

「えっ、なになに？」

　ほぼ同時に、ドドンっ……。

　と、重い金属がぶつかったような音も響いた。

「って、なにが起こったのっ!?」

　目の前には思いっきり凹へこんだドア。歪ゆがんだためか半開きとなったままだった。

　そして、その凹みの中心部から真まっ直すぐにコップへと続く半透明の緑色のライン。

「……これって、さっきの物体Ｘが伸びて、ドアを凹ましたってこと？」

　状況からはそうとしか思えない。

　今も目の前には、直径数㎜ほどのメロンソーダが、固体となって宙に浮いていた。感じ的には、宙に浮く緑色のストローっぽい。

（……だけど、元がメロンソーダなんだし、鉄を凹ませるほど硬くならないような……ヒヨリミだって、プニプニのゴムくらいだったし……）

「硬っ、なんか硬っ、ちょっとナニこれっ」

　試しに触ってみると、面白いくらいに硬い。金属的な硬さってより、石せつ膏こうと硬質ラバーを足したような感じだった。

「……よく分からないけど、これってわたしがやったんだよね？」

　そんな呟つぶやきと共にコップの中に浸つけていた指を抜くと、不自然に宙に浮いていた緑のストローも床に落ちた。

　もう硬くないし、動くこともない。床を濡ぬらす只ただのメロンソーダに戻ってしまった。

「コップをぶん投げようとしただけなのに、こんなことになるなんて……」

　鉄のドアを凹ませるくらいだから、硬度とゆーか弾力は十分なのだと思う。こんな僅わずかな体積でこの破壊力？　なんだから伸びる時の速度も関係してるのかも？

「もう一回試してみよう……」

　先ほどと同じ要領で、伸びろ伸びろと念じてみる……が、やたら動きの鈍い触手がへろへろするだけで変わり映えしなかった。

（……もしかして偶然だったのかな？　それとも何かやり方があるとか？　……）

「って、そんなことより、早くヒヨリミを探しに行かなくちゃっ」

　わたしは半開きとなったままのドアから外に出る。あの時ヒヨリミは、船の最下層に行くと言っていた。



　船内の通路をキョロキョロしながら注意深く進む。

「……なんか、全く人気がないんだけど。真夜中だし寝てるのかな？」

　そんな暢のん気きなことを考えながら、到着したのは昼間にも案内された螺ら旋せん階段。ここは隠れる場所もなさそうだと判断すると、一気に駆け下りた。

「はぁふぅ、と、到着っ、ちょ、ちょっと疲れたかも……」

　まずは息を整え、ようやくその場の異様さに気づいた。

　そこは通路もなにもなく、だだっ広い空間だけのフロア。

　恐る恐る進んで行くと、やがて目の前に現れたのは青白く光る水の壁だった。

「って、あ、見つけたっ、おーいおーいっ」

　水の壁の向こうにぼんやりと見えるヒヨリミ。

　こちらが大きく手を振ってみせると、どうやらヒヨリミも気づいたらしく、同じように手を振って返してくれる。

「え？　なに言ってるの？　なにも聞こえないよ？」

　姿は見えても声は届かないらしい。なにか必死に身振り手振りしてくれるけど、イマイチわたしには分からないし。

「えと、とりあえずそっち行くね」

　早速、水の壁に手を触れると、左右に動かすことをイメージする。

　先ほどの何かを作ることに比べ、こちらは特に苦労なく左右に割れた。シンプルな分だけ楽なのかも知れない。



「あーん、ヒヨリミ会いたかったよぉ～っ」

　壁を抜けると思わず半泣きで駆け寄る。

「……ふう、なんでお前まで入って来るんだよ……」

「わ、せっかく来たのに、なにその切ないリアクションっ」

　頑張って来たのに、第一声がため息まじりだった。

「だ、だってヒヨリミが急にいなくなっちゃうから、わたし心配したんだよぉ……」

「えっ、あ……そうだったな、悪かったよ」

　頭をぽんぽんっとすると、ようやく優しい顔を向けてくれた。

「それにしても、お前が部屋を出られるとは思わなかった……よく鍵かぎのような複雑な形状を作れたな？」

「あ、うん、まあ……なんとか」

　ホントは触手をぶん投げただけですが。

「……その子は仲間か」

　よく見るとヒヨリミの後ろには安楽椅い子すに座った年配の人。軍服を着たおばあさんが居た。

　そして何な故ぜか、わたしの顔をじ～っと見つめていたかと思うと……。

「飲め」

「はい？」

　言いながら小さなガラス瓶を手渡された。

「おい、こいつに変なもの飲ませないでくれよ」

「いや、この子なら大丈夫だろう」

「大丈夫って……でもこいつの身体からだには以前の強い水の影響も残っていて……」

「心配ない。俺が保証する。それよりお前……自分の身体の周りに真空……湿度０の層は作れるか？　水を弾はじく要領だ」

「湿度０？　え、ああ……そのくらいなら簡単だが……」

「では、薄くまとっておけ。恐らくこの子なら30秒ほどだ」

「？？？」

「いいから言われた通りにしろ」

　なにか当人そっちのけで盛り上がる二人だった。知り合いかな？

「よく分からないが……クォーター、それを飲んでみろ」

「ふぇ？　なんのこと？　や、全く流れについて行けないんですけど、Ｍｅが」

「いいから飲んでくれ。それで目の前の壁を動かすことも出来るだろう」

「あ、うん、わかった……」

（……まあ、ヒヨリミが言うんだから大丈夫なんだろう……）

　わたしはガラス瓶の蓋ふたを開け、中に入っていた水を口にする。いつも見ている白く光っているのとは少し違うようだった。

「こくこくこく……辛っ、やっぱりこれも塩辛いっ」

「どうだクォーター、なにか変化あるか？」

「ううん、特にこれといって無いかも……」

　以前、ミルさんにすごいのを飲まされた時も実感はなかったし、今回も似た感じなのかも知れない。

（やっぱりスーパー化みたいな、劇的変身チックなのは夢なんだね……）

　と、わたしが一人で暢のん気きなことを考えている時だった。

「んん？　なんかちょっと変な感じするかも、ナンだろこれ……」

「もし痛かったり苦しかったりしたら言えよ？」

「いや、そーゆーのじゃないけど……って、かゆ───っ!!」

「ど、どうしたクォーター!?」

「背中がっ、背中が面白いくらいに、かゆっ、かゆいっ、かゆうまですぅ」

「へ？　背中かゆいの？　なんで？」

「い、いや、わたしに聞かれても、うはぁ、手が背中まで届かないっ」

　原因不明の背中かゆい現象に襲われ、思わずジタバタもがいてしまう。それでなくても手が短いわたしにとって、手が届かない背中は弱点なのに。

「……副艦長、これは一体？」

「たまにあることだ。すぐにおさまる。気にするな」

「だそうだ。気にするな」

「少しは気にしてぇ～、て、ちょっとヒヨリミ、背中ぽりぽりしてぇ～」

「え、ああ……わかった」

　ぽりぽりぽり。

「はふう～、ああ、気持ちいい……ちょっと落ち着いてきたかも……」

　以前から強い水を飲んだ際には、何らかの実感が欲しいとは思ってた。しかしこんな変なのなら欲しくない。

「それよりお前達……早くここから出た方が良い。まもなく夜明けだからな」

「わかった。じゃあクォーター、早速その壁を動かしてみてくれ」

「うん、わかった……あ、もちょっとぽりぽりしてて」

　目の前の水の壁へと静かに手を伸ばすわたし。それをじっと見つめるおばあさん。と、背中をぽりぽりするヒヨリミ。

　……先ほど入ってきた時と同じ要領で、ぐいっと動かすイメージをするのだけど、

（あれ？　なんかちょっと重い気がして動かない？）

　たとえるならば、普段が流れるプールやお風ふ呂ろに手を入れたような感触ならば、今は、急流や滝の中に手を入れたような感じだった。

　わたしはその流れに逆らうよう、もっと強く動かすことをイメージする。

「う───ん、どっこいしょっと」

　変な掛け声と共に、ゆっくりと左右に割れる水の壁。

「ふう～、動いたよぉ、なんか入る時より、ちょびっとしんどかったけど」

「……ちょびっと？」

「それがどうかした？」

「いや……なんでもないが……」

　わたしとしては率直な感想だったのに、何な故ぜか怪け訝げんな表情を浮かべられた。

「それよりクォーター、さっさとここから出るぞ」

「あ、うん」

　ヒヨリミに背中をぽりぽりされながら、外へと向かうわたし達。後ろを振り向くと、おばあさんが小さく手を振ってくれていた。



「はぁはぁ、ふう、ちょ、ちょっと待ってよ、ヒヨリミっ」

　駆け足で螺ら旋せん階段を登りながら、思わず息切れしそうになってしまう。

「ど、どうして、そんなに急いでるのよぉ」

「俺達があの部屋から抜け出したことがバレると面倒だろう？　朝になると人が帰ってくるらしいからさ」

「帰ってくる？　起きてくるじゃなくて？」

「俺にも詳しくは分からないが……夜間迎撃とか言ってたな」

「なにそれ？」

「さあな、言葉の通りなら何かと戦っているってことだろう」

　だけどここは海の真ん中だし、辺りには人なんていないのに……。

「って、なんだこのドアは？」

　ようやく帰ってきた部屋の前で、驚きの声を上げるヒヨリミ。先ほどわたしが外に出る時に凹へこましたドアを見ての言葉だった。

「クォーター……もしかしてお前の仕業か？」

「え、ええ、まあ……たぶん、ごめんなさい……」

　狙ねらってドアを壊したつもりは無かったけど、今も半開き状態のままだった。

「これじゃ隠しようがないな……穏便に船を降りるつもりだったのだが……」

　大急ぎで部屋に入ると、まだきゅんきゅん中の佐さ奈なちゃんを抱きかかえ、再び通路へと戻ってきた。

「……もしかして、このまま船から降りる気だったり？」

「少し予定が変わったからな、さっさと逃げるぞ」

　走りながらポケットから携帯……ではなく無線機のような物を取り出す。

「……もしもし、姉貴、起きているか？」

「ふぁあ～あ……なによケイ、こんな時間に……まだ夜明け前よ」

「今すぐ船を降りることにした。姉貴の方で指示してくれ」

「あら？　なにかあったみたいね。ま、詳しい事情は後から聞くとして、とりあえず船尾で待ってるわ。船尾だからね」

「わかった。すぐに向かう」

　それだけの交信を終えると入ってきた時とは逆に甲板へと向かう。もちろん人目を気にしながら注意深く進んでいた。

「ねえヒヨリミ、これって脱出劇みたいなノリに思えるんだけど……もしかして捕まっちゃうと大変なことになるの？」

「わからん」

「や、そんなあっさり言わないでよぉ」

「だから、とりあえず逃げる。捕まってからでは遅いからな」

「あ、うん、確かにそうかも……」

　元々、夜間は部屋から出るなと言われていたし、階下に行くことも禁じられていた。

　この二つを破ったことと、軍のようなこの船の規律を考えた場合、只ただで済むとは思えなかった。

「船の連中も面倒は起こしたくないようだが、全員が同じ考えってわけでも……」

　そこでヒヨリミの言葉が止まった。

　艦内出入り口の大きな扉を開け、ようやく甲板へと出た時だった。

「どうしたのヒヨリミ、やっと外に出たのに……て、あれ？」

　わたしの言葉もそこで止まってしまった。

　夜明け前の真っ暗な甲板の船首。

　そこには数人……いや、数十人と思える人影があった。

　薄暗くて具体的に何をしているのかは分からないけど、甲板の端から海に向かって何かをしているように思える。

　只ただ、幸いなことに相手も、この暗さの為ためわたし達に気づく様子はなかった。

「ねえヒヨリミ、あの人達って何をしているのかな？　なんか海に向かって立ってるっぽいけど……」

「……なにかと戦っているらしい」

「なにかって？　ここ海のど真ん中だし、辺りに人なんて誰だれもいないよ」

「だったら……人では無いのかも知れないな」

「……それって、まさか幽霊とかオバケって意味？」

「かもな」

　……どうしてそこは否定してくれないのだろ？　この人。

　それでなくても、辺りは真っ暗だし軍艦の甲板上ってだけでも不気味なのに、これ以上怖がらせないで欲しい。

「それよりも気づかれない内にここを離れよう」

「て、わっ、ちょちょっと置いて行かないでぇ～」

　ヒヨリミの服の袖そでを掴つかみながら、船首を後にするわたし達。

　先ほどの流れからすると、きっとミルさんがクルーザーを船尾に寄せて待ってくれているのだろう。なんかヒヨリミの奴やつが脅すからちょっと怖くなってきたよ。



　暗くら闇やみの甲板上を進み、ほどなくして到着した船尾部分。

　最初に乗艦した時は船首だったために、ここに来るのは初めてのことだった。

「どうやらここには誰もいないみたいだな……」

「あ、そこ、ミルさんのクルーザー見えるよ」

　船の後ろ、僅わずか数ｍほど離れただけでピッタリと追走していた。

「……ん？　でもどうやって船から降りるの？」

　来る時はタラップみたいなのがあったけど今度は無さそうだし……もちろん、この高さを飛び降りるってのは無茶な気がする。何よりわたしが怖くて泣く。

「クォーター、ここでお前の出番だろ」

「ふぇ？　わたし？　というか、なんのこと？」

「お前がタラップを作れば良い」

「ええーっ、無理無理っ、わたしに、そんな大きいの作れないよっ」

「いや、今のお前なら数ｍサイズでも作れるはずだ。そこの水を使えば足りるだろう」

　甲板上に幾つも並べられた、消火用のドラムを指差しての言葉だった。

「うーん、でもさっきのはまぐれだと思うよ……きっと気持ち悪い触手がうねうねするだけだと思うし……」

「じゃあ諦あきらめて飛び込むか？　残念ながら俺では、人の体重を支えられるほど硬いものは作れない」

「うぅ、そんなこと言われても、この高さは勘弁して欲しいかも……」

　とはいえ、いつまでもここで躊ちゆう躇ちよしているわけにはいかない。

　誰だれかに見つかってしまうだろうし、先ほどまで漆黒の闇やみだった空も、少しずつ白み始めていた。

　ダメ元でも……と、わたしが覚悟を決めて消火ドラムに手を伸ばした時だった。



「止まりなさい」

　突然、目の前に現れたのはクララさん。但し、昼間に見た穏やかな笑顔ではなく、今は険しい表情で睨にらんでいた。

「カナコさん、ケイさん。それに眠っているサナさん。あなた方に報告があります」

　海を背にし、わたし達と対たい峙じしながらの言葉だった。

「あなた方は当艦の規則を破りました。乗船許可は、只ただ今いまの時刻をもって破棄させて頂きます。本来は後１時間17分有効でしたがご了承下さいませ」

　言いながら乗船時に見せた書類をビリビリと破いてみせる。

「クララ、心配しなくても、俺達は今から退艦するところだ」

「はい。サナさんはどうぞご自由に。お引止め致しません……ですが、カナコさんとケイさんは当軍法に則のつとり、１年間の営倉入りとさせて頂きます」

「えっ、わたし達、１年間も船から出られないの？」

「そうです。当艦のセキュリティ上の問題ですからご理解下さい」

　……軍艦っぽいから何かのペナルティはあると思ってたけど、まさか１年間も営倉入りさせられるとは想像してなかった。学校とかどうなっちゃうんだろ？

（クォーター……よく聞け……）

　突然、小声で耳打ちしてきた。

（少し時間を稼ぐから、その間にお前はタラップを作れ。出来上がり次第、サナちゃんを連れて船から降りろ）

（あ、うん、わかったけど……ヒヨリミは？）

（いざとなったら俺は海に飛び込むよ。それにクララの奴やつも、脅しているだけで本気で攻撃してくるとは思えないからな……）

　それだけを告げると、わたしに佐さ奈なちゃんをあずけるヒヨリミ。さっと数歩ほど後ろに下がりクララさんとの距離をあけた。

「ケイさん、逃亡も抵抗と同じだと判断させて頂きますが……よろしいですね？」

「ああ、ちなみに俺からも質問だが……今、お前一人だけか？」

「もちろん。私が貴方あなた方の担当ですし、私一人で十分だとの判断でもあります」

「それを聞いて安心した」

　言うと同時にクララさんに向かって猛ダッシュをかけた。

　数ｍほどの二人の距離が、あっというまに縮まる。

　体当たりなのか？　それとも殴りつけるのか？　どちらにしても不意を衝つかれたクララさんが吹き飛ばされるように思えた。

「では、警告は終わりです」

　なのに全く動じた様子もなく、バッグから何かを取り出すクララさん。

（……て、何かと思えば牛乳の紙パック？）

　でも何な故ぜか、その姿を見たヒヨリミが慌ててダッシュを止やめた。むしろ、くるりと背を向け反対方向へと全力で走り出す。

　彼にとっては予想外だったのか、こんなに焦った姿を見るのは初めてだった。

「逃がしません。これから拘束に入ります」

　言い終える前に、手に持った紙パックをヒヨリミに投げた……ように見えたけど実際は、その中身の牛乳だけが細長く伸びていた。

　まるでわたしが触手をぶん投げた時のように、もの凄すごい速さで10ｍ近い距離を一気に伸びる細長いミルクの線。

　あっというまに全力で走るヒヨリミに追いつくと、その右腕に触れた。

「……クララ、本気でやるつもりか？」

「警告は終わったと告げたはずです」

　答えると同時にヒヨリミの右腕が宙に飛んだ。















　約２秒後には甲板に落ち、辺りに広がる黒い染み。

（……ミルクの線が触れた箇所から千切れた？）

　刃物で切り落とした感じではなく、まるで内部から弾はじけたように見えた。

「痛っ……こいつ、手加減なしかよ……」

「だ、大丈夫っ、ヒヨリミっ」

「カナコさんは離れていて下さい。危ないですから」

　駆け寄ろうとするわたしを制止すると、再び紙パックを手にするクララさん。

　今度はヒヨリミの左足へとミルクの線を伸ばし、触れた途端に太ももから千切れた。

　甲板上には彼の右腕と左足が無造作に転がり、辺り一面が血に染まっていた。その血の海の中心で、苦痛に歪ゆがむ表情を浮かべるヒヨリミがいた。

（……伸びてきた水（牛乳）が、身体からだに触れた途端に弾けた？）

　さっきは突然で理解できなかったけど、つまり水を介して触れた場合は、直接身体に触れるのと同じだということだった。

　どうして牛乳パックを取り出しただけで、ヒヨリミが焦ったのか理解できた……これは、別に牛乳であろうがコーヒーであろうが水を含んだ液体なら何でも良いのだろう。

「……クララ、お前が、ここまでするとは思わなかったぞ……」

「貴方あなたなら、手足を飛ばされたくらいは平気だと判断しました」

「それはお前達だって同じだろ……」

「はい。短時間なら首を落とされても治癒可能です。ケイさんも後で治癒しますから、今は拘束を優先させて頂きますよ」

　再び牛乳パックを手にするクララさん。既に片手片足を奪った状態なのに、更にどこかを落とすつもりだった。

「しょうがない……本意ではないが俺も少しは抵抗させてもらう……」

　言い終えるより先に、今度はクララさんに向かって伸びる一本の黒い糸。

　それが夜の闇やみで黒く見えるだけで、本当は赤だと気づいた時、黒い糸の正体に気づいた。床に溜たまったヒヨリミ自身の血だ。

　僅わずか直径数㎜ほどの赤く細い血の糸。一直線に彼女へと伸びると、ギリギリのところで二つに分かれる。

　一つは右腕、一つは左足へと。

　その両方がクララさんに触れると同時に……弾けるように手足が飛んだ。先ほどヒヨリミが手足を落とされた時と、全く同じような流れだった。

「……クララ、もしかして俺が手ぶらだから油断したか？」

「ええ……痛っ……どうやらそのようですわ……」

「悪いな。さすがに俺も、これ以上はヤバいからな……」

　お互いに片手片足を失い、血まみれで甲板に倒れ込む二人。

　どちらが重症？　なのかは分からないけど、クララさんの方が痛さに苦しんでいるように見える。

　甲板に座った状態のヒヨリミに対して、クララさんは仰向けに倒れたまま動こうとしないからだった。

（……たとえ治癒可能だとしても出血がハンパない……このままでは二人とも死んでしまうような……て、あれ？）

　そこでわたしはもう一つ別のことに気づいた。

　よく見ると甲板を赤く染めた血は、落ちた腕や足から流れ出たものだけ。

　ヒヨリミもクララさんも、弾はじけ落とされた手足の傷口からは全く血が出ていない。

　恐らくは自らの血液の流れを操って、完かん璧ぺきに止血しているのだろう。通常ならば失血死しなくとも意識を保っていることも出来ないはずの状態だった。

（……今が暗くて、よく見えないから良かった。もしこれが昼間だったら確実に気を失っていると思う。ちょっとしたスプラッターだよ……）

　あまりの光景に呆ぼう然ぜんとするわたしだった。

「おい、クォーターなにやってんだ、今の内に早くタラップ作れ」

「あ、そうでした、た、ただいま、ただいまっ」

　促されて消火用のドラムに向かう。

　２ｍほどの樽たるのようなもので、蓋ふたを開けた中には水が満載されていた。

　大急ぎでその中に手を浸すと、わたしは意識を集中する。

（えーと確か、流れるプールとか川の中に手を入れた時をイメージして……）

　既に何度かやったため少しは慣れていたけど、今は我ながら焦っていた。

　それに前回のはコップサイズだったのに、これだけ大量の水で何か形状を作るのは初挑戦。上う手まく出来る自信は全くない。

（伸びろ伸びろ、太さはこだわらないから、とにかくおっきな階段になって……）

　と念じながら、水の先端を強く引っ張るようにイメージすると、

「わっ、ふっとっ……でもやっぱ動き鈍っ」

　今回のはジュースでないために、透明で伸びてきた糸……というか水の塊。

　前回のがうどんくらいの太さなら、今度のはペットボトルくらいで既に糸とは呼べない太さだった。

　しかし相変わらず動きは鈍く、色的にも触手ってよりは、陸に上がってぐったりしているクラゲっぽい。全く元気がない。また瀕ひん死しだよ。

「おいクォーター、もっと早く動かせないのかっ」

「いえ、これでも精一杯なんですけど……」

　答えながら、かろうじてクルーザーまで伸びた棒状の水。

　えいっと力をこめて薄く板状に伸ばすと、タラップにはほど遠いけど、とりあえず滑り台っぽいのが完成した。

「もうそれで良いから脱出しよう……あ、足は自分で持ったから、お前は俺の腕を拾って行ってくれ」

「え、えええっ──っ……て、わ、わかったよ」

　わたしは片手で佐さ奈なちゃんを引ひき摺ずりながら、空いた手で床に落ちていたヒヨリミの腕を掴つかむ。思いのほか重くて持ち上がらないから、佐奈ちゃんと同じように、ずるずると甲板を引き摺りながら滑り台へと向かった。



「カ、カナコさん、待って下さい……」

「はひいっ……」

　見るとそこには血まみれで、わたしのスカートを掴むクララさんがいた。

　甲板に伏せた状態から手だけを伸ばした姿は、スプラッターというより、ホラー映画のワンシーンのようだった。思わず変な声が漏れたし、心臓も止まるかと思った。

「ちょ、ちょっとクララさん、手を離して下さい、わたし達もう船から降りますから」

「いえ、もう止めません……ですが、お、お土産です……」

「……お土産？」

　彼女が床に置いたのは、小さなガラスの瓶。

　透けた瓶の中には、薄らと光る水が見えた。恐らくは、先ほどわたしが飲んだ物と同種に思える。

「受け取って下さい、もしもの時には、これをカナコさんに渡すようにと指示されていましたので……」

「えと、でもわたし、これ貰もらっても、どうして良いか分からないんですけど……」

「捨ててくれても結構です……でもいつか機会があれば試して下さい。１滴ずつなら大丈夫なはずです。間違っても一気に全すべて飲まないで下さい」

「あ、はい、わかりました」

「それでは、また機会がありましたら……」

　言い終えると掴んでいた手を離し、そのまま敬礼のポーズを取ってみせた。

　怖さと驚きが暴騰する中、わたしは佐奈ちゃんとヒヨリミの腕を抱えて、滑り台を一気に降りる。

　普段なら、絶対にこの高さから降りるなんて無理だけど……一瞬でも滑り台から自分の手が離れると、また只ただの水に戻ってしまう。

　それを考えると躊ちゆう躇ちよしている余裕もなかった……。








■　第二章　パンケーキ留学　■





「はふう、やっと帰ってきた……」

　クルーザーのデッキに到着した第一声。隣を見ると血まみれのヒヨリミも、自分の足を抱えたまま、疲れた様子で座り込んでいた。

「おかえりカナコ……どうやら船も追いかけては来ないみたいね」

　ミルさんが指差す洋上には、深い霧の中へとゆっくりと消えて行く船。

「それよりケイ、こっぴどくやられちゃったわね……片手片足を飛ばされるなんて」

「……姉貴、これ治すの頼めるか？」

「いいわよ。ここまで酷ひどいと、あなたじゃ時間かかるもんね」

　床に落ちた腕を拾うと、ミルさんに肩を借りてキャビンへと入っていった。

「……疲れた……」

　思わずその場にへたり込む。

　ちなみに佐さ奈なちゃんは、デッキの上で大の字になって、きゅんきゅんしていた。この子だけは空気読めない以前に平和すぎるわ。

　辺りを見ると霧も薄れ、ようやく日の出を迎えた北大西洋。

　そこには真っ青な空と海が広がり、既に船の姿はどこにも見えなかった。

「……どうやら治してもらえたみたいね」

「あ、ミルさん……」

　床でごろごろする佐奈ちゃんを見ての言葉だった。

「えと、それよりヒヨリミが心配なんだけど……」

「大丈夫よ。ざっくり接いだから２～３日もすれば元通りになるわ」

　恐らく、その言葉通りに数日で元通りに治るのだろう。

　普通で考えれば、さっきの状況から数日で治るとは思えない。でもわたしは以前にミルさんが自分の腕をくっつけたのを知っていた。

「それより大体のことはケイから聞いたわ……悪かったわね、貴女あなたにまで怖い思いさせちゃってさ」

「ううん……怖いってより驚いただけで……」

「ま、そうかも知れないわね。貴女の場合はここに来るまで、ハンドラーの存在すら知らなかったわけだし……」

　それどころか水の色が見える以外は、ごく一般的な女子高生だった。むしろアクティブさでは大きく下回るほどだし、不思議な力とは最も縁遠い存在だったのに……。

「ねえカナコ……一つだけ質問させて」

　突然、声を落として真剣な顔を向けた。

「……貴女、もう日本に帰る？」

「えっ……」

「別に私達も、カナコを巻き込むつもりは無いのよ」

「で、でも、さっきも凄すごい水、飲んじゃったとこだし……」

「大丈夫よ。手が無いわけじゃないの。特にカナコの場合はね……」

　……それがどういう意味かは分からない。

　分からないけど、日本に帰るとはヒヨリミと離れることを意味していた。

「……………」

「その顔は、イヤってことみたいね」

「あ、うん……」

「じゃあ当分はこっちにいてちょうだい。私達の研究も手伝って欲しいからね」

「……研究のお手伝いって、わたしが？」

「ええ。それに例の作戦のタイムリミットを考えると、今ここでカナコを手放すのは得策じゃないのよ……」

　……なんか不穏な単語がさらりと出て怖いのですけど。

「そうね、カナコにも少しだけ説明してあげるわ……」

　そこまでを口にするとデッキのチェアに腰掛け、ゆっくりと言葉を続けた。

「実はあの船と私達は、長く中立協定を結んでいたの」

「えと、それってミルさん……というかＤＩＡとマージナルの人達は仲間ってこと？」

「仲間じゃないわ。表立って争うことを避けるようになってきただけよ。結局、目的は同じだからね」

「……同じ目的？」

「探し物よ。私達も船の連中も同じ物を探しているの」

　予想外の答えだった。

　少なくともＤＩＡという国家機関や、軍艦のマージナルの人達に、『探し物』という言葉はピンとこない。

　それに、あれだけ不思議な力を持った人達が同じ物を求めているなら……探し合うよりも、奪い合うの方がしっくりくるような……。

「もちろん、かつては争っていたこともあったわ……でも奪い合う以前の問題なのよ」

「？？？」

「だってお互いに十年以上も探しているのよ？　これだけ探して見つからなければ、少しは協力関係にもなるわ」

「あ、うん、確かに……」

　まずは探し物を見つけるのが先なのだろう。今、争っても不毛なだけだろうし。

（……でも、それだけ長い間、探して見つからない物ってなんだろう？）

　マージナルが船で海を移動していることを考えると、やっぱり海にある物かな？

「ま、これ以上、詳しいことは聞かないで。貴女あなたは例の水の研究を手伝ってくれるだけで十分だから」

「あ、はい、わかりました……て、もしかして例の水の研究も、その探し物の為ためだったりして？」

「半々くらいね。割とカナコには期待しているのよ」

　や、過度な期待は止やめた方が良いですよ。科学や研究とは最も遠い存在ですから。

　……あいかわらずわたしには分からないことばかりだった。

　そもそもＤＩＡとマージナルの関係や馴なれ合いも知らないし。でも仮に敵対したとしてもクララさん達と戦うのはちょっと嫌かも……。

　ごろごろごろごろ……。

「うーん……なんか揺れてるぅ……はっ、ここはどこ？　私は佐さ奈な!?　て、どうして私、クルーザーに乗ってるのっ」

「あ、やっと佐奈ちゃんが起きた」

「……なんか色々と思い出せない……ここ数日の記憶も曖あい昧まいだし……あと、どうしてシャンプーハット被かぶってるんだろ？　もう卒業したはずなのに」

「つ、疲れていたからじゃないかなぁ、きっと、あはははは」

「確かケイさまのお姉さんと、何かを話していたような、してないような……」

　なんでもミルさんの説明によると、例の水を飲んだあたりから記憶が曖昧になるとのことだった。これも変な水の影響らしい。

（……なので後は適当に誤魔化して、さっさと佐奈ちゃんにはフランスに帰ってもらおう。例の水のことをヒミツにしたままなのも、そろそろ限界だし）

「あ……そうだ思い出したっ、私もマギルに留学するんだっ！」

「へ？　佐奈ちゃんも？　いつそんな流れに？」

「ねえミルさん、確かあの時に約束しましたよね？　私も留学させてくれるって」

「……くっ、どうしてこの子、そこだけ覚えてるのよ。もっと変な配合にした方が良かったのかしら……」

「……変な配合？」

「ああ、なんでもない、なんでもないから、あははは」

　わたしの知らないところで何かが進んでいたらしい。でもこれは大問題のような気がする。

「わかったわサナ、約束したことだし留学させてあげる」

「わあーい、ありがとうございまーすっ」

「ま、せっかくのキャンパスライフなんだから、二人とも楽しんでちょうだい」

「そんなわけでお姉ちゃん、これからもよろしくね、ぺこりん」

「はあ、まあ、こちらこそ……ぺこりん」

　──こうして、佐奈ちゃんも一緒に暮らすことになったらしい。

　その流れはさっぱり分からないけど、なんか色々と大変そうかも。

　さっきもミルさんに気になること言われたばかりだし……。

（ヒヨリミといちゃいちゃできる日が、また遠くなった気がするよ。はふう）



　──数日後。

　長かった８月も終わり、今日から始まる９月。

　ここカナダでは、既に朝晩は少し肌寒く感じるようになっていた。

「おはよーう、Fuckin'お姉ちゃん、もう朝だよ～」

「く～か～、すやすや……きゅんきゅんきゅん……」

「まだ寝てるし……あと我が姉ながらその寝息は面白すぎでしょ。ほら起きてってば」

「んん、ふぁ～……あ、おひゃよう、佐さ奈なちゃん……」

　目をこすりながら身体からだを起こすと、そこには振ふり袖そで姿の佐奈ちゃんがいた。

「あれれ？　なんで振袖姿なの？」

「もう、Fuckin'今日は初登校なんだし、早く行きたいんだから」

「や、それは分かってるけど、もしかしてその格好で大学に通う気だったり？」

「海外じゃこっちの方がウケが良いのよ……て、前にも言ったでしょ、覚えろっ」

「はあ、すみません……」

　何な故ぜか朝っぱらから謝るわたし。

「て、それよりも佐奈ちゃん、以前に和風路線は止やめたって言ってなかった？」

「正確には、おしとやか路線を止めたの。見た目は和風なんだけど振袖姿できゃぴ☆きゃぴすれば、更に攻撃力がＵＰすると思わない？」

「ええ、まあ確かに……そーゆー方向もアリかも知れないけど」

　……この妹はどこに行こうとしているのだろうか？

　昨日の夜には、１秒間に何回Fuckin'と言えるか練習してたくせに。

「ちなみに佐奈ちゃん、参考までにお伺いしますが……和風きゃぴ☆きゃぴって具体的にどんなの？」

「じゃあ試しにやってみせるわ。お姉ちゃん、箸はしを転がしてみて」

「え、ああ、はいはい……ころころころ～っと」

「あははっ、ひー、おかしいっ、もうやめて死ぬうう～、は、箸がっ、箸が転がったってマジありえなくね？　いやーん、もうやめて～、きゃ☆」

「…………………」

「まあ、ざっとこんなもんよ」

「や、そんなんで腹よじれてたら人生笑いっぱなしだよ……」

「人生全すべてで括くくらないでよ。て、ほら、分かったらさっさと学校行く準備して」

「ふぁーい、わかりましたぁ」

　それよりも早くシャワー浴びて来ないと。相変わらずヒヨリミの監視？　つきなので、ちょっと時間も掛かってしまうし。



　シャ───…。

　いつものように冷たいシャワーをちっちゃくなって受けるわたしと、その隣ではシャワーから出てくる水を見上げたままのヒヨリミ。

　結局、船に乗った時にもわたしは治してもらってなかったし、更に船でも新たに水を飲んだため、チェック体制もより厳重となっていた。

　そういえばヒヨリミの足は、既にくっついて普通に走ったりしていた。トカゲか？

「やっぱりお前ってさ、水の影響の消え方が変わってるな……」

「そうなの？　自覚ないから全然わからないよ」

「まだ船から降りて数日しか経たっていないのに明らかに早すぎる。今にして思うと、クマの一件の時から兆候はあったのだろう」

　そういえばあの時も、そんなこと言われたような気がする。

「だからさ、なにか変わったことないか？　特に体調面とかでさ」

「うーん、特にこれといって変化は……いつもゴハン２杯おかわりするし元気だし」

　例の身長伸ばし運動はあまり効果ないけど、あれも以前から似た感じだったし。

（……あ、でも確かに一つだけ気になることがあるかも……）

　実は先日の水を飲んだ時から、非常にトイレに行きたくなるのだ。

　それも普段の生活の中ではなく、今のようにシャワーを浴びていると、決まって起きる現象だった。

　具体的には尿意。ストレートに言えばおしっこ行きたい恥ずかし。

「なあクォーター、どんな些さ細さいなことでも良いから教えてくれよ。割と重要なんだ」

「や、そう言われましても、なんてゆーか、ごにょごにょ……」

「これはさ、お前だけのことじゃなくて、例の水の秘密を解く鍵かぎでもあるんだ」

　なんかヒヨリミが真剣な顔で訊きいてくるし……どうしてこんな時に限って真面目まじめモードなんだろ、この人？

「えと、絶対に関係ないと思うけど……その、ト、トイレに行きたくなるような……」

「……トイレに？」

「あ、うん、何な故ぜかシャワー浴びていると……」

「それは、非常に興味深いな」

　非常に興味を持たれてしまった。

「てことはお前、もしかして今もトイレに行きたいのか？　我慢してるのか？」

「え、ええ、まあ、そんな感じだったり、しなかったりして、ごにょごにょ……」

「じゃあ、試しにやってみてくれ。今ここで」

「……はい？」

　思わず普段より２オクターブ高い声を出してしまった。

　わたしの聞き違いでなければ、今この人、サラっととんでもないことを言いましたよ。

「ほら早く、おしっこして。色々と確認したいことがあるからさ」

「いーやーでーすぅ───っ」

　はあふう、なんかすごい疲れる。鈍感もここまでになるとヘンタイと変わらないよ。もしセクハラで訴えたら、きっと執行猶予つかないよ。実刑だよ実刑。



　ほどなくして到着したマギル大学院。

　キャンパスの外れにある小さなチャペルの前にスクーターを停とめると、ぺったりくっついていたわたしと佐さ奈なちゃんを引きはがすヒヨリミ。

「じゃあクォーター、俺ちょっと用事あるから、お前がサナちゃんを案内して」

「あ、うん、わかった。こっちだよ佐奈ちゃん」

　人気のない廊下へと歩きながら、わたしはここについて軽く説明してあげる。

　一応わたしも初登校ではあるけど、申し込みの時にも来ているし、ヒヨリミについてミルさんの研究室にも何度か顔は出していた。

「……てなわけで、学校ってよりは、研究室って感じかなぁ」

「へ～、じゃあ講義とかも無いんだ。さすが大学院だね、にゃるにゃる」

「きっと佐奈ちゃんも、わたしと同じ海洋水産学部だと思うよ」

　正確には公衆水質研究室って名前で、ミルさんが副リーダーを務める研究チーム。わたしの場合も助教授であるミルさんの謎なぞ権力？　によってここの一員となっていた。

（……まあ、それでも佐奈ちゃんの場合は、例の水のヒミツを知らないから、他ほかの院生と同じように普通に過ごすだけかも知れないけど）

　ちなみに研究室の人達は、企業からの出向組でほとんどおじさんばかり。小心者であるわたしとしては、かなり気が楽だった。若い男の人なんかいたら大変だし。

「はーいはいはい、お姉ちゃん質問でーす」

「なあに？」

「アニメ研究会とかヘンテコなサークル活動は？　あと文化祭のヤキソバの屋台は？」

「無いよそんなの。サークルとか学食とか文化祭も」

「え～、つまんないのぉ～、それじゃあフランスの学校と同じだよ」

「だって、日本の高校や大学とは違うんだもん」

　そもそも大学院って、そういう場所みたいだし。特にここは研究施設だから尚なお更さららしい。

「それより佐奈ちゃんって、グランゼコール目指してたはずでは？」

「全然。パパが喜ぶからそう言ってただけで、私、日本の学校の方が良かったの」

「へ？　そうだったの？」

「あ、パパには内緒にしてよ。ホントは変なサークル活動で青春したかったの」

「はあ、そうだったんだ……あと変じゃない普通のサークルにしようね」

　しかし、自慢の娘のカミングアウトにパパしょんぼりだね。



　ワンワン、ワンワン、ワンっ、ウ……。

「うは──、また犬が来たっ」

「どうしたのお姉ちゃん、そんなにビビって。つか、お姉ちゃんの人生、ビクビクの連続だね」

「う、うるさいわね……そっちこそ人生全すべてで括くくらないでよぉ」

「ところでなんなのこの犬？　よく見たら他ほかにもたくさん走り回ってるけど」

「よく分からないけど、この警備犬？　には何度も追いかけられたことがあって……」

「ふーん、可愛かわいい犬じゃないの。おーよしよし」

　クウーン、キャンキャン。

「きゃ、ちょっと、止やめなさいって、そんなにじゃれつかないでよぉ～」

「……何な故ぜ、佐さ奈なちゃんには懐く？」

　わたしには今にも飛び掛りそうな勢いで、ウっと唸うなってるのに。やはり犬（複数）の奴やつ、わたしのことを舐なめているのね。くそう、しまいには泣くわよ。



「え～、そんなわけで今日からこの研究チームに参加してもらうことになった、Ｍｓ．サナよ」

　言いながらホワイトボードに佐奈ちゃんの名前を大きく書くミルさん。転校生の紹介をする学校の先生みたいだ。

「どうも初めまして、サナ・ササキと申します。よろしくお願いします。ぺこりん」

「おー、可愛いねえ、まるでゲイシャガールみたいだ」

「まだバカロレア前２年なのに、ここに来るって凄すごいですね」

「しかも姉妹揃そろってとなると、これは本物の天才でしょう」

　口々に驚嘆？　の声を上げる研究室のおじさん達。

　額面通りに取れば、確かに我がササキ家は天才と思われるだろう。常識的に見てこの年齢でのマギル留学は特例であり、それが姉妹共にとなると普通ではない。

（……でも、あまり過大評価しない方が良いですよ。現に数日前から顔を出している天才とやらは、パンケーキを焼いたり、コーヒー淹いれたりくらいしか出来ませんから）

「じゃあサナ、貴女あなたはここの研究チームの皆さんを手伝ってあげて」

　その言葉と共にドアを開けると、ヒヨリミとわたしを手招きするミルさん。

「あれ？　ミルさん達はどこへ？」

「私とケイは隣で別の研究をやっているのよ」

「あ、そうだったんだ……でも私、手伝うって言われても何をすれば良いんでしょ？」

「とりあえず、コピー取ったり、部屋の掃除したり、コーヒー淹れたりとか？　あ、疲れている人の肩を叩たたいてあげたり、遠心分離機でプディング作っても良いわよ」

「にゃるにゃる……研究員って色んなことするんですね」

　や、それ全然、研究と関係ないから。科学とほど遠いし。

「それでは私も、お姉ちゃんに負けないように頑張りますねーっ☆」

　早速、振ふり袖そでをたすきがけにすると、箒ほうきを手に掃除を始める佐さ奈なちゃん。

　なんか周りの研究員のおじさん達も、微笑ほほえましいものでも見るような目で見ているし。

（……まあ、わたし達の場合は、形式上ここに留学しているだけなんだから、他ほかの人と仲良くしてくれたら十分なのかな？）



　それから隣の部屋へと移動したわたしとヒヨリミ。

　普段からここはミルさんが水の研究用として使っているため、他の人が入ることは出来ないようになっていた。

「さて、当面の問題だけど……何から話そうかしら？」

　そんな第一声と共に、パイプ椅い子すにどっかりと腰掛けるミルさん。いつものように豪快に足を組みパンツ丸見えだったりする。でも本人は全く気にしてないからスルーだ。

「えーとミルさん、とりあえず例の水のことですが、いつまで佐奈ちゃんにはヒミツなんですか？」

「そりゃずーっとよ。教えてもメリット無いし、少なくともあの子が帰国するまでは黙っているつもりよ」

「うーん、そうは言っても同じ家に住んでいるから、ちょっと難しいような……」

　以前の１週間くらいならナントカ誤魔化せたけど、ずっととなるといつまで隠し通せるか自信がなかった。相変わらずわたしは水に接することを制限されているし。

（……でもシャワーに関しては、佐奈ちゃんが勝手に変な解釈をしているから良いのかな？）

「あ、はーいはいはい、次の質問でーす。そもそもの疑問ですが、わたし達って、いつまでここに通えるのですか？　その期間は？」

「まず、サナに関しては深く考えていないわ。元々、引っ込みつかなくなっただけだし、貴女あなた達のママにも、マギルへは体験留学のようなニュアンスで伝えているから」

「じゃあ、わたしは？」

「当分は一緒に居てもらうわ。貴女が協力してくれると研究も捗はかどるからね」

「……あのう、その協力ってのですが、わたしは一体なにをすれば……」

「別になにもしなくて良いわよ。日々、一緒にいるだけで。変化を見たいだけだし」

　ちょっと拍子抜けかも。研究に協力って言われて緊張していたのに。

「どうやらカナコは特別みたいだからね。それだけで十分に研究になるのよ」

「……特別？」

「それについては、俺も姉貴に相談したいことがある」

　突然、話に加わってきたヒヨリミ。

「どしたの、ここ数日で何か気になることでもあったの？」

「どうやらクォーターの水の影響が抜ける速度は普通ではないようだ。この調子だと、あと数日で完全に元通りになってしまうだろう」

「あら？　私の見立てでも数週間はかかると思ったけど……」

「嘘うそだと思うなら、自分で確かめてみろよ」

「良いわよ。カナコ、ちょっとこっち来て」

「あ、うん……って、なんでスカートの中に手を入れるんですかっ」

　何を思ったか、突然わたしの太ももをぺたぺたするミルさん。

「ああ、太ももにしたことに深い意味は無いわ。腕に触っても分かるから」

「そ、そうですか、深い意味はないんですか……いえ、別に良いんですけど……」

　以前、ヒヨリミにも同じことされたし。やっぱ姉弟きようだいだ。思考が同じだし。

　やがて、わたしの太ももを一通りぺたぺたすると……。

「本当だわ……予想以上の速さで水の影響が消えている」

　珍しく真面目まじめな口調でそう呟つぶやいた。もうさっきまでの表情ではなかった。

「ねえケイ、あなたずっとカナコと一緒なんだから気づいたことないの？」

「現在も調査中だが……とりあえずシャワーの時に気になったことがある」

「シャワーの時？」

「ああ、ちょっと興味深いことで……」

　そこまで言うと、ぼそぼそとミルさんに耳打ちで話すヒヨリミ。それを聞いたミルさんも、うんうんと熱心に頷うなずいてみせていた。















　……なんかちょっと嫌な予感がするんですが。

「カナコ、おしっこしなさい。今ここで、よく見えるように」

「やっぱりきたっ、しかも細かい注文つきでっ」

「ほらほら、さっさとしゃがんで……あ、このビーカーの中に入れてね。後で詳しく分析してみたいし」

「いーやーでーすう～っ」

「なあ姉貴、一応ビデオで撮影しておく方が良くないか？」

「それもそうね……ほらカナコ、撮影してあげるから早く」

「余計いやだよっ」

　そもそも目の前でおしっこしろって、ナニこのプレイ？　姉弟きようだいによるいじめ？

　しかし困ったことに二人には全くその気がない。真剣そのものだし。

　うん、さすが科学者。わたしみたいにパンケーキ焼いてるのとは違うね。

「なあ姉貴、やはりクォーターは特別なのか？　こんなに嫌がるってことは」

「恐らくはね。興味が尽きないわ」

　いえ、至極フツーのリアクションだと思いますし、ＮＯＮ興味でお願いします。



「そういえばミルさん……その特別って、もしかしてこれのことですか？」

　言いながら飲みかけのコーヒーカップにわたしは指を浸すと……。

（……伸びろ伸びろ、右の上の方から。そうめんくらいの太さが理想だけど、この際ぜいたく言いませんから、せめてうどんくらいでお願いしますぅ……）

　と、強く念じながらコーヒーを細い糸状にして30㎝ほどに伸ばした。

「あら？　一応、形状も作れるのね。ちょっと動きが鈍くて気持ち悪いけど」

「え、ええ、気持ち悪いのは自覚してますが……なんでもわたしの動かす水は、すっごく硬いって聞いたもので」

「ふーん、ま、確かに硬いわね」

　指先でコンコンと叩たたきながらの言葉だった。

「えと、もしかしてこの硬さのことですか？　わたしが特別って」

「違うわ。珍しいとは思うけど……ま、見てなさいよ」

　それだけを告げると、わたしと同じように自分のコーヒーカップに指を浸すミルさん。

　一体なにをするのかと思っていると……。

「紫外線はお肌の敵っ」

　という変な掛け声と共に、バシャっとわたしが伸ばしていたコーヒーの糸が床に落ちた。

「ま、硬いと言っても、私と比べたら大したことないわよ」

　目の前にはミルさんのコーヒーカップから伸びた糸状のコーヒーが揺れていた。やたら細く動きも俊敏だ。

　どうやら自分が伸ばしたコーヒーを、わたしのにぶつけたらしい。ぶつけるというよりは、斬きったという表現の方が正しいかも知れないけど。

「あのねカナコ、この程度の硬さじゃ、“〝特”〟でもなければ“〝別”〟でもないわよ」

「えと、それじゃあ、わたしの何が特別なんですか？」

「それはもう少し様子を見てからね。まだ確実じゃないし」

　少し意味ありげに笑ってみせた。隣のヒヨリミも似たような感じだし。

「とにかく、貴女あなたはあまり気にせず、普段通りの生活を送ってくれたら良いの」

「はぁ、わかりました……」

　……よく分からない。

　それが水の研究にどう役立つのか、わたしには全く謎なぞなんだけど……。



　──ゆっくりと日が暮れ始める頃ころ。

　ここルアンヌの町にも夜の帳とばりが降りようとしていた。

「……父と子と聖霊のみ名によって、今日の糧をここに得られたことを……」

　佐さ奈なちゃんも増えた夕食。３人揃そろって十字をきり、食事前の祈りを捧ささげる。

「はい、食べ物チェック終わりっと……じゃあクォーター、もう食べても良いぞ」

「ふぁーい、いただきまーす。はむはむ」

「お姉ちゃん、いつも思ってたんだけど……それって何かのプレイ？　焦じらし？」

「違うわよっ、これにはちょっと理由があって、そのう、ごにょごにょ……」

「むう、よく分からないけど、なんか隠し事されてるようで、イヤーンかも」

　少しご立腹の佐奈ちゃん。

　とはいえ、例の水のことはヒミツにする方向なので話すわけにはいかなかった。

「それより佐奈ちゃん、初めての学校はどうだった？」

「うん、楽しかったよ。超遠心粉砕機でコーヒー豆を挽ひいてみたり、ＭＲＩで美お味いしいパンケーキも焼いてみたの」

「そ、そう……先端機器の無駄遣いも甚だしいね……」

「なんかイメージしてた大学院と違うけど、これも良いかも？　明日はかしわ餅もちを作るって言ったら、おじさん達も喜んでくれていたし」

　……まあ、本人がそれで良いのなら構わないのかな？　でもそれって少なくとも研究じゃないよね。



　──深夜。

　ソファで眠る佐奈ちゃんを残して二人でやってきた浜辺。

　実はわたし達は船を降りた日から、密ひそかに水を操る練習をするようになっていたのだ。

「クォーター、とりあえず単純な形状でいいから、立方体を作ってみろ。出来るだけ大きいのが良い」

「あ、うん。わかった」

　答えながら、静かに波間に手を浸す。

　まず最初にイメージすることは、掴つかむことの出来ない水を一つの塊とすること。

　次にそれを両手で抱えて持ち上げるような感じだ。もちろんイメージするだけなので、実際に手は動かしてはいない。

「うーん、どっこいしょっと」

　変な掛け声と共に、波間から湧わき上がる水の塊。一辺３ｍほどの巨大な水の正立方体が、重力を無視するように波間に生える。

　ちなみに操っているわたしの感覚としては、“〝重い”〟が近かった。たとえるなら、マンガ本を詰めた段ボールを持ち上げるような感じだ。

「ヒヨリミどうかなぁ？　結構大きいと思うけど？」

「３ｍほどか……思ったほどじゃないな」

「え～、そんなこと言われても、これ以上は重くて無理だよぉ」

「まあいい。じゃあ次は精密な形状にしてみろ」

「あ、うん、あまり自信ないけどわかった……」

　答えながら海から手を離すと、今度はコップの中へと指を入れる。

　次に一点だけをつまんで引っ張るように強くイメージした。

（……伸びろ伸びろ、そうめんくらいの太さが無理でも、ヒヨリミにバカにされるから、せめてうどんくらいでお願いしますぅ……）

　我ながら意味不明なことを念じながら、糸状に伸ばす。

　複雑な形状を作ろうとする場合には、まず最初に細い糸状にしてから、重ねて立体にするのだ。

　と、概念としては分かっていても実際は……。

「おい、相変わらず太さもバラバラだし、へろへろして気持ち悪いぞ」

「いえ、それは自分でも重々承知しているのですが……」

　相変わらず触手？　が育つだけで、どうにも上う手まく行かない。

　ヒヨリミが作ってみせる精密な造形には程遠かった。そもそも形状を作る前段階の素材作りで詰まっているようなもんだし。

「でもヒヨリミ……どうしてわたしにも水を操る練習をさせるの？」

「そりゃ、お前も自在に水を動かすことが出来るようにするためだろ」

「それが、例の探し物ってのに役立つの？」

　以前に聞いた説明では、その探し物こそがミルさんや船の人達の最終目的らしい。水の研究を続けているのも、その一環らしいけど……。

「実は俺も詳しくは知らない。何かを探していることは聞いたが、肝心なことは姉貴も教えないからな……」

「じゃあ、この水を操る練習は何の為ために？　以前にわたしが教えてって言った時は反対したのに……」

「…………………」

　何な故ぜかその言葉に黙ってしまったヒヨリミ。

　わたしとしては水を操る力なんて、それほど欲しいわけじゃない。

　ちょびっとはカッコイイとか憧あこがれもあるけど、それでなくても小市民的な自分には不相応な力だ。

　……こうやって彼の傍そばに、ずっと居られるならそれで良かった……。

「なあクォーター……これは義務みたいなもんだよ」

「義務？」

「自覚は無くとも、既にお前はハンドラーの一員だよ。ほら、よく見てみろ」

　言いながら海に手を浸すと、目の前に水の壁を作ってみせた。

「ざっと見ても３はあるだろ？　重量にして何トンだ？　これは人に操れる質量ではない……だが、お前も同じことが出来るんだぞ？」

「あ、うん……」

「だったら最低限度、自ら制御できるようにする必要がある」

　ヒヨリミの言葉を聞きながら、わたしは心の中でも頷うなずいていた。

（……もしもこの力を、他ほかの人に使ったら大変なことになってしまう）

　特に生き物には絶対に使うなとも言われていた。

　先日のヒヨリミやクララさんのように簡単に手足を飛ばすことも出来るし、その気になれば頭部や心臓だって破裂させることも出来るだろう。

（……たった数㏄の水を動かすだけでも、生き物にとっては致命的に危険なんだ……）

「言っておくが、生き物だけじゃないぞ。分かりやすい例を実際に見せよう」

　答えながら足元に転がっていた石を拾い上げた。10㎝くらいの大きな石だった。

　そして特に力を入れた様子もないのに……。

　ガツッ…と、低い音を立てて砕ける石。

「あれ？　どうして石が割れるの？　ハンドラーって水を操るんじゃなかったの？」

「その通り、水を操ったのさ」

「へ？　でも、石が……」

「そりゃ、石の中にだって水……水分はあるだろ」

「あ……そうか、そうだよね」

　考えてみれば当たり前のことだった。今まで、“〝水自体”〟か、生き物の身体からだの中にある水を操れるのだと思っていたけど……。

「じゃあ、木でも石でもコンクリートでも、何でも操れるってこと？」

「ま、相手が固体の場合は操る＝破壊になってしまうけどな」

　そこまで聞いてわたしにも幾つか理解できた。

（……この世の中にある物質で、水分を全く保有しないモノは無いだろう……）

　しかも堅ければ堅いほど、分子結合の密度も高いわけで……一点でも壊せば簡単に崩れてしまうという意味でもある。

　鉄は曲がっても、石は曲がらないのと同じ理屈だ。

「そっか……生き物じゃなくても、うかつに触っちゃダメなんだ……」

「ああ。最初は意識しないと動かすことは出来ないだろう……だが未熟な内は、不意に使ってしまう可能性がある。本人の望む望まないに関係なくだ」

「……だから、しっかりと操れるように練習するの？」

「矛盾しているようだが、上う手まく操るためにスキルを覚えるんじゃない。操らないで済むように練習するんだ……」

　きっとヒヨリミの言葉は正しいのだろう。

　……水を弾はじくスキルは相当の修練が必要で、まだまだわたしには無理らしい。

　でもそれは、あくまでも自分の身を守るためのスキル。

　逆に言えば、普通の暮らしをするためには、自分以外のものに害を与えないだけのスキルが必要で……最低限、自分の意思でしっかりと操れる技量を持つことが義務なのだろう。

「でも、ま、お前の場合はそれほど深刻に考えなくても良いだろう」

「へ？　なにそれ？」

「いや、これだけ意識しないと力の出せないハンドラーなんて滅多にいないからな。とてもうっかり発動するとは思えない」

「え、ええ、まあ、そうですね……」

　なんか最後になって、褒められているのか貶けなされているのか分からないことを言われた。



　──数日後。朝。

「ふぁ～あ、よく寝たぁ～」

　早朝の眩まぶしい陽ひ射ざしを浴びながら、大あくびする。

「おはよー、佐さ奈なちゃん、もう朝だよ」

　と声を掛けるが、居間のソファにその姿はなかった。

　ちなみに佐奈ちゃんは、今では完全に居間を自分の部屋として使っていた。ウチには他ほかにもう部屋ないし。

「先にシャワーでも……て、わっ、なにかと思ったら、床でクマが寝てるっ」

　とゆーことは、もしかして……。

「むにゃん～、重いですぅ、きゅんきゅんきゅん……」

「あ、やっぱり。クマの下で寝てた。正確にはクマが上で寝てた」

　恐らくこの状況を推理すると……。

　まず最初にソファで寝る佐奈ちゃん→床で寝る佐奈ちゃん→ごろごろする佐奈ちゃん→その上で寝るクマ→動きを封じられた佐奈ちゃん←今ここ。

「つか、クマの奴やつ、最近わたしのところに来ないと思ったら……」

　しかもわたしの場合はベッドを占領するついでに、ぎゅう～っしていたのに対して、佐奈ちゃんの場合は、明らかに佐奈ちゃん自身をタゲってるし。なにこの違い？

「むう、以前はあんなに愛して？　くれてたのにぃ～、くらえ佳か奈な子こキック、ていっ」

　ぺしぺしっ。

「グゥウウウウッ……」

「ん？　もう浮気はしませんって？　嘘うそよ！　いつも貴方あなたはそんなことばっかり言って、今さら信用できないのよっ、くらえ、スーパー投げ☆キッス、とうっ」

「グゥウウウウッ……」

「なになに？　世界で一番愛してるのはお前だけですって？　もう、またそんな調子良いこと言ってぇ～♪　べ、別に許してなんてあげないからね☆」

　なでなでなでなで。

「……おいクォーター、さっきからなにやってんだ？」

「へ？　……うはあっ、ビックリしたぁ、いつのまにっ」

「いや、クマと楽しそうに話していたから、邪魔しちゃ悪いと思って」

　くっ、例の体操よりも恥ずかしい、佳奈子妄想一人芝居を見られてしまった……ちなみにこれは１回見られただけで３回死ぬってマイ設定なのだ。恥ずかしっ。

「それよりシャワーの時間なんだけどさ……今日からは、もう水着で構わないから」

「えっ、そうなの？　や、全然そっちの方が良いけど」

「それじゃ、バスルームで待ってるから。早く着替えて来るようにな」

　それだけを告げると先にバスルームへと向かうヒヨリミ。

「うーん、どうしたのだろ？　今まで何度も水着案を出しても拒否してきたのに」

　もしかして、先日の研究室のこともあって反省したのかな？　それとも今のわたしは、急速に水の影響が消えてるらしいから、その関係かなぁ？

「くーかー、重い～、きゅんきゅんきゅん……」

「あ、そういえば佐さ奈なちゃん忘れてた。ほら、どきなさいってクマっ、ていっ」

　パンチ・キックと連続コンビネーションを決め、ようやくのそのそと起き上がるクマ。

「さて、わたしも水着に着替えて、さっさとシャワー浴びないと」



　シャ──……いつものようにヒヨリミと二人でシャワーを浴びる。

　相変わらずわたしはシャワーの下で体育座り状態なんだけど、今日は水着だった。

（これでもうお尻しりを見られる心配もないので少し安心かも。なんせ当方はうっかり防御に定評ありますから）

「どうだクォーター、もうボディソープ終わったか？」

「あ、もうちょっと……」

　上を向いたままのヒヨリミに答える。

　別に今日は水着だから見ても大丈夫なのに、なんだろこの紳士っぷりは？

（そういえば、以前にヒヨリミのことをえっちなんじゃ？　と疑ったけど……やっぱり気のせいだったのかな？）

　それはそれでうれしいような、ちょっと寂しいような、どっちやねん。複雑な乙女心とはこのことかも知れない。

「はふう、もう身体からだ洗い終わったよぉ」

「じゃあ、シャワー止めるな……よいしょっと」

「へ？　どうしたの？　ヒヨリミまで床に座って？」

「いや、やっぱ間近でしっかり観察するべきだと思ってさ……」

　てなことを言ったかと思うと、わたしの両膝ひざを掴つかみ、ぐっと左右に大きく開く。

「てっ、わっ、ちょ、ちょっとなにするのぉっ」

「聞いてくれクォーター、昨日はあれから反省したんだ」

「や、なに言ってるか分からないよっ、あと股こ間かんをじ～っと見るのやめてぇ」

「悪かったよ。やっぱりハダカでおしっこしろだなんてやりすぎだった……誰だれだって恥ずかしいよな……」

「え、ええ、そりゃもちろん……で？」

「水着を着たままなら恥ずかしくないだろ。どぞ」

「い──────や─────で─────す─────っ」

「何な故ぜだ？」

「何故だ？　……じゃないよっ、どーゆー発想なのよっ、むしろヒヨリミに何故だ？　だよっ、そもそもハダカおしっこも無茶っぷりだったけど、着衣おしっこの方がヘンタイ指数としてはアップしてるよっ、もしそれが気遣いだとすれば、色々と方向性が間違ってるよっ、侮れないにも程があるよっ、あとツッコミ多すぎて疲れたよっ、よっ！」

「さあ、遠慮なく。じ……」

「うはあっ、この人、話聞いてねーっ、遠慮しますぅ、しまくりですっ、あとそんな真剣な表情で股間をじ～っと見られたら、出るものも出ないよっ」

「ふう、わかったよクォーター……お前ってホント照れ屋さんだな」

「……いや、むしろ普通の反応だと思いますよ？」

　こんなの小心者チャンプであるとか関係ないレベルだし。

　このシチュで「はーい、わたし頑張りまーす☆　よーく見てて下さいねぇ♪」なんていう女子高生は、そうそういない。もしいたら逆ベクトルのチャンプだよ。



　それからシャワーも終え、いつものように登校の支度をしていると……。

「そういえばクォーター、急で悪いけどさ、今日は二人で学校行ってくれるか？」

　見ると既に服も着替えてお出掛けスタイルのヒヨリミ。

「あれ？　もしかしてどこか出掛けるの？」

「ちょっとポートランドまで買い物に行ってくるよ。欲しい物がそこまで行かないと売ってないらしくてさ」

「へ～、買い物ってアメリカまで行くんだ……あ、もしかしてだけど、ヒヨリミって、セスナ持ってたりして？」

「あるよ、小さいのだけど１機」

「うはーっ、いいないいなぁ、今度乗せて欲しいなぁっ、ＰＥＩ（プリンス・エドワード島）連れてって～♪　赤毛のアン見たい～♪」

「こ、こら分かったから、そんなぴょんぴょん跳ねるなって。それじゃ夜までには帰るから、研究室の人とも仲良くな」

「うん、ヒヨリミも気をつけてね～」

　玄関先でバイバイと手を振り、ふと目に止まったのがいつものスクーター。

（……そういえば、どうやって学校行こう？　いつもはヒヨリミの運転だったし）

「お姉ちゃん、お待たせ～……て、どうしたの？　スクーターの前でぼ～っとして」

「えと、今日ってヒヨリミ居ないから、わたし達だけなんだけど……」

「あ、なるほど、そういうことなのね」

　自慢じゃないけどわたしは自転車しか乗ったことがない。免許だって持ってないし。

　そうなると選択肢としてはバスだった。本数は少ないけど、少し先のバス停から駅前までは行ける。さすがに歩いては無理だし。

「ふっふっふ……こんなこともあろうかと、じゃーんっ」

「あ、国際免許だ」

「フランスでも使ってたし、一応こっち来る時に取っておいたの、えっへん」

　そう言ってポケットからパスを取り出してみせる佐さ奈なちゃん。

　仮にもグランゼコール目指してただけあって、このへんぬかりがない。でもそれ以前に二人乗りだし、この辺へん鄙ぴな田舎町では免許とか関係ないと思うけど。

「それじゃ、私が運転するね……て、着物だとスクーター乗りにくいわね」

「や、そんな思いっきり足を広げようとするからじゃないの？　どこのヤンキー？」

「それもそうね。よいしょっと……」

　指摘されて、足をきゅっと閉じると気持ちシートの前に座った。たまに思うけど佐奈ちゃんの和風ってのは、かなり怪しい気がする。

「はい、それじゃお姉ちゃんも乗って」

「うん、わかった……よいしょっと、ぎゅう」

「痛い痛いっ……て、なんで私の膝ひざの上に座ろうとするの？　しかも抱きついて？」

「え、ああ、ごめん。ついいつもの癖で」

　確かに佐奈ちゃんとわたしだったら、普通にシートに２人座れるし。



　走り出したスクーター。

　ハンドルを握る佐奈ちゃんのオナカにぎゅっと手を回すわたし。

　海岸沿いから山手へと伸びる長い石畳の坂道、少し肌寒くなった風になびく長い髪。両脇わきにあるポプラの葉が、緑から黄色へと変わり早い秋を感じさせた。

「わぁ、すごく綺き麗れいだねぇ……あ、見て佐さ奈なちゃん、そこ牛いるよ、牛っ」

「ホントだ。なんか平和そうに歩いてるね」

　石畳の道の両側には、さらさらと流れる綺麗な用水路。ふと中を覗のぞき込むと小さなレイクトラウトと一緒に、キングサーモンの子供が泳ぐ姿も見える。

　……思えばわたしは、初めてこの町の景色を見ていた。

　いつも逆向きだったのでヒヨリミの胸元しか見えてなかったし。

「おはようございまーすっ」

　研究室のドアを開け、元気に挨あい拶さつする佐奈ちゃん。

　自分の机に向かうよりも先に研究員のおじさん、一人一人の元へ向かい……。

「昨日はありがとうございました。本日もよろしくお願いしますっ、ぺこりん」

　そう言って全員に挨拶して回った。基本きゃぴ☆きゃぴ路線だけど、深々とお辞儀することも忘れない。

「こちらこそよろしく、しかしＭｓ．サナは今日も元気だね」

「はーい、私それだけが取り柄ですからーっ」

　てな感じで、早くも研究室の人達と打ち解け、気づくと白衣のおじさま達に囲まれる佐奈ちゃん。僅わずか数日でなんて人気者っぷりなんだろ？

（……我が妹ながら、素晴らしい社交性＆気配り上手ね。わたしなんて机に座ると同時に足をぶらんぶら～んさせながら、マンガを開いているのに）

「ちょっとお姉ちゃん、なにやってるのよ」

「ふぇ？　まだミルさんも来てないし、ぼけ～っとしてたけど……」

「もう、それだったら他ほかの人にお茶でも淹いれてあげようよ」

「別に良いけど……どしたの佐奈ちゃん？　すごいやる気だね」

「だって私達、ここにいても何の役にも立たないんだよ？　だったら自分達に出来ることだけでも頑張ろうよ。どんなことでも何か役に立つなら嬉しいもん」

　そう提案する佐奈ちゃん。別に何かのウラがあるわけではない。

　普段は変なとこあるし、ちょっと猫かぶりなとこもあるけど、やっぱり根は真面目まじめなんだと思う。

「それじゃ、お姉ちゃんはパンケーキ焼いてね、私はコーヒー淹れるから」

「あ、うん、焦がさないようにやってみる」

　お茶の用意をして、研究室の皆さんに配って回るわたし達。

　時期的に学会もまだ先なので、皆さんまったりしてるし。

　そんな中、佐奈ちゃんは研究室のカーテンをお洗濯したり、いそいそと窓拭ふきをやったりと、とても働き者だ。

　論文を書いている人がいると、フランス語訳を手伝ったりもしていた。

　……気遣いは出来るし、明るいし、可愛かわいいし……こうやって考えると佐奈ちゃんってホントに良く出来た妹なのかも知れない。

　相変わらず変なとこもあるし寝息は面白いけど。

　なんとなくわたしも負けられない気がして、その日は研究室のおじさん達の肩をとんとんして回った。お礼にドーナツまでもらった。うひょー。



　日がゆっくりと暮れ始める頃ころ。

　食料の買い出しも済ませ、わたしと佐さ奈なちゃんは駅前広場に来ていた。

　ベンチに並んで腰掛けると、先ほどもらったドーナツを口にしながら、まったりと過ごす。

　……こうして二人でのんびりするのは久しぶりかも。

　中学まではよく一緒に居たけど、佐奈ちゃんはフランスの高校に進学したので、今では会う機会がほとんど無くなっていた。

「そういえばお姉ちゃんってさ……少し変わったよね」

　突然、食べかけのドーナツを手に持ったまま、ぽつりと呟つぶやく。

「……どうしたの佐奈ちゃん？」

「私にも上う手まく言えないけど、ここに来てから明るくなったっていうか……元気になったってゆーか……」

「えっ……あ、そうかな？」















　全く自覚してなかっただけに、その言葉は意外だった。

　特に佐さ奈なちゃんは、わたしに対してだけは良くも悪くもストレートに本音で話すから、正直な感想を言ってくれているのだと思う。

　……自分では気づかなかったけど……もしかしたらわたしは、小心者チャンプから成長しつつあるのかも知れない。

　……何の取り柄も無かったわたしが、不思議な水の力を使えるようになった。今まで誰だれにも言えずにヒミツにしていたのに……ヒヨリミは見破ってくれた。彼と出会えた。

「うん。お姉ちゃんが元気にしていると、私もうれしいかなって」

　そう言って明るい顔を向ける佐奈ちゃん。

　見るとはなしに見たその顔色は、明るい黄色をまとっていた。

　……でも、別にこんな色なんて見えなくても、本心から喜んでくれていることを、わたしは知っていた……。
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　──同時刻、カナリア諸島沖、20海里。

　米軍籍スプルーアンス級駆逐艦。艦番号ＤＤ－｜96Ｘ、艦名不明。通称マージナル。

　長い長い艦内の通路を抜け、ブリッジへと向かう。横手に見える巨大な舷げん側そくエレベーターがどこか不気味に思えた。

　当たり前だが今日の私の髪型はツインテではない。階級章の付いた軍服に身を包み、それに相応ふさわしく後ろで一つに結っていた。

　あくまでもアレは、対外的なパフォーマンスであり本来の姿はこちらだった。

　やがて目指すドアの前に着くと、まずは深呼吸し息を整える。

　どのような用件かは分からないけど、ブリッジに呼ばれることは滅多にないため、自分でも少し緊張しているのが分かった。

「渉外担当官、クララ・カンテミール入ります」

　ノックと共に告げ、ドアを開ける。

「まずはお掛けなさい、中尉」

「はい、失礼します」

　敬礼を解き、勧められたソファへと腰掛ける。ちなみに中尉とは自分のこと。

　向かい合わせに座り、何かの資料を目に通しているのは若い女性の参事官だった。

　その名前をロリータ・フィッツジェラルドという。

　見かけによらず、ロリータという可愛かわいらしい名前を密ひそかに気に入っているらしいが、参事官に対してそう呼べる者は少ない。実質、この艦の最高責任者でもあるからだ。

「クララ中尉、先日のレポートを読ませてもらったわ。非常に興味深い内容でした」

「ありがとうございます」

「特にこの女の子……カナコと言ったかしら？」

「はい、日本人ではありますが、現在もカナダに住んでいるようです」

「……カナダ？」

　そう答えた時、参事官の表情が少しだけ曇った。

「それってつまり……あいつが保護してるってこと？」

「まだそこまでは分かりませんが、彼女の弟はカナコと一緒に暮らしているようです」

「もう、相変わらず鬱うつ陶とうしいわね。あいつは昔からウザいのよ」

　今度は珍しく苛いら立だってみせると、飲みかけのティーカップを一気にあおる。ここで参事官が言うところの、“〝あいつ”〟とは、ミルドレッド・ベヴァンのことを指していた。

　私のように現場から遠く、まだ若い渉外担当官は彼女について詳しく知らない。

　面識も無いし、伝説めいた逸話の類たぐいを噂話として耳にした程度だ。

　……この参事官は歴戦の軍人だとも聞いている。ならば少なからず二人の間には、何らかの因縁もあったのだろう。

「とりあえず中尉、貴女あなたもカナダへ行きなさい」

「え？　私がですか？」

　命令とあれば、否定も質問も許されない軍規律なのに、思わず驚いてしまった。

「恐らくあいつの弟は、その女の子を調査中なのでしょう。もしかしたら帰国させずに無理やり軟禁している可能性もありますね」

　……あまりそのようには見えなかったですが……とは反論となるので言えない。

　先日見た限りでは、彼を見るカナコさんの表情の色は、恥ずかしいくらいにピンクだった。あれはむしろ彼女が彼のことを好きで、自分からくっついているような……。

「それでは中尉、貴女にその女の子との接触を命令します。既に面識もあるので適任でしょう？」

「あのう……もしかしてそれは、私が上陸するという意味でしょうか？」

「ええ、すぐに船を北大西洋に向けるわ。」

　それだけを告げると、航海士の元へと向かう参事官。

　私は先日提出したレポートをぼんやりと眺めながら、ブリッジを後にした。

（……船を降りるのは、何年ぶりだろう……色々と心配なんだけど……）

　もちろん不安があっても命令ならば従うしかない。別に拒否するつもりもない。

　……でも、あの参事官はどこか掴つかみどころが無かった。元クルー同士とはいえ、何を考えているのか分からない。

　それに、確か予定では今月一杯までカナリア諸島沖に留とどまるはずだったのに……いくら参事官とはいえ、勝手に進路変更して良いのだろうか？



「クララ、貴女が考えることじゃないわ」

「え、あ……バスケス大尉……」

　いつのまにか背後に立っていた。

　しかも気配に気づかなかった上に、自分の思考まで読まれてしまっていた。

「もしかして私……今、無防備でしたか？」

「ええ、油断しないことね……まあ、私達以外には読めないでしょうけど」

　少しだけ諌いさめるような口調の大尉。

　意識して隠したならば、彼女にも感情を読まれることはないだろう。しかし、僅わずかでも隙すきがあれば、たちまち読まれてしまう。

「今、参事官から聞いたわ。貴女あなた、上陸するそうね？」

「はい。正式な命令書はまだですが……それよりも私の留守の間、ここは大丈夫ですか？」

「平気よ」

　即答された。

　これが本心かどうか私には読めない……だけどそれもしょうがない。彼女もまた数少ない元クルーだった。

　私に分かっていることは、普段は艦の最下層に篭こもったままの彼女が、ここに来ること自体、何かの意味を持っているということ。

　少なくとも世間話に来るような人ではない。

「それでは本題に入ります。貴女への伝言を預かってきました」

「伝言？」

「……ミルドレッドと会え。そして協力してもらえ……」

「それが伝言ですか？」

「ええ。言葉の通りをそのまま伝えました。私にも本心かどうかは分かりません。あの人の感情が読める人間なんて居ませんからね」

　その言葉を最後に、再び彼女は階下へと向かった。

　恐らく次に人前に姿を現すのは、“〝何か”〟が起こった時だろう。

「……そして、あの大尉に伝言を託すとすれば、その該当者は一人しかいない」

　水すい牢ろうの中の副艦長だ。この艦の本来の指揮官でもある。

　……だけど先ほどの伝言はどういう意味だろうか？　参事官の口ぶりからはＤＩＡを敵視しているように感じたのに。

　でも先ほどの伝言……つまり副艦長はＤＩＡを信用するような内容だった。

　明らかに両者の姿勢は違う。

　お互いに数少ない元クルー同士とはいえ、彼女達のことは分からないことが多い。当時、まだ幼かったこともあり、私一人だけが理解していないのかも知れない。

「まあ、私が心配することじゃないし……」

　先ほどバスケス大尉に言われた言葉を思い出す。

　それよりも自分のことが心配だった。

　物心ついた頃ころから、船の中でしか暮らしていない自分には、久しぶりの上陸のことで頭が一杯だ。陸地はキケンに溢あふれている。

「……そういえばカナコさん、あの時に渡したあの水、もう試してくれたかな？」

　ちゃんと注意した通り、１滴ずつ試してくれていたら良いけど……。
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「ふぇ？　あの時の水って？」

　いつものように夜の浜辺で水を操る訓練をしていると、不意にヒヨリミが質問した。

「お前、船から降りる時に貰もらっていたろ、クララからお土産だとか言って」

「えーと、あれはミルさんに渡したよ。欲しそうにしていたし」

　さすがにわたしも口にするのは躊ちゆう躇ちよした。

　捨ててくれても良いと言われていたが、それも悪いような気がして処分に困っていたところだった。

「あ、もしかしてヒヨリミも欲しかったの？」

「いや、俺は得体の知れない水は飲まない。お前達と違って、うっかり変なのを飲むと取り返しがつかないからな」

「うん、気をつけないと怖いよね……」

　そんなことを話しながら、今日も水を操る訓練をするわたし達。

　夜の波打ち際にぺたんと座り、真っ暗な海へと手を浸す。

「じゃあ、また壁を作ってみるね。よっこいしょっと」

　ざざざぁ……と、大きな波しぶきを上げて目の前に現れる大きな水の塊。今日は２ｍくらいの大きさだ。

　以前は水を固体のようにイメージするところから始めたけど、慣れてくるとシンプルな形状のものならば、いきなり完成形にでも作れることを知った。

「次は何かを作ってみるか……とりあえず真上に伸ばしてみな」

「うん、わかった、やってみるね」

　今度はコップの中に指を入れ、出来るだけ細い糸が宙に浮くようなイメージをする。

「ねえねえ、かなり細く作れるようになったでしょ？」

　ストローくらいの太さで、コップから真上に伸びた水を見ての言葉だった。

　とはいえ、この糸状のものは素材段階に過ぎない。

　何かを形作る為ためには、ここから自在に動かすことが要求される。ぶっちゃけ精密な形状なんてわたしには無理。

「ま、お前には複雑な形状は無理か。元から不器用っぽいし」

　……く、こいつ。自覚していることを敢あえて言いやがった。

「そんなこと無いよぉ、ちょっとは作れるんだから」

　少しムキになって、空中に伸びた糸をくるりと一周させ輪っかにしてみせる。

「ほうほう……丸になったな」

「ふふん、まだまだぁ」

　三角、四角、星形と次々と形を変えながら……隣でぽけ～っと眺めるヒヨリミとの距離をじりじりと詰める。

（よし、このタイミングで、とっておきをお見舞いしてやるっ）

　再び輪っかに戻し、ちょびっとだけ上を凹へこませてから下を尖とがらせた。つまりハートマークの完成である。

「えへへ、ど、どうかな？　上う手まいもんでしょ？」

「………………」

「ほら、ちゃんと見てってばぁ、ハートマーク～」

　と、佳か奈な子こスーパー投げキッス並の、精一杯の必殺技を繰り出してるのに……。

「いや、全然ダメだ。平面ばかりで立体を成していない。それとお前の操る水の動きは緩慢なので、触手っぽくてキショい」

　くっ、キショいって言われた。

　どこまで鈍感系なのよ、この人はっ、いいかげん泣くわよ。にゃーって。

　……でもヒヨリミって、わたしの感情も読めるわけで……つまり、もうずっと前からバレバレなはずなのに、こうやっていつも一緒にいてくれるってことは……。

（……もしかしたらヒヨリミも、わたしのことを好きなのかも？）

　そんな淡い期待をしてみた。でも淡いとか切ないから、濃厚な期待をしてみた。

「そういえば、またちょっと調べてみるか……」

「ん？　なにが……て、うはーっ、なんでまたスカートの中に手を入れるのよっ」

「いや、あれからどのくらい水の影響が消えたかと思ってさ」

「で、でもそれって身体からだのどこ触っても分かるんだよね？」

「そうだよ。それが何か？」

「あ、いや……まあ別に良いんだけど……」

　……もしやこれが、濃厚な期待をした結果か？

　こんなセクハラ行為を当たり前のようにする彼には、女の子のスカートの中には神秘と宇宙が広がっているってことを、いつか教えてやらねば。

　やがて、わたしのスカートの中をもぞもぞと触り続け……。

「……うん。面白いくらい水の影響が抜けている。やっぱりお前は特別なのかもな……」

「えと、それって以前からずっと言われてるけど……一体なにが特別なの？」

　自分としては全く身に覚えもないし、そう何度も特別特別と言われると気になってしょうがなかった。

「今、話した通り強い水の影響だよ。具体的には抜け方だけど……」

「ふぇ？　それのことなの」

「ああ、お前の場合、早すぎるし、不規則なのが変なんだよ」

「……なんかわたしの想像と大きく違ってたような」

　もっとこう変身したり、スーパー化するくらいのをイメージしていた。以前にも同じ野望を抱いたが、やっぱりまじかる☆佳か奈な子この夢は無理らしい。

「でもヒヨリミ、聞いている限りじゃ、それって只ただの体質なんじゃ？」

「その通り。だが不規則に水の影響が抜けるってことは、絶対にありえない。人それぞれ速度の違いはあっても、採取した時間に応じて抜けていくものだからな」

「ふーん、そうなんだ……」

　ややリアクション薄いわたし。

　但し、彼の説明を聞いて、わたしにも理解できたことはあった。

　普通は規則的に影響が消えるのに、わたしの場合は不規則。

　つまり、その不規則の原因を突き止めることは、水の力の解明にも繋つながるということなのだろう。

「今までにも稀まれに不規則な体質の者が居たらしいが……姉貴が言うには、お前ほど不規則なのは初めてらしい」

「あのう、それってすごいことなんでしょうか？」

「かなりすごい。ビックリするくらいすごい。ニンジャよりすごい」

「や、そう言われても……別に手裏剣とか持ってないよ」

　何より自分では実感ないから、あまりピンと来ない。

「あと女性ハンドラーの場合は、抜けるのが早いってのも最大の脅威だ」

「脅威って？」

「いや、これもお前の場合は深刻に考えなくて良いだろう。あんな気持ち悪い触手しか作れないようじゃ無意味だからな」

　持ち上げられたと思ったのに、また最後になってバカにされたような気がする。



　──翌朝。日曜日。

「おはようー、お姉ちゃん、もう起きたー？」

「ふぁぁ～……んんん？　ああ、おひゃよう佐さ奈なひゃん……」

　目をこすりながら起きると、そこにはトレーナーにミニスカート姿の佐奈ちゃん。ここんとこ和服かパジャマ姿しか見てないので新鮮かも。

「て、うん？　佐奈ちゃん、まだ朝の６時だよぉ……おやすみなさい……」

「こら、なんでまた寝ちゃうのよ、早く起きてよ、このFuckin'乙女ゲー好き、Fuckin'鈍感主人公好き、Fuckin'ロリ姉っ」

「ああ、なんかそれ久しぶりに聞いたかも」

　しかしロリ姉ってなに？　なにかのジャンルっぽい響きがあるよ。

「ところで佐奈ちゃん、こんな時間からどうしたのよ？」

「もう、今日は日曜日だから、お洗濯しようってお姉ちゃんが言い出したんでしょ？」

「あ、そうだった……」

　ここんとこサボってたから今日はお洗濯ＤＡＹと決めていたのだった。油断してると山ほど溜たまってしまうし。

「わかったなら、ベッドで足をぶらんぶらんさせてないで早く来てよね」

「ふぁーい、わかりました。よいしょっと……」

「じゃあ、先に洗濯機を回してるからね～」

　元気良く部屋を出て行く佐さ奈なちゃんを見送ると、わたしもベッドから降りる。

「そうだ……ついでにヒヨリミの洗濯もしてあげよう」



　コンコン、

「ヒヨリミ、起きてる～？　入るよぉ～」

「……ふぁ～あ、クォーターか……なんだよこんな朝早くに、ふぁああ～」

「わ、おっきな欠伸あくび、てゆーか、口おっきっ」

「んん？　そうか？」

「うん、なんかサカナっぽかったよ」

「待～て、た～べちゃう～ぞ」

「うひゃあっ、なに唐突にゾンビっぽい挙動してるのよっ」

　なにを思ったか両手を挙げて、のそのそと追いかけ始めてるし。

「ゾンビじゃないよ、お前が魚って言ったからパイクの真ま似ね。た～べちゃう～ぞ」

「わ───っ、ちょっとこっち来ないでぇ、本気で怖いから～っ」

「クォ～タ～、た～べちゃう～ぞ」

　普段は割とクールなのに、たまにノリノリなスイッチが入るから困る。

　特に忍者の話題となると、とんでもない熱弁っぷりだった。もし普段の彼のテンションを10とすれば、その時のテンションは４５０くらいある。どんだけ忍者好きなの？

「つ～か～ま～え～た～、がぶがぶがぶっ」

「うひゃあっ、ホントにオナカ噛かんでますしっ、この人っ」

「なんでもパイクって、こんな感じで捕食するんだってさ。がぶがぶがぶっ」

「わっ、て、そんなのどうでも良いから、パジャマめくらないでぇ～っ」

　真似どころか今度は直接オナカを甘噛みするヒヨリミ。

　本人としてはノリノリらしいけど、時折ペロペロまでされると、こちらとしては恥ずかしいやら、くすぐったいやらで大変だ。

「ふう～、じゃあお前も覚えていろよな。これで釣果も上がるぞ」

「覚えないよっ、そんな釣りの豆知識なんて」

　はふう、まさか朝っぱらからオナカ噛まれるとは思わなかった。ヒヨリミだけはたまに予想できないことするから油断ならないよ。

「っで、クォーター、こんな早朝から何か用事か？」

「あ、お洗濯するから、もし洗う物あったら一緒にするよ。ちょーだい」

「じゃあそこのバスケットの中の頼む」

「うん、お任せだよ」

　よっこいしょと抱えると中庭へと向かった。

「もう遅いよ、このFuckin'ロリ姉、何やってたのよ？」

「ごめん～、ついでにヒヨリミの洗濯物も貰もらってきたから……あっ、べ、別にくんかくんかとかしてないんだからねっ」

「じゃあ、私が洗濯係するから貸して」

「ホ、ホントにやってないんだからねっ、へ、変な想像しないでよねっ」

「えーと、お姉ちゃんは干す係お願いね」

　軽くスルーされたので、さっさとスーパーのカゴに脱水済みの洗濯物を入れると、わたしは裏庭のシュガーメープルの木に向かう。

　振り返ると佐さ奈なちゃんが、次の洗濯物を抱えて忙しそうにしていた。

　……なんか気づいたら佐奈ちゃんも、ここでの暮らしに馴な染じんでいるし。



　──カランカラーン、カランカラーン。

　荘厳な鐘の音が響く。ここルアンヌの町の教会。

　洗濯をすませると、わたし達３人はここに来ていた。

『……いと高きところには栄光、神にあれ、地には平和、御心に適かなう人にあれ……』

　静せい謐ひつな空気が流れる中、３人並んで司祭さまの言葉に耳を傾ける。

　さすがに週日ミサ（月～土）に行くことは稀まれでも、ミサ（日曜礼拝）には可能な限りわたし達も行くようにしていた。

（……隣のヒヨリミも、いつもの雰囲気と違って真面目まじめな顔で司祭さま見てるし……さっきまで、わたしのオナカをぱくぱくしてた人とは同一人物に思えないよ）

「くーかー、すやすや、きゅるきゅる……」

「て、ちょっと佐奈ちゃん、なに全力で寝てるのよぉ」

　気づけば机に突っ伏して爆睡していた。平和そうに口からよだれまで流してるし。

　そしてこの状態からいつもの不思議な動きも始めるので始末が悪い。

「っむー、にゃっ、むー、にゃっ、むー……きゅんきゅんきゅん……」

　リズミカルな寝言に合わせるように、手をにょっきにょっきと伸縮させる。

　具体的には、むーの時に腕を伸ばし、にゃっの時に縮めるようだ。

「ほら、起きてよ佐奈ちゃん、ここで寝るのだけは止やめて、恥ずかしいから」

「っむー、にゃにゃっ、むー、にゃにゃっ、むー……きゅるきゅるきゅる……」

　ゆさゆさしても全然起きそうにない。腕の動きと寝息が少し変わっただけだ。

　ちなみに司祭さまは、居眠りする者が居ても絶対に怒ったり起こしたりしない。微笑ほほえむだけなので余計に（同行している者は）恥ずかしいのだ。

　やがて１時間弱が経たち、最後にホスチアを受けて、わたし達は教会を後にした。佐奈ちゃんはミサが終わるまで、ずっときゅるきゅる言ってた。



「さてっと、ヒヨリミどうしようか？　まだ昼の２時だけど？」

「このまま帰っても中途半端な時間だし……」

「はいはーいっ、せっかく駅前まで来たんだし、なにか食べたいでーす。朝食べてないからおなかペコリーノですし」

「じゃ、ついでに食材の買出しもするか。サナちゃんはフランス語問題ないよな？」

「バッチシでーす、お姉ちゃんとは違いまーすっ」

　この子ったら……いちいち言わなくて良いことを。顔によだれの跡が残ってるわよ。

「それじゃあ二手に分かれて買いに行こう。サナちゃんは、野菜とパンを頼む」

「はーいっ、て、ケイさまは？」

「俺とクォーターは肉と飲み物を買ってくるから。ほら行くぞクォーター」

「うん、じゃあ一緒にお買い物しようねぇ、ふんふふ～ん♪」

「くっ、余計なこと言ったせいで、しょんぼりなチーム分けにっ、佐さ奈な反省……」



　それから一通りの食材を買い込み、ついでに雑貨も見て回る。

　実はこの手の食材や、ちょっとした雑貨は全すべてヒヨリミがお金を出してくれていた。

「ねえヒヨリミ、たまにはわたしが払うよ？」

　中庭の芝刈り機のバッテリーと、コーラのダースケースを手にした彼への言葉だった。

「別に良いって、以前にも家賃代わりだって言ったろ？」

「そうは言ってもいつもいつもだし……今月なんて東京のママが送ってくれた生活費、ほとんど遣ってないよ？」

「お前ら学生なんだから気にすんなよ。それに……実は姉貴からも頼まれているんだよ。当分は一緒に居たいから、可能な限り面倒みてやってくれって」

「それって、例の水の研究の為ためだよね？」

「だと思うけど……なんかあの雰囲気だと他ほかにも理由がありそうかもな」

「うーん、そうなんだ……」

　わたしにはさっぱり分からないことが多い。

　でも、こうして今もヒヨリミと過ごせることが出来るのはミルさんのおかげだった。

　しかも例の水の研究ってのも、特に何かをするわけでもないから気も楽だったり。



「お姉ちゃーん、ここ、ここっ」

　先に買い物を終えた佐奈ちゃん。見るといつものベンチではなく丸テーブルに新聞紙を広げていた。しかも本人は既に食べ始めているし。どんだけハラペコだったの？

「えーと、今日はローストターキーにしました。あとケイさまにはティムのドーナツ、お姉ちゃんにはクロワッサンだよ」

「美お味いしそう～、ヒヨリミわたし達も早く食べようよぉ」

「ああ、朝食抜きだったから腹減ってたもんな」

　ちょうど日曜日の昼下がりとあってか、普段よりも人で賑にぎわう駅前広場。

　ベンチだけでなく所々でレジャーシートや新聞紙を広げた人が、売店で買ったドーナツやピザを食べていた。

　ちなみにスポーツ新聞はシーズンオフでもホッケーの記事ばかりだ。カナダドル紙幣もホッケーの絵だし。この国の人って、どんだけホッケー好きやねんって感じ。

「て、あれ？　なんか今、ミルさんを見たような……」

「見間違いじゃないの？　確か今日はワシントンに行くって言ってたよ」

「へ～、さすが教授だね。いつも忙しそうだし」

「あ、うん、そうだよねぇ……」

　適当に言葉を濁す。佐さ奈なちゃんには水のことも秘密だし、当然ミルさんのことも詳しいことは伏せていた。

「いや、見間違いじゃないかもな。どうやら姉貴、まだカナダに居るみたいだし」

「そうなの？　昨日、大学には来てなかったけど」

「昨日、船着場を見た時に、姉貴のセスナ・キャラバンが係留したままだったからさ。いつもアメリカにはあれで飛ぶから、まだ行ってないのだろう」

「あ～、なるほど……」

　しかし、ミルさんもセスナ持ってるんだ？

　いくら小型機とはいえ、さすがに一人一機レベルになるとちょっと驚いてしまう。

「……もしかしてだけど、ヒヨリミの家ってお金持ちだったりする？」

「いや、別にそんなことないと思うが……」

「でも前に、ミルさんは凄すごいクルーザー持ってたし、セスナも持ってるし」

「クルーザーっ、そしてセスナっ！」

「わ、どしたの佐奈ちゃん、急に立ち上がって？」

「いえ、さっきから二人の会話が凄くて、ツッこむタイミングを計れないでいました」

　どしたの？　普段、空気読めないことで定評ある妹のくせに。

「うはーっ、ケイさますごーい、セスナだけでなくクルーザーまで持ってるなんて、すごいすごーいっ、プリンス・エドワード島に連れてって欲しいな～」

「ちょ、佐奈ちゃん、そんなぴょんぴょんジャンプしないで。それと観光＝ＰＥＩは安直すぎると思うなぁ。お姉ちゃんは」

「……クルーザー……それは庶民には決して手の届かぬ、富と権力の象徴……」

「うん。あながち間違ってないけど、ちょっと大げさだよね」

　それと佐奈ちゃんは覚えてないだろうけど、実は以前にも同じこと言ったよ。

「ま、そのうち連れてってあげるよ。姉貴のセスナは大型だし」

「わーい、ありがとうケイさま～、むー、にゃっ、むー、にゃっ、むーっ、にゃっ」

「今から楽しみだよぉ、絶対だからねヒヨリミっ」

「はいはい、分かったから二人ともジャンプしないで。あとサナちゃんは不思議な手の動きもやめような」

　──ここ、カナダの片田舎ノヴァスコシアで暮らし始めて早３ヶ月近くが経たつ。

　短い夏を過ごし、季節は秋から冬を迎えようとしていた。

　そう。カナダは冬の国なのだ。

　雪と自然とメープルシロップと鮭さけとアイスホッケーの国。

　……ここ最近、わたしを取り巻く環境が激変してきたけど……。

　ヒヨリミ（＆佐さ奈なちゃん）と一緒ならば、きっと退屈しないのかな？　っと思いながら、まったりとした秋の一日を過ごすのだった。
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「相変わらずね、あの三人……」

　駅前広場で仲良さそうにするカナコ達を遠目に見つめながら、私は大学へと向かった。

　基本的に日曜日は、どの学部の研究室も閉じたままで無人である。特にここの大学院は研究分校という立ち位置なので尚なお更さらだった。

　多くの者は院生というより、企業・官庁からの出向者というのが正しい。

「会社から給料を貰もらって、大学院で研究とは良い身分かもね……」

　なんとなく皮肉めいたことを呟つぶやいてしまったが、深い意味はない。何より私自身も似たようなものである。

　肩書きは助教授となっていても、別に教授になりたいわけじゃない。学会で注目を浴びたいわけでもない。

　海洋水産学部、公衆水質研究室という十分な機材の揃そろった環境で、密ひそかに例の水の研究を続けられればそれで良い。

　ちなみに、“〝密かに”〟という部分が重要だった。

　そのために自分だけの研究室を隣に作り、誰だれも踏み込めないエリアを用意した。ここに入れたことがあるのは、弟のケイとカナコだけ。教授や学部長も立ち入り禁止だ。

「さてっと……どんなもんか一つ試してみるか……」

　取り出したのは先日カナコから貰もらった例の水。完かん璧ぺきに密閉された小瓶の中から、透明に近い水が光を放っていた。

「……さすがに船からのお土産ね。確かに少し違うようね」

　だけどカナコが注意を受けたように１滴ずつ飲むほどでもない。少なくとも私には。

　強さという点では、自分が女性ハンドラーとしては世界一だと自負している。

「だけど特別……レア性という意味ではカナコには敵かなわないわ」

　薄々はケイや船の人間も気づいているようだけど、私なんて最初に見た時からピンと来ていた。今まで伊だ達てに数百人もの能力者を見てきたわけじゃない。

（……最終的にアレを見つけることが出来るのは……ドーピングの私か、レア性のカナコか、それとも他ほかの誰だれかなのか……）

　どちらにしても、残された時間はあと僅わずか。あまり長いとは言えない。

　それまでに少しでも自分の耐性を上げる必要があった。

「て、それよりもこの水を試さないと……」

　長年の勘によると、中の下ってところだろう。

　もちろん外見だけで、その水の強さを測ることは出来ないが、今まで幾多の採集を続けて来た自分なりの経験からである。

（……１～２分って、ところかしら？　このくらいなら別に大丈夫でしょ……）

　念のために密閉室に移動しようかと考え、面倒臭いのでソファに腰掛ける。まわりは完全に無人だったし、これくらいなら問題ないと判断したからだ。

　パキッ、

　小瓶の底部にある、開封ピンを割り、私は一気に飲み始める。

「ごくごくっ……くーっ、相変わらず塩辛いわねっ」

　空となった小瓶を机の上に置くと同時に、時計を見つめる。

　私の場合、早ければ１分、遅くとも５分ほどで飲んだ水の効果を実感できた。

　……強ければ強いほど、効果が出るのも早い。

　体感的に私はそのことを学んだ。

　時計を見るのは、その時間を計るためであり、つまり水の強さを測る際の目安でもあった。

「んん？　なんかこれ、ヤバいかも……ちょっとキテるっぽいんだけど」

　時計を見ると、まだ20秒ほど。

　飲む前の見立てでは、中の下だったけど、これは中の上……もしくは上の下くらいあるかも知れない。そもそも普段のと少し違う。

「って、かゆーっ、背中が、背中が狂おしいほどかゆいっ」

　思わず床に転がって、じたばたしてしまう。

　とはいえ、この手の反応を伴う水は稀まれにあるし、別に害もないので驚かない。

　問題は効果を実感できるまでの時間の早さにあった。

「こうしちゃいられないっ、早く密閉室に入らなきゃ」

　まったりと座っていたソファから跳ね起き、研究室の奥にある部屋へと向かう。

　僅わずか１ｍ四方の狭いエリアではあるが、ここ以外に安全な場所はなかった。



　やがて背中をぽりぽりしながら、密閉室のドアに手を掛けた瞬間……。

　キンっという小さな高い音と共に、研究室の全すべての窓ガラスが割れた。

　蛍光灯や白熱灯も割れ、たちまち暗くら闇やみと化す研究室内。

「あああ、こりゃちょっと間に合わないかもっ」

　我ながら少し情けない声が出てしまう。

　目の前の壁と天井には幾筋もの亀き裂れつが走る。細いコンクリートの柱などは、亀裂が走ると同時に砕けた。

　次に隣の研究室……と、その隣の廊下あたりからも、窓ガラスや計器・モニターといったガラス製の物が割れる音が聞こえた。

「や、もうマジ許してって、これ絶対に始末書もんだから……どっこいしょっと」

　クソ分厚いドアを閉め、ようやく入った密閉室。

　すぐに乾燥スイッチをＭＡＸで入れる。

（……とりあえず、もうこれで被害は出ないと思うけど、ちょっと手遅れかも……）

　この目で見ていない……というか見ている余裕も無かった。恐らくこの研究室だけでなく、両隣のフロアも半壊状態となったと思える。

　今も厚い壁越しに響く、外からのコンクリート壁の崩れる音。

「ふう、思ったより強い水だったわね。上の下くらいあったかも……そもそも私じゃないと死ぬわよね」

　このランクは勝手に自分が付けているもので、下・中は大したものではない。少なくとも自分から見れば。以前にカナコに飲ましたので下の上くらいだった。

　……でも、上ランクとなると一気にヤバさが増す。特に飲んだ瞬間は危険すぎる。

「まあ、あと１時間もここに閉じこもっていれば、かなり落ち着くだろうし……」

　とにかく今の状態だけは危険すぎる。

　手も触れずに、水を操る……いや、操ってしまう状態だけは避けねばならない。

　乾燥機のファンの音を聞きながら、私は早く水の力が抜けるのを待っていた……。
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　──翌日、早朝。

　まだまだ起きる気ナッシングで全力で眠っていた。

　きっと今いま頃ごろは爽さわやかな朝の陽ひ射ざしが差し込んで……いると思われる。

　……また真っ暗だし、重いし、ケモノ臭いし。

「こらぁ、どきなさいよ、クマっ、ぽかぽかぽかっ」

　余程、意識しない限り能力は使えないけど、念のためにグーで殴る。

「ぷは、苦しかった……て、あなた佐さ奈なちゃんがお気に入りだったんじゃないの？」

「グゥウウウウッ…」

「なになに？　お前の豊満なセクシーボディに首ったけ？　もうお世辞ばっかりぃ」

　なでなでなで。

　てな感じで本日の佳か奈な子こ一人芝居も終えたので、さっさと起きることにした。

「おはようクォーター、今日は起きるの早いな」

「あ、うん、おはよう」

「じゃあ早速シャワーに入ろうと思うのだが……良かったらこれ」

「へ？　なにこの紙袋？」

　と、尋ねてもニコニコするだけのヒヨリミ。

「て………まさかまさかまさか、プレゼントだったりっ!?」

「ああ、この前、買いに行ってきたんだよ」

「……もしかしてポートランドへの買い物って、これのことだったんじゃ……」

「気に入ってもらえるとうれしいよ」

「…………………」

　思わずうるうるしてしまった。

　今までヒヨリミが、プレゼントしてくれたことなんてなかったのに……しかも今回は、そのためにわざわざポートランドまで出掛けてくれたなんて……。

「わーん、ありがとヒヨリミ～、なんかもう言葉にならないくらい、うれしいよぉ」

「お、おいおい、そんなオーバーな……ほら、それより開けてみてくれよ」

「う、うんっ、何かな何かな～♪」

　綺き麗れいに梱こん包ぽうされた箱を開け、わたしはゆっくりとその中身を取り出す。正直言って、たとえどんなモノでもうれしかった。

（……ヒヨリミが最初にくれたプレゼント……いつまでも大切にする。きっとわたしにとって、宝物になるに違いない……）

　そんな感極まった状態で、恐る恐るプレゼントの箱を開いてみると……不思議と見慣れた紺色の布地が現れた。

　そしてこれまた見慣れたデザインと、胸のところには白いネームゼッケン。

「って、これスク水だよっ」

「ああ、紺色で良かったか？　他ほかにも白とエンジの３色があったが、店員に一般的には紺だと勧すすめられてな」

「色なんてどーでも良いよ、それよりネームゼッケンの『４─１かなこ』てナニ！」

　しかも無駄にここだけ刺し繍しゆうになってるし。

「それは店員がサービスで入れてくれたんだ。お前の名前と身長を伝えると……このへんかな？　って言ってたぞ」

「……こ、このへんっすか……そ、そう、このへんなんだ……」

　ある意味、その店員の判断が的確すぎてムカつく。

「なあ、この４─１って、どういう意味だ？　なにかのナンバー？」

「うるちゃーいっ、ヒヨリミは知らなくて良いことだよっ」

　はあふう、疲れた。色々とツッコミたいとこあるけど、まず最初にどんだけいかがわしい店で買ってきたのよ？

　白のスク水なんてフツー置いてないから。アニメ系ってよりエロ系だよ。

「むう、そもそも、なんでスク水なんて買ってきたのよぉ」

「先日、シャワーの後で調べたからさ。日本の女子学生はこれが水着なんだろ？」

「え、ええ、まあ……確かにそうですが……」

「悪かったな。俺も詳しく知らなくてさ……違う水着でおしっこしろって言われても、お前だって恥ずかしいよな」

「……あのう、ヒヨリミさん。恥ずかしいのは、違う水着の部分ではなく、おしっこだと思いますが……」

「じゃあ、良かったら今日からは、これ着てくれよ」

　そう言って爽さわやかな笑顔を向けるヒヨリミ。なんて真まっ直すぐな瞳ひとみなんだ。

（くっ、邪心？　がないだけに、その笑顔が眩まぶしい……）

「念のために断っておきますが……いくらスク水を着ても、おしっこＮＯだから」

「ＷＨＹ？」

「ＷＨＹ……じゃないよっ、それ前にもやったよっ」

「……おかしいな。あれから俺も水着について色々調べて反省したし、改善したつもりなのだが……一体なにが間違っていたのだろう？」

　や、反省も改善も、そもそも進むべき方向を間違えてるよっ、ＸＹ軸に対して、いきなり真上に飛び上がるＺ軸くらいの方向違いだよっ、ぴょんぴょん跳ねまくりだよっ。

「そうか……悪かったなクォーター」

「ふぇ？」

「てっきりお前も喜んでくれると思ったのに申し訳ない……」

　そう言って今度は少しだけ寂しそうな顔をするヒヨリミ。

（なんなの、なんなのよこの人はっ、そんなしょんぼりされると、なんかわたしも辛いじゃないのっ）

　……うん。そうだよね。

　ヒヨリミにすれば、このスク水だってわたしのことを想おもって買ってきてくれたわけだし。普通で考えたらスク水なんて売ってるところ無いから、丸一日かけてポートランドまで行ってくれたわけだし……。

　結局わたしはスク水を着ることにした。せっかくだしなんか悪いし。

　もちろんおしっこだけは断固拒否の姿勢だ。



「ふう、色々と疲れたけど、やっぱりシャワーすると気持ち良い……」

　本日のシャワーを終え、髪にブラシを通す。長いのでちょっと大変だ。

　あまりドライヤーは使わないようにしているけど、最近は少し涼しくなってきたので放っておいたら半日くらい濡ぬれたままだし。油断してると風邪ひいちゃうよ。

「なあクォーター、さっきのおしっこの件だけどさ……」

「……まだそれ引っ張ってたんだ？　もう次の話題に行って欲しいんですけど……」

「いや、もう目の前でやってみせろなんて言わないって。姉貴にも言っておくから」

「ホントに～？　なんかちょっと信用できないなぁ……」

「だからさ、これに入れて来てくれるだけで良いから」

　そう言って差し出したのは、ガラス製の試験管……とゆーかフラスコ？　２００㎖くらい入りそうな少し小さめのサイズだった。

「……もしかして、これにおしっこ入れて来いってことでしょうか？」

「ああ、水の研究に必要なことだから頼むよ。特にお前の身体からだは、まもなく完全に水の影響が消えてしまうから、今しかタイミングがないんだよ」

「うーん、そういうことだったら……」

　さすがに見られるのは無理だけど、検尿だと思えば気も楽かな。

　それに変な意味じゃなく、医学・科学的に見ても身体への影響を測るなら、検尿は有効な手段だと思う。特に水の影響を測るならば尚なお更さらだろうし……。

　……まだ始まったばかりでよく分かっていないらしい水の研究。

　なんでもわたしは、かなり変わっているようでサンプルとしても貴重らしい。

「じゃあ、なみなみと頼むぞ。フラスコに溢あふれんばかりの量で」

「それはやだよっ」

　わたしはフラスコを受け取ると、トイレへと向かう。

　どうでも良いけど、こんな直径３㎝しかないフラスコの入り口へ、的確におしっこを入れるのが、どれだけ至難の技か……。

「こんな小さなミットじゃ外野フライだって捕れないよっ、ヒヨリミの奴やつ、全然女の子のこと分かってないわね。クマと同じくらい気配りが足らないよっ」

　……それからトイレで苦労の末に検尿を済ませた。

　途中、我ながら面白いポーズとなり、どこの前衛バレエかと思うほどだった。

　後はこれを研究室のミルさんと、他ほかの大学でも解析するそうだ。

「お姉ちゃーん、もうシャワー終わった～？」

「あ、佐さ奈なちゃん」

「んん？　どうしたのこんな場所で？　ケイさまも一緒だし」

「ああ、さっきクォーターにおしっこを提出してもらったんだよ」

「……おしっこ？　お姉ちゃんの？」

「そういえば州の水管（公衆水質管理研究所）にも分析に出したいから、もう少し入れて来てくれるか？」

「そんなに出ないよっ、さっき出してきたばかりでしょっ」

「…………………」

「あ、佐さ奈なちゃん、深く考え込まないでっ、おしっこって検尿だから。それにこれには色々と訳があってですね……」

　とはいえ詳しい事情を説明できないのが辛つらい。明らかに変な人を見るような目で見てるし。それも主にわたしの方を。

「……そうか。とうとう人類は、ここまで来たのか……思えばアポロ計画から人類が月面に到着して早五十年。おあずけプレイや一人ハダカのシャワーなんて、まだまだ成層圏レベルだったのね。ふふ、地球の引力に縛られているとは上う手まく言ったもんよ。地球は青かった。そして私も青かったってことね。だれうま」

「長いよっ、相変わらず心の声っ、あと本当にだれうまだよっ」

「うるーさい、負けてられるかってんだいっ、ついでにお姉ちゃんのラノベの好み、日に日に間違った方向に行ってしまえーっ」

「お、おいサナちゃん、突然どこに行くんだ？」

「……や、わたしには簡単に予想できちゃうよ」

　それからしばらくして、ガラスコップを手に帰ってきた佐奈ちゃん。

　なみなみと溢あふれんばかりの、そのコップの中身は聞かなくてもわかるよ。

「えーと、サナちゃん、それは一体……」

「……わ、私、変わった趣味の人でも大丈夫だからっ」

「え、ああ、そう？」

　よく分からないながらも、それを受け取るヒヨリミ。かなり困惑気味だ。

　そりゃヒヨリミも唐突にこんなの受け取ってもリアクションに困るだろう。むしろ違うリアクションをとるようだったら、貴方あなたと過ごした日常が、また別の新たな日常を築くことになるけどね。いえ、貴方が望むならわたしに逃げ道はありませんけどね恥ずかしっ。

「うぅ、それにしても、ちょっと腰が痛いかも……思わずトイレでバレリーナみたいなポーズになったせいだよ……」

「あ、やっぱり佐奈ちゃんも、前衛的なポーズになったんだ……」

「まあ、よく分からないけど、サナちゃんのも分析に出しておくよ」

「は、はい、がんばります！　お姉ちゃん、次は負けないんだからねっ」

「……別にわたし勝ちたくないし、次とかないよ」

「私、なんだかステキな物語の始まる予感がするよっ」

　最近この妹は止とどまるところを知らないね。

　それから、いつものようにスクーター３人乗りでやってきた大学。

「あれ？　見てヒヨリミ、入り口の前に消防車が停とまってるよ」

　そこには鮮やかなイエローのボディカラーに、折りたたみの長い梯子はしごを載せた車。

「お姉ちゃん、これ消防車だよね？　どうして赤じゃないの？　なんで黄色？」

「さあ、カナダはこの色だからとしか……それよりヒヨリミ、何かあったのかな？」

「わからんが……実は俺には心当たりがある」

「……心当たり？」

「ねえねえ、どうして黄色なの？　やっぱ変だよ黄色って。なんで？」

「や、だから知らないって」

「まあ、とにかく研究室に行ってみようぜ」

「あ、うん、わかった」

「絶対に変だよ、黄色なんて……ポストは許せるけど、ぶつぶつ……」

　……なんでそんなに引っ掛かるの？　別に消防車に思い入れないでしょ。

　ワンワン、ワンワン、ワンっ、ウ……。

「くっ、そしてどんな時でもわたしに吠えるのは忘れないのね、この犬共め……」

　しまいにはスーパー投げキッスをお見舞いするわよ。

　並んで歩く長い廊下。ほどなく進んだところで異変に気づいた。

「あ、見てお姉ちゃん、なんか窓ガラスが割れてるよ？」

「ホントだ……一体どうしたんだろう？」

　それも部屋の窓だけでなく、廊下の窓も全すべて割れていた。

　足元には落ちて砕けたガラスが所々に散らばり、よく見ると壁や柱にも大きなヒビ割れが走っていた。

「どうやら、また姉貴がやったらしいな……」

「ミルさんが？　て、もしかしてこれミルさんの仕業なの？」

「まあな。たまにあるけど、ここまで壊したのは久しぶりだ」

　そんな話を交わしながら廊下の一番奥、わたし達が通う公衆水質研究室……らしき場所に到着した。

　らしきという表現は、既に以前の見慣れた姿と大きく変わっていたからだ。

（所々、壁とか天井も崩れているし、室内の小さな柱なんて砕けてなくなってるし……）

「おはよう、Ｍｒ．ケイ……ああ、お嬢さん達は危ないから中に入らないようにね」

　駆け寄って来たのは研究チーム主任のおじさん。先日もわたしが肩をとんとんしてあげた人だった。

「どうやら、今回の教授の実験は派手だったようだね」

「ええ、そのようですね……見た感じ、計器類も全損でしょうし」

「はっはっは、いやあ、これはまいったね～」

　高らかに笑うおじさん。他ほかの研究員の人達もこの惨状？　を廊下で遠巻きに見ているだけで、あまり悲観的には思えない。他の人達も談笑してるし。

（……ヒヨリミもあまり驚いた様子に見えないし、なんか皆さん慣れてるっぽい？）

「では、今回はどうしますか？　再開まで恐らく数ヶ月は要すると思いますが？」

「別の研究チームに移動するよ。ちょうど応用生命の方が忙しくなる時期だからね」

「わかりました。またここ（公衆水質）を再開する目め処どが立てばご連絡します」

　そんなやり取りを交わし、ぞろぞろとこの場を後にするおじさん達。

「ねえヒヨリミ、研究員の人達、よそに行っちゃうの？」

「ああ、この荒れ方じゃ設備を直すのに時間掛かるからな……ま、お前達は気にするなよ。割とよくあることだし、あの人達も慣れてるから」

　ここまでの流れで、わたしにも大体のことが想像できた。

　きっとミルさんが、また変な水にチャレンジしたのだろう。以前にも、たまに制御できなくて大変な目に遇あうと話してくれていた。

（まあ、他の研究員の人は、何かの実験の失敗だとでも思っているんだろうけど……このへんは佐さ奈なちゃんにもヒミツだから話を合わせておかないと）

「はーいはいはい、ケイさま質問でーすっ」

「なにサナちゃん？」

「これってもしかして、私達の院生生活も終了ってことですか？　ここの研究室が無くなっちゃったし」

「それに関しては、俺ではなく助教授……ミル姉が決めることだろうな」

「あーん、まだ１週間しか通ってないのに、夢のマギルが～」

「ホントにどうなるんだろうね……」

　元々、助教授であるミルさんの一存で、肩書きだけの留学だったわけだし……研究室自体が無くなっては、わたし達を院生として置くための理由も消える。

「って、そういえばヒヨリミ、肝心のミルさんは？　どこにも姿が見えないけど」

「部屋……いや、実家かな」

「……実家？　ミルさん実家に帰ってるってこと？」

「恐らくな。両親は留守だと思うけど、万一顔を合わせたらと思うと気が重いよ……」

　……そうだ。当たり前だけどヒヨリミにだって家族がいるんだ。

　なんかミルさんの印象が大きすぎて、うっかり忘れてたけど。

（……行ってみたい。ヒヨリミの生まれ育った家に。あと、出来ればご両親の方には是非ともお会いしたいっ、なんか好印象を持たれたいことこの上なしっ）

「ねえねえヒヨリミ、わたし行きたい行きたいでーすっ」

「あ、私も私もっ、ケイさまの家に行きたいでーすっ、にゃ、むー、にゃっ、むーっ」

「……分かったよ。どうせ研究室は休みと同じだしな」
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　──同時刻北大西洋上、ルアンヌ海岸まで10㎞の地点。

　米軍籍スプルーアンス級駆逐艦、通称マージナル。

　真っ白な霧の中、舷げん側そくからガコンガコンっと音を立てて降りるタラップ。その巨大な鉄の塊が海面に触れると更に大きな波しぶきが砕ける音が響いた。

　自分としては見慣れた光景であるが、本来このようなタラップは軍艦には無く、後に装備として取り付けられたらしい。

「それでは、渉外担当官クララ・カンテミール行ってまいります」

　甲板上のクルーに敬礼し、参事官からは工程指示書を受け取る。作戦指令書でないところを見ると、やはり公務としての扱いではないのだろう。

「中尉、少しこちらに……」

　私だけに耳打ちするように話しかける参事官。

　甲板上の強い風が、長い髪を揺らしていた。他ほかの者が海軍服なのに対し、彼女だけがタイトスカートの空軍事務士官服なので余計に目立つ。

「……もし例の女の子が協力を拒んでも、無理強いは駄目よ」

「分かっています」

「だったら良いけど……一応、あいつらとは揉もめ事ごとを起こしたくないのよね」

　ここで彼女が言うあいつとは、ミルドレッドのこと。

　現状ではカナコさんに対しても、“〝協力”〟に過ぎないし、これは公務でないことも関係していると思う。

　それを考えると、今回のことも渉外担当官の仕事だと思えなくもない。

「ところで中尉……その服はナニ？」

「仕事着ですけど？」

　フリフリのスカートと、大きな髪飾りのついたツインテールを指差しながら答える。

「こう言ってはアレだけど……もう少しマシなのは無かったの？」

「変……でしょうか？」

「カモフラージュという意味ではアリでも、一緒に街を歩きたいとは思わないわ」

　どうやら参事官はこの服装に不満らしい。

　だけど私なりに陸上生活者の普段着を調査し、その結果から選んだつもりなのだ。

　しかもカナコさんは日本人だと聞いたので、日本のネットでリサーチした上で選ばれた服装だった。

（そういえばあの掲示板では、やたらと“〝ＭＯＥ”〟という謎なぞな単語を目にした……）

　結局あの日本語の意味は分からなかったけど、恐らく日本では、これが一般的な服装なのだろう。

「舷側タラップ、降下完了しました」

　若いクルーの声と共に、大きな機械音が止やむ。これで海面まで降りることが可能となった。

「それでは中尉、よろしく頼むわよ」

「はい、それでは行ってまいります」

　最後にもう一度、敬礼をすると私はタラップから海面へと向かう。



（少し波が荒いけど、これくらいなら心配いらない……）

　特に躊ちゆう躇ちよすることなく、そのまま海面へ足を踏み出した。もちろん溺おぼれることも無ければ、海水に濡ぬれるようなこともない。

　只ただ、水を弾はじきながら、普通に海の上を歩くだけだ。

（……ここから陸地までは約10㎞ほど。これくらいなら余裕だ……元よりこの程度のことも出来ないようでは船に乗る資格などない）

　むしろ私には別のことが気になっていた。

「とりあえずＧＰＳは持っているから、道に迷うことは無いだろうけど……」

　幾つかの不安を抱えつつ、私はカナコさんの家へと向かう。

　──波で揺れる海面を真まっ直すぐに歩き、２時間ほどで見えてきた陸地。

　辺りに人の気配がないことを確認してから上陸すると、ＧＰＳに従って目的地であるカナコさんの家へと向かった。















「あれ……留守？　どこかに出掛けたのだろうか？」

　しょうがないので私は、家の前で待つことにする。

　今さら船に引き返すわけにはいかないし、何より船はとっくに外海へと移動した頃ころだ。

「困った……早く帰ってきてくれると良いのだけど……」

　はっきり言って私は外の世界に疎いのだ。物心ついた頃から、ずっと船で過ごしてきた私にとって、陸はほとんど馴な染じみのない場所だった。

「それでなくても空腹になると危なっかしいのに……」

　暮れ始めた空の下、早く帰って来てくれることを祈りながら、私はカナコさんの家の前で待つことにした。



　＊　＊　＊　＊



　──その約３時間前。

「はぁふう、ちょっと疲れた……」

　山道らしきところに入って、早１時間。

　なんでもヒヨリミの家は、近くの山の上にあるそうで、いつものスクーターでは行けないらしい。

　片道３時間、ちょっとしたハイキングか遠足気分だと言われていたけど……。

「ねえヒヨリミまだぁ？　もうわたし、ふらふらかもぉ」

「頑張れよ、あともう少しだからさ」

「はうん、だったらもう少し休憩しようよ～」

　思わずその場にぺたんと座り込んでしまう。

　標高６００ｍほどの低い山でも、ここまで大変なのは臨海学校の遠泳以来である。

　日ひ頃ごろから帰宅部で鍛えた軟弱な足腰では、このへんが一杯一杯だった。どうやら身長伸ばし運動は、登山道に効果はないらしい。あんなにジャンプしたのに。

「もう、お姉ちゃんったら情けないなぁ。先に行っちゃうよ？」

「グゥウウウウッ……」

　すいすいと登っていく佐さ奈なちゃんと、その後に続くクマ。

（……わたしと同じように帰宅部なのに、なんで平気なんだろ？　基礎体力の差か？）

「そういえばヒヨリミ、佐奈ちゃん連れて来て大丈夫なの？」

　相変わらず例の水のことは、佐奈ちゃんにはヒミツだった。しかも現在のミルさんは、普通の状態ではないだろうし会わせると具合が悪い気がした。

「いや、少しくらいなら見られても平気だろう。既に今は、“〝抜き”〟の段階に入っているはずだからさ……」

「抜きって？」

「見ればわかるよ」

　やがて真上にあった太陽が、少しナナメに移動する頃ころ。

　沢づたいに１時間ほど山を登ると、突然、目の前に拓ひらけた場所が広がる。

「へ～、ここがヒヨリミの家なんだ。なんかちょっとカッコイイね」

　石段を進んだ先にはウチよりも一回り大きな建物。イギリス風の洋館だった。

「まあ姉貴以外は誰だれもいないようだから、遠慮せずに入ってくれよ」

「うん、おじゃましまーす」

「おじゃましまーすっ、にゃっ、むー、にゃっ、むーっ」

「グゥウウウウッ……」

　２人＋１頭と声を揃そろえて家の中へとお邪魔させてもらう。

「ここが居間だから、ゆっくりしてくれよ。とりあえずお茶でも淹いれてくるから」

　外観と同じように、室内もアンティークっぽい家具や調度品ばかりだった。

「それよりヒヨリミ、ミルさんはどこにいるの？　なんか姿が見えないけど」

「ああ、姉貴は離れにいるのだろう」

「離れ？」

「そのためにここに来たようなものだからな……じゃ、ちょっと様子見に行くか」

　早速ミルさんのいる離れとやらに向かう。

　どこか別の場所かと思えば、家の裏口の隣の四角いコンクリートの建物だった。

　大きさとしても３～４ｍほどしかなく、ぱっと見に窓もない。まるで屋上のエレベーターホールのように見える。

（……部屋ってよりも、コンクリートの箱って感じかも……）

　一言で表現すると殺風景というか殺伐とした外観。

　辺りが美しい自然と落ち着いた屋敷の中にあって、明らかに浮いていた。

　ピンポーン。

　大自然の中、違和感バリバリの少し抜けた音が響く。

「姉貴、俺だよ。中にいるんだろ」

「……ケイ？　こんなところまでどうしたのよ？」

「ちょっと心配になってさ……それとクォーターも一緒に来ているから」

「わかった。すぐ開けるわ」

　その言葉と共に、ゆっくりと左右に開くコンクリートの扉。

　一体、中はどんな風になっているのかと思うと……そこはガラスの壁に囲まれた、更に小さな部屋。ガラスの部屋というか、まるでショーケースだ。

「よく来たわねカナコ。久しぶりね～」

　ガラスの壁越しにミルさんが話しかける。

　なんか水着姿で寝そべっているし、手にはマンガまで持っているし。

「あ、はい……ミルさん、ずいぶんリラックスしてますね」

「そりゃ、何もやれることないし。ふぁあ～あ」

　胸をたっぷんたっぷんさせながら大欠伸あくびするミルさん。

　研究室を破壊したから、一体どんな状況なのかと心配してたのに……なんだろこのまったり具合は？

「あら、よく見たらサナまでいるし」

「お久しぶりでーす。そこサウナルームですか？」

「うん、まあそんなもんよ」

「それにしてもミルさんの乳は、けしからんですね～」

「うらやましいでしょ。でもあげないわよ……て、とりあえずケイ」

　何な故ぜかヒヨリミに目配せするミルさん。すると彼にも通じたようで頷うなずいてみせる。

「えーと、確かこれって変な掛け声があったな……」

「わ、突然どうしたんですかケイさま、私のデコ触って？　あとなんか激しくデジャってるんですけど……」

「たくさん歩いて疲れただろうから、少し休んでおこうね。えいえーいっ」

「くーっ、きゅんきゅんきゅん……」

「あ、久しぶりに見たかも、その技」

　そして眠ってしまった佐さ奈なちゃんを、鼻でぐいぐいと押すクマ。そのまま部屋の外へと移動させてしまった。なんて空気読めるクマなんだろ。

「ところでミルさん、このガラスの部屋ってなんですか？」

「手っ取り早く言えば、乾燥機よ」

「……乾燥機？」

「完全に密閉した上で、限りなく湿度０の状態を作り出しているのよ」

　答えながらペットボトルの水を口にする。

　よく見ると空になった容器も山のように積まれているし、どれだけ飲んだのだろ？

「ちなみに、今、飲んでいるのは普通の水よ」

　言いながら再びペットボトルの水を口にすると、あっというまに１本を飲み干し、次のペットボトルに手を伸ばした。

「ま、カナコには想像できないでしょうけど、湿度０ってのはかなり危険な状況なの。特に常温では、水分補給を怠ると軽く死んじゃうからね」

「や、あっさり死とか言われるとなんか怖いんですけど……」

「クォーター、今、姉貴は、身体からだに取り込んだ水の影響を抜いている最中なんだ」

「あれ？　そういう方法もあったの？」

　以前には、自然と身体から抜けるまで待つしかないと教わっていた。

　だからこそわたしは、今まで大変な目に遇あってきたわけだし、佐奈ちゃんも船で治してもらったわけだし。

「もちろん、自然に消えるのを待つしかない。只ただ、その速度を上げることは可能らしい」

「でも私に効果があっても、カナコに効果があるとは限らないからね」

「へ～、そういうものなんだ……あ、ねえヒヨリミ、もしかして船の中で会った、あのおばあさんも……」

「みたいだな。本人も水の影響を抜いている最中だと言っていた」

　あの時に見た人は、水で密閉された牢ろうのような場所にいた。ミルさんの乾燥する方法とは違うけど、あれも一つのやり方だったのだろう。

「ま、結局のところ、まだよく分かってないのよ。特に水の影響の消え方については現在も研究中なの」

「だからクォーターも、ちゃんと検尿は提出するようにな。お前のはサンプルとしても貴重なんだからさ」

「あ、はい、わかりました……はふう」

　元々、水の見える家系に生まれて、他ほかの人達よりは知識や情報も多い二人。

　特にミルさんは大学だけでなく、ＤＩＡとして公式に動いているから得体の知れない部分もあった。

　……でもそこまでのことをして、自ら試行錯誤も繰り返しているミルさんが、“〝よく分からない”〟と言うのなら……まだ本当に誰だれにも分かっていないのかも知れない……。



　──日が沈み、この山中にも夜の帳とばりが降りる頃ころ。

　なんとなく寝つけなかったわたしは、パジャマのまま表に出る。

「あら、カナコ……」

　昼間、例のガラスの部屋にいたミルさんが、中庭のバルコニーで一人佇たたずんでいた。

「もしかして貴女あなた、目が覚めちゃった？」

「あ、うん、なんとなく……それよりもミルさんって……」

「おっとストップ。念の為ため、それ以上は私に近寄らないで」

　２ｍほど離れたところで、わたしに静止するよう告げるミルさん。その声は、珍しく真面目まじめで厳しい口調のものだった。

「それと、間違っても私の身体からだには触れないでよ」

「………………」

「て、そんな怖がらなくて良いから。はいどうぞ」

　そしてバルコニーにあった椅い子すをわたしに指差すと、ミルさんは３ｍほどの距離を取って話を続けた。

「もう大丈夫だと思うけど、一応念の為よ」

「えと、もしかしてミルさんって、今までにもこんなことに？」

「まあね。しょっちゅう強い水にはチャレンジしているからね……でも、ここに隔離に来るのは滅多にないことよ」

「……隔離？」

「普段なら少しくらいは平気なのよ、慣れてるし。でもあまりにヤバいの飲んだ時は、安全のために人里を離れるようにしているの」

　きっとこの場合の安全のためとはミルさん自身ではないのだろう。先日の壊れた研究室からも、その周りの人間を指していることは理解できた。

（……でも直接に触れたわけでもないのに、そこまで危険な状態になるのだろうか？）

「そうね、カナコにはピンと来ないでしょうね。直接に触れたわけでもないのに」

「えっ……」

　感情……いや、思考を読まれた？

「そうよ。私くらいになるとケイなんかとは精度が違うわ。具体的に何を考えているのかだって読めるのよ」

　その言葉の通りだった。たまにヒヨリミにも似たことをされるけど、ミルさんの場合は完全に思考を読まれてしまったと思えるほどだった。

「て、それよりもさっきの説明をしてあげるわ」

　話しながら水際にそっと手を浸すミルさん。

「カナコ、そこの水の中に石が沈んでいるのが見えるでしょ？」

「あ、うん」

「じゃあ、よく見てなさいよ、あの石を割ってみせるから」

　そう答えると同時に、水中の石がぱかっと二つに割れた。

「今のは直接に石に触れたわけじゃないけど、これは知ってるわよね？」

「うん、以前にも見たことあるから」

　あの時の二人は、お互いに細い糸状に伸ばして相手の身体からだに触れていた。

「要は直接に手で触れなくとも、水を介せば同じってことですよね？」

「ええ……でも本当にヤバイのを飲むと、手で触れずとも水を操れるようになるの」

「手で触れずって……水を介してって意味じゃなく？」

「厳密に言えば水を介してるわ。でも実質は水が無くても操れるってことよ」

「はい？」

「正確には、空気中の水分子……平たく言うと、湿度さえあれば直接触れているのと同じ状態になってしまうって意味よ。わかるかしら？」

「それってつまり、陸上でも水中と同じ状態ってことですか？」

「ええ。あくまでも湿度があるのが条件だけどね」

「いや、でもそれって……」

　思わずわたしは言葉を失ってしまった。

　ミルさんの説明の意味を考え、それを理解したからだ。

　……つまり、どこであろうが先ほど割って見せた水中の石と同じこと。陸上空間全すべてが水中になったに等しい。

　条件として湿度が必要と言うが、この地球上のほとんどの場所に湿度は存在する。

　……確か大気圏内ならば、砂漠にだって数％はあると聞く。

　それはこの地上全すべてを操れるのと同じだった。もちろん水中は言うまでもない。

「ま、あくまでもハンパないのを飲んだ直後だけよ。範囲も10ｍほどだし」

「……それでもすごい……」

「でもね、この状態って全く役に立たないのよ。むしろ害ばっかりね。なんせ制御不能だから自分でもどうにもならないし」

「……制御不能？　どうして？」

「そりゃ常に……24時間フルタイムで、水を操ってるのと同じ状態だからよ」

「？？？」

　今一つミルさんの言っていることが理解できなかった。別にどんなに強い力だったとしても、そこまでの弊害があるとは思えないからだ。

　わたしなんかと違って、ミルさんやヒヨリミのようなハンドラーなら、自分の意思で制御できるだろうし……。

「人間ってのはそんなに長い間、意識を集中できないの。せいぜい数十秒ね」

「数十秒って……集中力ってそんなに持たないものなんですか？」

「ずーっと意識を保ち続けるなんて不可能なのよ。どうしたって一瞬の思考の停止……“〝無意識”〟ってのは発生するから、途切れてしまうわ」

「じゃあその一瞬に何かを操ってしまうってこと？　無意識に？」

「まあね……貴女あなたも見たと思うけど、あの壊れた研究室。あれ時間にすると１分ほどの出来事なのよ……たった１分間ですら、コンマ何秒かの無意識な時が発生するわ」

　ミルさんの言葉通りだとすれば、厳密には一瞬……長くて数秒ほどで、研究室をあれだけ破壊したことにになる。

　あの時は壁やガラスが砕けただけでも、もしあの場所に人や生き物がいたとすれば、ただでは済まなかっただろう。想像しただけでも恐ろしい。

「どうカナコ、無敵なんて言ってられないでしょ？」

「あ、うん……」

「そんなわけで私も、強い水にチャレンジする時は十分に用心しているのよ。ま、これくらいしないとアレには対抗できないし……そもそもこんな研究やってるのは、世界でも私とあいつらだけでしょうけどね」

「あいつら？」

「船……マージナルの連中のことよ。それじゃおやすみ」

　明るくそれだけを告げると、再び例の部屋へと戻っていくミルさん。

　……たくさんのことを教えてもらって、まだ少し情報が混乱していた。

　まさかそこまで強い水が存在しているとは知らなかったし、その恐ろしさも分かったように思う。

「……でも結局、この研究って何の為ためにやっているのかな？」

　例の探し物を見つける為だと聞いていたけど、わたしにはこの研究と探し物が結びつかなかった。

　とはいえ、軍事・科学目的とも思えない。仮にもＤＩＡが絡んでいるなら、もっと大規模になる気がするのに極一部の人達だけしか知らないような……。

「うーん、探し物もそうだけど……ホント、これ研究してどうするんだろう？」

「……実は俺もそれが知りたい」

「て、あ、ヒヨリミ？」

　いつからそこに居たのか分からないけど、物陰からひょっこり現れた。

「隠れて様子を窺うかがっていたよ。姉貴から何か情報を聞き出せないかと思ってさ……ま、結果は何も得られなかったが」

「それって、ヒヨリミにも内緒にしていることが多いってこと？」

「姉貴は秘密だらけさ。仕事上とはいえ肝心なことは何も教えてくれないよ」

　どこか寂しそうに呟つぶやく。彼に分からないならわたしに分かるわけがなかった。

「なあクォーター、まもなく何かが起ころうとしているのかもな……」

　その言葉に小さく頷うなずく。

　……元々、夏休みを利用した小旅行にすぎなかったのに……いつのまにかわたしも関係者の一人っぽくなってるのかも。








■　第四章　迎撃者　■
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　──同時刻。太西洋フロリダ沖。米軍籍スプルーアンス級駆逐艦、通称マージナル。

　日が海に沈み、空には月が顔を出す頃ころ。

「今夜は大潮……忙しい夜になるかも知れない……」

　最下層の水の牢ろうの前で、小さく呟つぶやく。目の前の水壁の先には、薄らと見える副艦長の姿。

　確かもう数日は、前回の水の影響を抜く為ために時間が必要なはずだった。

「特に問題がなければ、何事もなく夜明けを迎えるだろう……」

　もし問題が起こった場合には……この船のクルーでは荷が重いだろう。あまり頼りにならないが、今はクララも上陸して艦に不在だと聞く。

　……出来ればもう数日は、来ないで欲しいと願っていた。

「バスケス大尉」

　背後から私を呼ぶ声が響いた。

　振り返らずとも声の主は分かる。用件も聞かずとも分かる。

　どうやら僅わずかな願いは叶かなわず、今日は眠れない夜になるようだった。

「なにかご用でしょうか？　参事官殿」

「大尉、代将の様子はどうですか？」

「完全に治すには、あと数日が必要です。最低でも後20時間を要すると思います」

「構いません。今すぐ出して下さい」

「……私では無理ですか？」

「左さ舷げん10㎞の地点に目標を発見した。現在も当艦に向けて接近中です」

　それだけを一方的に告げると、参事官はこの場をさっさと後にした。

　命令とあらば上官に従うのは当然だが、どこか私の心は重かった。



「しょうがない……こんな時の為ための私達で、その為にここに居るようなものだし」

　どこか愚痴めいた言葉を吐きながら、私は大型のアタッシュケースを手にすると、目の前の水の壁へと向かった。

「……早いなバスケス」

　壁を割って入った私を見ての副艦長の言葉。

　相変わらずミイラのようにやせ細った姿で低い声で返す。一見しただけでも、まだ前回の水の影響が完全に抜けていないことが見てとれた。

「もう俺を出すのか？」

「申しわけありません。只ただ今いま、参事官からの要請がありました。左舷10㎞の地点から、現在も当艦に向けて接近中とのことです」

「普通の水ではないな……イニシャル付きか？」

「恐らくは」

「なら、俺が出るしかないな。さっさと渡せ」

　持ってきたアタッシュケースから、小さなガラス瓶を手渡す。当たり前だが中に入っているのは普通の水ではない。厳密に言えば、自然界に在るものでもない。

　通常は１滴ずつ体内に入れるべきもので、もし一気に摂取したならば死ぬ。死なずとも制御不能に陥るだろう。

　その水を躊ちゆう躇ちよなく飲み干す副艦長の姿は、どこか人間離れしていた。

　やがて、ちょうど３本ほど飲み干した頃ころ、その容姿に変化が現れ始める。

「ふう、相変わらずこれは塩辛いな……大尉、早く次のを」

「あ、はい、すぐに」

　先ほどまで痩やせたミイラのようだったのに、みるみる内に張りが生まれる肌。その声も低い初老のものから、高く若い声へと変わっていた。

　ごくごくと計５本飲んだところで、目の前に現れたのは若い女性。

　どこから見ても自分と似た年とし頃ごろ……いや、自分よりも小柄で可愛かわいらしい女の子にしか見えないが、これが時折見せる副艦長の本来の姿だった。

「バスケス、ちゃんと弾はじいているようだが、あまり俺に近づくなよ？」

「わかっています」

　私は強く水を弾はじくようにしていた。厳密には水を弾くだけではなく、湿度０の空気の層を身体からだに這はわせる。

　副艦長のことを信頼していても万一の場合に備える。これは最低限度必要なことだった。

「では、行くか……」

　声と共に軽く手を触れただけで、さっと左右に割れる水の壁。

　出る時の負荷は入る時の10倍だと聞いている。このような真ま似ねを軽く出来るのは、副艦長の他ほかに居ないだろう。

（……伊だ達てに迎撃者と呼ばれているわけではない。何より、これだけ強い水を飲んで平気な者など存在しない……）

「そうでもない。稀まれに大丈夫な人間もいるぞ……」

　思考を読まれた。当たり前だが今の彼女に対してそれを防ぐ術すべはなかった。

「……もしかして、ミルドレッドのことですか？」

「あいつもそうだが……他にもな」

　どこか思わせぶりな言葉だった。

　やがて最下層から甲板へと向かう私達。

　時折、彼女が通路を歩くだけで、パリンっと窓ガラスや照明の電灯が割れた。コンクリート部分にはヒビが入り、隔壁の分厚い鉄のドアをも曲げる。

　別に手や身体が触れているわけではない。















　私は弾はじく力を最大限まで上げ、彼女ともう少しだけ距離を置いて歩く。まだしばらくは、近づくだけでも危険な状態が続くのだろう。



　甲板に到着し、最初に目に入ったのが色とりどりに光る海。

「バスケス、今夜は割と多いようだな……」

「はい、大潮ですし、先月はあまり集めませんでしたから」

　この船を取り囲むように辺り一面に湧わき、そのどれもが激しく光を放つ。強い力を持っているらしい。

　もちろん水を見る能力のない者には、海がうねっているだけにしか見えないだろうが、私達には今夜の水の湧き方と、その規模の大きさが見て取れた。

　海上にはクルー達の姿もあり、五名単位の６小隊が光る水を容器に採集していた。

「何人か見覚えのない顔もあるが、新入りか？」

「先月送られてきた二名です。既に水の採集にも参加させているようですね」

「まあ、この程度の水ならな……後で中和し、また海に戻すまで本人達にやってもらおう」

　時折、彼女達では荷が重いと思える水も見えるが、採集するだけなら問題はなかった。

　どれほど強い水であろうと、所しよ詮せんは船に近づくだけ。自ら飲まなければ害もない。

　いざとなれば放置しても構わない。

　今までの経緯から、“〝迎撃”〟と呼ばれているが、それは当時の名残に過ぎなかった。

（……私達が相手をする水こそ、その言葉にふさわしい。伊だ達てに歴代の迎撃者がイニシャル銘を与えてはいない、特別で危険な存在だ……）

「目標は見えたか？」

「はい。距離４５００、体積にすると約３００㏄ほどだと思われます。ゆっくりと本艦に向け近づいてきているようです」

　海軍用レンジファインダーから、じっくりと相手を調べる。

「３００㏄か……思ったより多いな……」

「どうします？　ハープーンだけでは足りませんか？」

「この量だと燃やして気化したくらいじゃ、すぐ水に戻る……少なくとも数年は元の状態に戻れないようにしないとな」

　答えながら遥はるか先の海面を見つめる副艦長。

　どうやらこの距離から追い返すつもりだが、それは彼女にしか出来ない芸当だった。

　そもそも最初から、あの水に触れることは誰だれにも出来ない為ため、触れずに対処できるのは彼女だけだった。

（……あの水を捕らえることは常識では不可能。ガラスも、金属も、樹脂も、あらゆる素材をすり抜けてしまう……）

　それは何物にも何者にも、触れることさえ許さないのと同義だった。何な故ぜそのような性質を持つのか、どこから生まれて来るのか分からない。少なくとも私は知らない。

　そして何物をも、すり抜けてしまう水に触れられた場合……その箇所だけが消失した。

　強酸のように溶けるでも、高熱による炭化でもない。

　文字通り消える。

　まるで異空間にでも飛ばされたように、水に触れた箇所だけが、ぽっかりとした穴になってしまう。木でも石でも鉄でも。

　もし１滴でも甲板に落とせば、そのまま艦底まで突き抜けた。

　もちろん生物……人体も例外ではない。血も出れば痛みも伴う。

　消された箇所にもよるが、まず死ぬ。その為ために治癒能力のスキルは高めて来たが、根本的に防ぎようもない。

（……あの水は、この世の物ではないのかも知れない……）

　自分はそう考えていた。

「代将、ご苦労さまです」

　敬礼しつつ、やってきた参事官。既に指揮をとっていた。

「ロリータ、とりあえず他ほかの者は下がらせろ。俺にその気がなくとも、弾はじく力の弱い者には危険だからな……」

「わかりました」

　小隊を艦へと戻すよう指示すると、自分自身もぴょんっと小さくジャンプして副艦長から離れる。

「……おい、お前は大丈夫だろう？」

「まあ、そうなんですけど一応ですよ」

　いつもと違い、少しだけ笑って返す参事官。どうやら名前で呼ばれたのがうれしかったのだろう。

　やがて右う舷げん甲板上に参事官と私、それに副艦長の３人だけが集まる。

　申しわけないが他の者は邪魔だった。もしここにクララが居れば、奇くしくも元クルーが全員揃そろうことになっただろう。

「ではロリータは２０００まで近づいたらハープーンを撃て。俺とバスケスは海面に降りているが気にするな。あの水が燃えて蒸気化したところを仕留める」

「わかりました。お二人なら炎は平気でしょうけど、直撃は避けて下さいね。この距離ですから、近すぎて照準はあって無いようなものですから」

「ま、さすがにミサイル直撃じゃ俺も死ぬな」

　どこか明るい口調でやり取りする二人と違って私の気持ちは重いままだった。

　……今回のを追い返しても、それで終わりではなかった。

　イニシャル銘を付けられたほどの危険な水は他にも幾つか存在しているし、力のある者に寄ってくる性質に変わりはない。

（……いつか終わりは来るのだろうか？　それとも……例の探し物が見つかるまで、ずっと私達は海上をさまよい続けるのだろうか……）

「大尉、その為ために色々とやっているのよ」

「それよりもさっさと片付けるぞ。艦に近づけると厄介だからな……」

　二人に思考を読まれ、私は小さく頷うなずく。

（……そういえば上陸したクララは無事だろうか？）

　まもなくハープーンによって業火に包まれる海へと向かいながら、ふと思った。



　＊　＊　＊　＊



　──２日後。朝。

　紅葉に染まる木々を鏡のように映した湖面。朝の爽さわやかな陽ひ射ざしにキラキラと光る。

　あれからもう１泊したわたし達は、今日帰ることになっていた。

「あああ……なんかこう全身が筋肉痛ですぅ……」

　ベッドから起き上がった第一声。

　とてもじゃないけど日課である身長伸ばし運動は出来そうにない。やはり登山のような重労働はわたしには過酷だったようだ。

「うひょ──、お姉ちゃんおはよー、わっふーっ、じゃんぷじゃ～んぷっ」

「なんなの佐さ奈なちゃん？　その無駄な元気さは？」

「だって朝なんですもーんっ、むっむー、にゃっ、むっむーっ、にゃっ」

　筋肉痛でへろへろになってるわたしに対し、寝起きから元気一杯の佐奈ちゃん。

　なんと連続ジャンプしながら、不思議な腕の動き（ver.2）を繰り出すほど。勢いが良すぎて、ぴょんぴょんする度に、パジャマめくれておへそ見えてるし。

（……わたしと同じように帰宅部なのに、なんで平気なんだろ？　こちとら全身あますところなく筋肉痛なのに。くそう、やはり歳としの差なのか？）

「あれれ、どしたのお姉ちゃん？　一緒に体操しようよぉ」

「て、わわっ、パジャマめくらないでっ」

「ふむふむ、なかなか良いおへそだね。なでりなでり、ぽっこんぽっこん♪」

「ちょっ、なんでオナカぽんぽん叩たたくのよぉ」

「おへそからレーザーでも出ないかなっと思って」

「出ないよ、おへそからなんて。いつ生まれたのその設定？」

「ええっ、お姉ちゃん出ないの？」

　なんなの？　その出て当然のような言い方は？

「ほら、早くいつもの恥ずかしい体操しないと背が縮んじゃうよ？」

「ふ、不吉なこと言わないでよぉ」

　……て、こんなことやってる場合じゃない。ミルさんに大学の件を聞かないと。元々、ここに来た目的はそっちだったんだし。



　ピンポーン、

　少し抜けたチャイムの音が響き、しばらくすると扉を開け出てきたミルさん。

　昨夜に会った時から、既に危険な状態は越えているようだった。

「おはようカナコ、こんな朝早くどうしたの？」

「肝心なことを聞くの忘れてましたが……大学って今後どうなるのでしょう？」

「え、ああ……あの壊れ方からすると、研究室の再開は当分無理ね……でも貴女あなた達って他ほかの研究室に紹介しても、どうせパンケーキ焼くくらいしか出来ないでしょ？」

「え、ええ、まあその通りです……」

　あっという間に放り出されちゃうね。

「とはいえ、当分カナコには傍そばに居て欲しいし……あ、そういえば貴女達って、重国籍だったわよね？」

「え？　……あ、うん。わたしも佐さ奈なちゃんも一応カナダの持ってるけど」

「じゃあカナコ、いっそ地元の高校に通えば？」

「え、地元ってルアンヌの？」

「それくらいだったら私の紹介で行けるわよ」

「うーん……それは別に良いんだけど、ママがなんて言うか……」

「なに言ってるのよ、そもそも貴女達、高校生なんだから、ちゃんと学校には通うべきよ」

「や、そういう問題ではなくてですね……」

　ミルさんの言い分は分かる。でもマギルだからこそママも留学を許可してくれていたわけで……こう言っては失礼だけど、地元の名も無き高校では日本に帰れと言われるだろう。

「ま、カナコには、今後もお世話になる予定だから何とかしてあげるわ」

　それだけを告げると再び例の部屋へと戻っていくミルさんだった。

（ホントに大丈夫なのかなぁ？　……ちょっと心配だけど……）

「おーいクォーター、話が終わったら帰るぞ～」

「あ、うん、すぐ行く～」

　わたしは持ってきたリュックを背負うと、二人の元へ駆け寄った。

「て、あれ？　ボートに乗らないの？」

「ああ、帰りはこれで帰ることにしたから」

　そう言ってヒヨリミが指差すのは、湖面に浮かんでいる水上飛行機。確か以前にミルさんのだと教えてくれた、とても大きなセスナ機だった。

「もしかしてもしかして、これに乗せてくれるとゆーのではっ」

「ああ、お前も疲れているみたいだし、こっちの方が楽だろ？」

「ヒヨリミありがと～っ、一度セスナ機に乗ってみたかったの～っ」

「はいはい、分かったから、そんな飛び跳ねないで。またオナカ見えてるぞ」

　思いがけないヒヨリミの気遣い？　にちょっと感動してしまった。しかも最近ノミネートされたばかりの、佳か奈な子この野望その７が、こんな簡単に実現するとは。

「ひゃっほーい、飛行機だ飛行機だっ、乗り込むよクマっ」

「グゥウウウウッ……」

「ちょ、ちょっと落ち着いて佐さ奈なちゃん……て、クマまで乗りこんでるけど？」

「大丈夫だよ。一応これ、12人乗りのセスナ・キャラバンだし」

「ふへえ～、すごいねぇ～」

　思わず変な感心の仕方をしてしまった。ふへえ？

「それじゃあ二人とも、発進させるから座って」

「お姉ちゃん、さっさとベルト締めてっ、果てしない旅の始まりだよ！　はいぱぁ☆佐奈ちゃん号、発進っ」

「なに勝手に仕切って命名までしてるの？」

　これミルさんのセスナだし、何より目的地も町内レベルだと思うよ。



　──水面をどんどん加速するセスナ・キャラバン。

　その大きな巨体が、ふっと重力を感じなくなった瞬間に空へと舞い上がった。

「わぁ～、すご～い……町が全部見える……」

　浮き上がると同時に、眼下に広がる山頂からの景色。今までは木立に隠れて見えなかったけど、ここからだとルアンヌの町が一望できた。

　すぐ先には真っ青な海も広がっているし。

「ねえねえヒヨリミ、このままＰＥＩに連れてってよ♪」

「はあ？　なに言ってんだよ。まっすぐハーバーに帰るぞ」

　やはりダメだったか。せっかく二人っきり（＋１名＆１頭）のフライトだったのに。








■　第五章　船からの使者　■





　やがて僅わずか５分ほどで到着した船着場。

　以前と同じ場所にセスナを停とめるとわたし達は家へと歩き始める。

「はふう、なんか飛行機酔いしたみたい……」

「もうお姉ちゃん、だらしないなぁ……じゃあケイさま、私、シャワー浴びたいから先に行きますね」

「グゥウウウウッ……」

「て、だからなんなのよ、私のあとばっかりついて来ないで～」

　先になって駆け出す佐さ奈なちゃん……とクマ。

「……なんかあの二人、すっかり仲良しになっちゃったね」

　かつてはわたしを、あんなにぎゅうぎゅう愛して？　くれていたクマなのに、なんか遠いところに行っちゃったなぁ。ま、更にどうでも良いけど。

「そういえばクォーター、サナちゃんについて一つだけ気になることがあるんだ」

「へ？　佐奈ちゃんがどうかした？」

「以前に飲んだ水の影響は消えたけど……近い内に能力に目覚めるかもな……」

「……それって、元から持っている能力って意味？」

「ああ、いつ頃ごろかは分からないが可能性としては高い。なんせお前の妹なんだから、素質としては十分あるはずだ」

　……うーん、わたしの妹だからって部分は不明でも、いつか佐奈ちゃんにも思考とか読まれるってことなのかなぁ？　それはちょっと嫌かも。

「とりあえず、サナちゃんが変な水だけは飲まないように俺達も気をつけてあげよう。俺ほどじゃなくても、お前だって水の色くらい見えるだろうし」

「えと、変な水ってこの前みたいな、すっごく怖い水のこと？」

「いや、そーゆーのは出会うことも稀まれだから気にしなくていい。普通に感情を持った水だよ。力は弱くても飲んでしまうとしばらく影響が出てしまうからさ」

「あ、うん、そういえばそうだったね」

　最近はすごい水ばかりで忘れがちだったけど、普通に雨粒や缶ジュースの中にだって、薄らとした色の水を見ることは多い。

　その様々な色の違いは、感情とも呼ばれるモノの種類でもあるわけだし……うっかり赤いのなんか飲んだら怒りっぽくなってしまう。

（……ん？　様々な感情があるってことは……もしや、えっちになってしまう水ってのもあるの？　なんかこう突然えっちでイケイケな感じになるみたいな……）

「……セクシィ佳か奈な子こ……デビュー」

「はい？　なにが？」

「いやいやいやいや、なんでもないですぅ、なんでもっ」

　さすがにそんな水だけは飲まないように気をつけないと。でも何かの間違いで一度くらいなら飲んでみたいと思ったり思わなかったり。複雑な乙女心とはこのこと。

　てな感じで、のほほんと浜辺の道をヒヨリミと歩いている時だった。



「こんにちはカナコさん」

　突然、目の前に現れた、ゴスロリっぽい服を着たツインテの女の子。

　なのに、右手はビシッと敬礼のポーズを取っていた。

「て、確かあなたは、以前に船で会った……ク？　クラ？」

　……なんて名前だっけ？　クラクラ？　頭くらくら？

「クララです。マージナルの渉外担当官、クララ・カンテミールです」

　でも名前を聞いても今一つピンと来なかった。あれから少し時間が経たっているのと、何より以前とは服装が違いすぎた。

「ケイさんもお元気でしたか？」

「……挨あい拶さつは不要だ。それより何しに来た？」

「はい、お二人に用件があって参りました」

「……俺達に？」

「どちらかというとカナコさんで、貴方あなたはついでです」

「…………………」

　途端に険しい顔つきになるヒヨリミ。と、どこかぽけ～っとした顔のクララさん。

　両者の温度差が激しいと感じつつ、わたしは以前に二人が戦った時のことを思い出し、怖くなっていた。

（……もし、この二人が再び争うことになったら、只ただじゃすまない）

　ミルさんからハンドラーの本気？　の能力を教えてもらったので尚なお更さらにそう感じる。

　なのでわたしは機転を利かすことにした。

「あの、クララさんっ、とりあえずウチに来られますか？　すぐそこですし」

「おいクォーター、あまり気を許さない方が良いぞ」

「でもぉ……あ、どうぞどうぞ、こんなところで立ち話も何ですから」

　先になってわたしは歩き出す。

　出来るだけ二人には話をさせない方が良い。バトルモードにでもなったら、わたしでは手に負えないし。

「それではクララさん、ついて来て下さいね」

「……ありがとうカナコさん、私、その言葉を心待ちにしておりました」

　そう答えると仰々しく敬礼してみせる。何な故ぜそんなオーバー？

「実は私……先日からこちらに伺っておりましたが、生あい憎にくご不在のようでしたので、少々待ちくたびれていたところです」

「あ、そうだったんですか？　……実はちょっと出掛けていたもので……」

「おかげで、丸２日ほど飲まず食わずです」

「って、ずっと待ってたんですかっ、ここで？」

「……危ういところでしたよ。お二人の帰りが、あと１日でも遅ければ……」

「………………」

（じゃあ出直しなよっ、２日も待ってないでっ）

　と、ツッコミを入れそうになったけど止やめた。

　クララさんは船から来ているのだろうし、そう何度も来られないのかも知れない。

（……でも、なんか適当に駅前に買いに行けば良かったのでは？）

　よく見たら敬礼の姿勢にしても、どこかふらふらとよろけているようにも見える。

「えと、とにかくウチに来て下さい。なにか食べる物も用意しますから」

　ちょっとヒヨリミは嫌な顔をしていたけど、詳しい説明も聞きたいし、訪ねて来てくれた人に対して知らん顔できないし。



「はふう、ただいま……」

　元気良くドアを開け中に入る。

　たった２日ほど留守にしただけでも、なんとなく新鮮に感じた。

「あ、クララさんも、どうぞ遠慮なく上がって下さいね」

「それでは失礼します……てっ、足がっ、足が……」

「大丈夫ですか？　なんか痛そうに引きずってますけど？」

「……やはり丸２日の立哨姿勢は無理があったか……」

「………………」

（じゃあ座りなよっ、なんで２日間も立ってたのっ!?）

　と、またツッコミを入れそうになったけど止めた。

　クララさんって軍人らしいから、わたし達の感覚とは違うのかも知れない。なんかこう命令には絶対服従っぽいようなイメージだし。

「くっ、なにくそ、極度の疲れの為ために足がっ……動け、動けマイ足、えいえーいっ」

　あ、ようやく名前と顔が一致した。えいえーいっの人だ。

（……でも、クララさんってこんな人だっけ？　以前はもっとしっかりしていたような気がするけど……）

　ヒヨリミと戦っている時は怖かったのに、今日はどこかへっぽこに感じる。

　てなことを思いながら、ようやくテーブルについたクララさん。なんかもう見るからにハラペコのせいか、ぐったりしていた。

「えと、今って、こんなものくらいしか無いんですけど……」

　早速わたしは、パンとワインと塩漬けの燻くん製せい肉を差し出す。

「いただきまーすっ、がつがつがつがつがつっっ……おかわりっ」

「わっ、食べるの、むっちゃ速っ」

　あっという間に大皿のパンを全すべて平らげ、ワインは瓶ごと一気飲みした。時間にしておよそ30秒ほど。

「おかわりっ」

「あ、はいはい……すぐ持ってきますぅ」

　……なにこのハラペコっぷりは？　どこのフードファイター？

　と、またツッコミを入れそうになったけど止やめた。丸２日も飲まず食わずなら、誰だれだってこんな感じになるのかも知れないし。



　結局、クララさんはおかわりを３回も繰返し、ウチにあったチーズも全て平らげ、ようやく落ち着いたようだった。

「ふう、ごちそうさまでした……カナコさんには、大きな借りが出来てしまいました。このご恩は一生忘れません」

「や、ご恩だなんて、そんな大おお袈げ裟さな……」

「いえ、大袈裟でなく本当に危ういところでしたから。うふふ、うふふふ……」

　とりあえず適当に話を合わせておこう。この穏やかな笑みが怖いから。

「思えば、とてもひもじい２日間でした……そもそも、うっかり上陸したのが間違いだったように思います」

「うっかり上陸って……どこの座礁した迷いクジラ？」

「しかもお財布も忘れたため……どうして良いか分からず、先ほどの場所で途方に暮れていた次第です」

「あのう、こう言っては失礼ですけど……誰かに声を掛けるとか、サカナ採って食べたりとか何か方法があったような……」

「はい、１日目の夜には、そんな考えも浮かびました……ですが……」

「ですが？」

「……美しい夜空を見上げていると、人間って何てちっぽけなんだろう？　っと思い始めて、なんかもう色々と面倒になってきて、ぼ～っとしていました」

「………はあ、そうですか……」

「他ほかにも平和そうに歩いているヤドカリを眺めていると……我々はこの科学と引き換えに何を失ったのだろうか？　……という想おもいに取り憑つかれ、なんかもう、えいえーいって気持ちになって、ぼ～っと立哨を続けていたのです」

「………………」

　……これは何かのテストだろうか？　わたしのリアクション待ち？

「実はですね……私、お腹なかが減ると極端に思考能力が下がる性癖を持っているのです」

「え、ああ、それはなんとなく分かります……」

　ちなみに今も、かなりアタマが回ってないですよね？　あと一般的に性癖とは言わないと思います。

「ん？　でもクララさん、それって一度ゴハン抜いちゃうと危険じゃないですか？」

「その通りです。お腹なか減る→食べるの面倒かな→更にお腹減る→恥ずかしいポエムを考え始める→もっとお腹減る→大宇宙のことを考え始める→餓死。という流れです」

　……誰だれかこの人に携帯食料を所持させて。

「ちなみに先ほどは、ポエムに飽きた頃ころでしたのでかなり危険でした」

「そ、そうですか……とりあえず今後は、うっかり上陸しても食べ物だけは持参して下さい」

「ええ、生死にかかわることですし……あ、そういえばお土産がありました」

「え？　……ああ、お気遣いどうもです……」

「どうぞ、お土産のまんじゅうです」

　じゃあそれ食べなよっ！　生死にかかわってんならっ！

　なんなのこの人？　ツッコミ我慢大会の司会者？

　以前はもっと凛り々りしいイメージだったのに、とんだ面白人間だよ。

「どうやら、だいぶ彼女も回復したようだな……」

「あ、ヒヨリミ」

　ずっとソファに座って様子を窺うかがっていた彼が、初めて会話に参加してきた。

「クォーター、お前は向こうに行っていろ」

「え、でも……」

「大丈夫だから、二人で話をするだけだ」

　明らかに真面目まじめモードになりそうで、少し気になるんだけど……。

　しょうがないのでソファに移動して腰掛けると、足をぶらんぶらんとさせる。でも、二人の話にも聞き耳を立てていた。

「さてっと……じゃあクララ、さっそく本題に入ってくれ」

「わかりました」

「さっきはクォーターに用があると言っていたが、お前たち船の人間が何の用だ？」

「率直に申し上げます。カナコさんに興味があり研究をしたいのです」

「ふーん……それで？」

「……驚かれないのですね？」

「少し前から、姉貴も同じことを言ってるよ」

　なんか向こうでわたしのことを話してるっぽいので、聞こえないフリして足ぶらんぶらんを続ける。

「もちろん拘束したり、実験のような真ま似ねを強いることはありません」

「具体的に言ってくれ」

「只ただ、カナコさんのデータを……日々の暮らし方を知りたいのです」

「もっと具体的に」

「………………」

　……なんかちょっとヒヨリミが怖いかも。淡々と問い詰める様子が迫力ある。以前に船で対話した時と二人の雰囲気は違っていた。

「……カナコさんに、船に乗って頂きたいのです」

「ダメだ。話は終わったな」

　すぱっと会話を打ち切ると、立ち上がるヒヨリミ。まだ何かを言おうとしているクララさんは取り付く島もないほどだった。

「じゃあ、さっさと帰ってくれ」

「待って下さい、それでは後日に……」

「……言っておくがクララ、別の誰だれかを寄越しても答えは変わらないぞ」

「わかりました……船に来てもらうのは諦あきらめます」

「それが賢明だ。ちなみに、もし無理強いすれば姉貴も黙っていないだろう……」

「………………」

　その言葉でクララさんは完全に黙ってしまった。

　わたしには、船とミルさん達との関係はよく分からない部分も多い。

　でも、両者の目的が同じである為ために、現在は表立って争うことは避けているということは聞かされていた。

　やがて、しばらく黙ったままだったクララさんは何か意を決するように……。

「では私が、カナコさんの側そばにいさせて頂きます」

「えっ……お前が？」

「それならよろしいでしょうか？」

「………………」

　今度は逆にヒヨリミの方が黙ってしまった。

（……でもそれって、クララさんが船を降りてここに来るって意味だよね……）

「ちょ、ちょっと待ってぇ～」

　思わずわたしも二人の会話に加わる。

　いい加減に本人不在で進められるのも、なんか切ないものがあるし。いつまでもソファに座って、足をぶらんぶら～んしてる場合じゃないよ。

「えと、もしかしてクララさんもウチに住むってことですか？」

「そうです。駄目でしょうか？」

「うーん、ダメってゆーか、なんてゆーか……」

　忘れがちだけど、わたしの最終目的はヒヨリミと二人できゃっきゃうふふなんだし……。乙女ゲー的なトゥルーエンドを目指して日々精進しているわけで。

　……間違っても、大規模な事件の渦中にいる人物ではない。現在の特別とやらの扱いで一杯一杯だった。

「あのうクララさん、申しわけないけど、ウチの家ってもう部屋が空いてないから、やっぱり無理ですぅ」

「……そうですか、それはしょうがないですね」

「はい、ごめんなさい……」

「いえいえ、こちらこそ突然失礼しました。お食事ありがとうございます」

　最後にまたビシッと右手を挙げて敬礼すると、クララさんは家を出て行った。



　ちょっと申しわけない気もするけど、今ですら佐さ奈なちゃんも一緒で大変だし。

「クォーター、気にするなよ」

「あ、うん……」

「別に俺だって敵対したいわけじゃない……でも船は謎なぞが多すぎる。あそこの連中とは近づきすぎない方が良い」

　言いながら頭をなでなでしてくれるヒヨリミ。

　不意にこーゆーことするから、うれしかったりする。

「はふう～、やっとケモノ臭いのが消えた～」

　今までの流れを全く知らない佐奈ちゃんが、やっとシャワーから出てきたらしい。

「ねえ、次はお姉ちゃんもシャワーを……」

「グゥウウウウッ……」

「わ、またクマが入ってきてるしっ、ちょ、なんで私のあとばっかりついて来るのよ、てかシャワー出たとこなのに、すりすりは止やめて──っ」

「あ、また走って逃げちゃった……」

　しかし佐奈ちゃんはいつも平和だなぁ。

「じゃあクォーター、俺達もシャワー入るか」

「あ、うん、わかった」

　答えながら、部屋へとスク水に着替えに向かう。

　や、別に喜んで着てるわけじゃないから。せっかくのプレゼントなんだし。



　ジリリリン……。

　お風ふ呂ろ上がり、タオルで髪をわしゃわしゃしていると居間の黒電話が鳴った。

「お姉ちゃん、電話」

「むう、佐奈ちゃん目の前にいるのに……」

　しかもお菓子食べながらごろごろして、超ヒマそうなのに。

「あ、はいはい……もしもし、Petit・ササキですが……」

「その声は佳か奈な子こね、どう？　そっちはもう肌寒いんじゃない？」

　誰だれかと思えば東京のママだった。

　基本的に毎日の定期連絡はわたしからするので、ママから掛かってくるのは珍しい。ちなみに佐奈ちゃんはパパに連絡を入れているようだ。あのパパっ子め。















「えと、ところでママ、こんな時間にどうしたの？」

「さっきベヴァン教授から、こっちにも連絡あったのよ。なんでも実地研修を兼ねて、地元の高校に通うらしいわね。頑張りなさいよ」

「え、ああ……うん、そうそう」

　……実地研修か。なるほどこれは上う手まい言い訳かも。

　扱いとしては、大学に籍を置いたままでの活動となるはずだった。

「あなただけじゃなく佐さ奈なちゃんまでお世話になって……近い内にママもそっちにご挨あい拶さつに行かせてもらうわね」

「や、全然お気遣いなくっ、教授は忙しい方なので、気を遣わせちゃうからっ」

「あらそう。じゃあご遠慮しておくわ」

　はふう、危ない……ママに来られたら色々とぶち壊しだよ。

「……でも、まさか佳か奈な子こがあの高校に通うだなんて……ある意味、マギルよりビックリしちゃったわ」

「もしかしてママ、知ってるの？」

「ええ、私は違う学校だったけど、そこに通っていた友達が何人かいたからね」

「ふぇ～、そういえばママも中学まで、こっちだったっけ……」

「ま、あなたも頑張ってね。うふふ」

　チン。

　……なんなの？　うふふって？

「お姉ちゃん、ママなんて言ってたの？」

「ああ、佐さ奈なちゃん……」

　わたしは今までの流れを簡単に説明する。自分と違って佐奈ちゃんの場合は、特にカナダに留とどまる意味もないだろうし。

「……そんなわけで、研究室もお休みだから、地元の高校に通うことになったの」

「へ～、地元の高校か……」

「別に佐奈ちゃんは、フランスに帰っても良いのよ？」

「まっさか、私も残るわよ。だって、もし私がいなくなったら、お姉ちゃんケイさまと二人っきりで、いちゃいちゃ三ざん昧まいする気でしょ？」

　くっ、この子ったら、図星だよ。



　──翌朝。

「ふぁあ～あ、なんかそろそろ朝が寒くなってきたかも」

　さすがにセーターまでは必要ないけど、半はん袖そででは朝晩が冷えてしまう。

　あと何な故ぜか、わたしの前髪が面白いくらいに立っていた。マンガの必殺技を出す時の髪の毛っぽい。なんだろこのパワフルな寝癖は？

　コンコンコンコン、

「あれ？　誰だれか来た……」

　もしかしたら、またクララさんが来たのかと思い、緊張しながらドアを開けると……。

「ちーす、カナコ、元気してた～？」

「あ、ミルさん……もう大丈夫なんですか？」

「ええ、前にも言ったように制御不能な時期さえ乗り切れば、どうってことないわよ」

　ここでミルさんが言う制御不能とは、手で触れなくても操れてしまうあの状態のこと。さすがにあれは危険すぎだったと思う。

「そういえばサナは？　姿が見えないけど」

「えーと、どこにいるのかなぁ……て、いた」

　居間の一角で小山のようになって眠るクマ。恐らくその下でぎゅ～とされつつも、熟睡中らしい佐奈ちゃん。既に見慣れた光景と化している。

「相変わらず仲良いわね、この二人って」

「や、起きてる時はそうでもないですよ……」

　クマのラブラブっぷりは同じだけど、少なくとも佐奈ちゃんは。

「それじゃ寝てるとこ悪いけど、サナも起こしてくれる？　一緒に出掛けるから」

「あれ？　どこ行くんですか？」

「貴女あなた達の高校の編入手続きよ。一応、簡単な面接もあるから」

「え～……、面接って嫌だなぁ……」

　わたしは面接の類たぐいが大の苦手なのだ。

　初対面の人に色々と問い詰められると言葉に詰まってしまう。じ～っと見つめられるのがいたたまれない。しまいには泣くわよって感じだ。

（……出来れば、温和なおじさんが良いなぁ……いつもニコニコしていて、なにかこちらが質問に答える度にアメちゃんくれたりとか）

　む、やっぱりそんな面接官は嫌かも。

「それじゃ、あまり時間ないから早く支度してね。私、表で待ってるから」

「ふぁーい、わかりました……」

　どんな面接か分からないけど気が重いなぁ。

　あと、女子校じゃなくて共学らしいから、男子とかもいるだろうし。

「若い男の人って超苦手だよ。せめて男女別クラスのある学校だったら良いけど……」

　自慢じゃないけどわたしは幼稚園から小・中・高と、全すべて女子校である。

　古風な言い方にすると箱入り娘。直訳するとドーターインボックスか？

　とにかく小心者チャンプの異名の通り、道端で男性に声を掛けられてもシカトダッシュが精一杯のディフェンスである。

　そんな自分にとっては、共学の学校なんて未知と恐怖の世界である。

（……ちょっとオーバーだけど、それなりに本音なのが自分でも切ないよ……）

「きゅんきゅんきゅん……はっ、なんか重いと思ったら、またクマがっ」

「あ、おはよう佐さ奈なちゃん」

「ちょっとお姉ちゃん、早くこれどけて～、クマ臭い～」

　かろうじて顔と手だけを出し、クマの身体からだをぽかぽかする佐奈ちゃん。残念ながらその程度の妹チョップでは、この人には無効である。

「どきなさいクマーっ、お姉ちゃんチョップ、ジャブ、スーパー佳か奈な子こアタックっ」

　左右のコンビネーションに加え、決め技であるスーパー佳奈子アタック（体当たり）を繰り出した。この技はとんでもない破壊力を秘めている……という脳内設定になってる。

「グゥウウウウッ……」

「はふう、重かった……ありがとお姉ちゃん」

「ううん、この人の扱いは慣れてるから」

　ホント、クマに対してはこれくらい平気で出来るのになぁ。つか、クマに対してこれだけのことが出来る女子高生は、世界中を探してもそうそういないだろう。

（……でも若い男の人だけは超苦手だ。ビクビク指数が跳ね上がってしまう）

「あ、それよりも佐奈ちゃん、ミルさん待ってるから早く出掛ける準備して」

「うん……て、どこに行くの？」

「今度の高校の編入手続きだって……面接もあるらしいけど」

「はーい、わかりましたーっ、ああ、夢にまで見た共学っ、楽しみだね～っ」

　ぴょんぴょんと飛び跳ねて、喜びを表現する佐奈ちゃん。またおへそ見えてるよ。

（……同じ姉妹でも全然違うもんね。佐さ奈なちゃんもわたしと同じく幼稚園から女子校オンリーの娘ｉｎ箱なのに……）

　夢にまで見た共学って、わたしの場合は夢は夢でも、悪夢としてなら見たことあるよ。

　何な故ぜか縦笛を持った男子の集団に追いかけられて、泣きながらグラウンド走ってる夢だけど……。

　なんか久しぶりに、小心者チャンプの名に恥じない活躍が出来そうかも。



　やってきたのは駅前にほど近い建物。少し古びたコンクリートの校門が見えた。

「えーと……ルアンヌ水産漁業高校？　ここが今度の学校ですか？」

「ええ、この町には他ほかに高校ないからね」

「はーいはいはい、ミルさん質問でーす、ここって変な部活ありますか？」

「さあ、そこまでは知らないけど、ジム（体育）はしっかりやってるそうだから、スポーツは盛んなんじゃないの？」

「やったー、実は私、バスケット大好きなんですっ、にゃっ、む、にゃっ、むーっ」

「佐奈ちゃん、わかったから和服でそんなジャンプしないで」

　あと見慣れた不思議な動きも、和服でされると新鮮だね。

　それからミルさんに連れられて入室した校長室。

　幾つかの簡単な質問の受け答えをして、最後に書類にサインをすると編入手続きも終わったらしい。

「ふう、ドキドキしたね……筆記試験もあるかと思ってビクビクだったよ」

「あのねお姉ちゃん、仮にもマギル院生なんだから、高校の試験なんて今さらするわけないでしょ？」

「うん。これもミルさんのおかげだね」

　パンケーキ焼いてただけなのに、フリーパス貰もらっちゃったよ。

「さて、これで貴女あなた達は、来週からここの生徒だけど……サナ、貴女は本当にこんな高校で良かったの？」

「もちろんですっ、部活も盛んみたいですし、すっごくうれしいです」

「でも貴女って、グランゼコール目指していたんでしょ？　だったらフランスに戻って、準備学級へ進まないと無理よ」

「いえ、大学や将来のことより、今、学園生活や部活に青春を燃やしたいんですっ」

「あら、なかなか素敵なこと言うわね。ちょっと見直したわよ」

　……結局わたし達は、二人ともグレード11（高２）として通えることになったらしい。

　よく考えたら佐奈ちゃんは、一つ年下だからスキップ扱い？　なんか悔しい。



　それから駅前でミルさんと別れ、少し食材を買い出ししてから家へと帰るわたし達。

　まもなく家が見えるところで、佐奈ちゃんが声を上げた。

「ねえ、あれなんだろ……お姉ちゃん見て」

　そこには家の前、玄関先に停とめられた一台の大きなトレーラーハウス。

「お姉ちゃん、誰だれが来たんだろ？」

「え、あ、うん、誰だろうね……」

　言葉ではこう返すが、実はわたしには心当たりがあった。昨日の今日だし、何より普通の車ではなくトレーラーハウスの時点で想像できる。

「カナコさん、おかえりなさい」

　やっぱりそうだった。

　ゴスロリに身を包み、いつものようにビシッと右手を挙げ敬礼するクララさん。どうやら今日はハラペコじゃないのか動きもキビキビしている。

「先日にお部屋が無いとのことでしたので、私の分は自前で用意させて頂きました」

「そ、そうですか……」

（……甘かった。てっきり諦あきらめてくれたと思ってたのに……）

　ぱっと見た感じでも、このトレーラーハウスは小さなキッチンやシャワーもありそうで、一人で生活する分には不自由しないように思える。

「んん、なにこのツインテ？　お姉ちゃんの知り合い？」

「……えーと確か貴女あなたは、カナコさんの妹さんの……サナさんでしたっけ？」

「そうですけど……つか、あなた誰？」

　……まずい。

　佐さ奈なちゃんは船でのことを覚えていない。そしてわたし達が佐奈ちゃんに、水の力のことを秘密にしていることをクララさんは知らない。

「どうやらサナさんも、無事、元に戻ったようで良かったです」

「無事って何のこと？　どこかで会ったことあったっけ？」

「え、ああ……そうでしたね。あの時は影響を受けてましたし覚えてないのですね」

「は？　ちょっとお姉ちゃん、このFuckin'ツインテ変だよ、桜田門外の変くらい変」

「いや、相変わらずよくわからないよ、そのたとえ」

　とはいえ、このままではちょっと具合が悪い。

　なのでわたしはクララさんに耳打ちする。

「（クララさん、突然ですけど、またあの技をお願いできますか？　以前に佐奈ちゃんを眠らせた、あの技です）」

「ああ、はいはい、お安いご用ですよ」

　簡単に了承すると、佐奈ちゃんに向かって歩き始めるクララさん。

　今、細かい説明をするよりも、こっちの方が手っ取り早い。今日もわたし冴さえてる！

「それでは行きますよ……しばらく寝てなさーい、えいえーいっ」

「なにやってるのツインテ？　私のデコ触って？　でもこれって以前にもどこかで……いやこれ自体なんかデジャブり方がハンパないような……」

「や、佐さ奈なちゃん疲れているんだよ」

「もう一度いきます……寝てなさーい、えいえーい、えいえーい、えい☆えーいっ」

「なんなのよ、さっきか……ら……くーかー、きゅんきゅんきゅん……」

　よし。決まった。

「ふふん、ざっとこんなもんです。えっへん」

　そして目の前には無駄に胸を張ってみせるクララさんがいた。えっへんって……なんかイメージ崩れるから止やめて欲しい。

（……だけど、佐奈ちゃんには水のことは話せないし、しょうがないかも……）

「どうやら、サナさんには秘密にしているのですね？」

「あ、はい、そうです……て、やっぱりクララさんも思考が読めるのですか？」

　時折、ミルさんやヒヨリミにも読まれていた。クララさんのハンドラーとしての実力はよく分からないけど、彼女ならば可能に思えたからだ。

「いいえ。思考を読める人はいません」

「え、でも、以前にミルさんが……そもそも、現に今もクララさんが……」

「感情は色で分かりますが、思考はその組み合わせによる推察に過ぎません」

「……推察？」

「もちろんレベルが高いほど細かい感情の色差も認識できるため、推察する材料も増え、結果として精度も上がります」

「ああ、なるほど……そういう意味でミルさんも言ってたんだ……」

「私には無理ですが、極めた者なら心を見透かすことも可能でしょう」

　でもそれと似たような芸当の出来るクララさんは、やはりかなりのレベルのハンドラーということなのだろう。

「それよりもカナコさん、これで私も一緒に生活させてもらえますか？」

　玄関先に停とめられた大きなトレーラーハウスを指差しての言葉だった。

「えと、うーん……どうしよう……」

　……ミルさんからは、船の人も無茶なことはしないと聞いている。

　そもそもクララさんそんなに悪い人には思えないし、ここまでやってくれたのに断るのも申しわけないし……。

「えと、それでしたらクララさん……佐奈ちゃんにだけは、水のことは内緒にしてもらえますか？」

「わかりました。私も関係のない人には出来るだけ知らせない方が良いと思います」

　そう答えると優しく微笑ほほえんでくれた。

　……なんかクララさんのキャラが今一つ掴つかめない。

　今のように聡そう明めいな時もあれば、ちょっとおバカな時もあるし……特に性格は変わってないようだし、何かの水の影響を受けてるってわけでもないと思う。

「それではカナコさん、今日からよろしくお願いします」

「あ、はい、こちらこそ……それで具体的には、何をするのでしょうか？」

「出来るだけ一緒に生活します。日々の暮らしの中から、些さ細さいな点を見つけるのが研究の第一歩となりますから」

「はぁ、そうですか……」

　なんかミルさんと同じようなことを言われた。もしやこの人も検尿くれとか言うのだろうか？　そんな出ないよ。



「おい、ちょっと待て……」

「あ、ヒヨリミ？」

　裏庭から姿を現したヒヨリミ。どうやらわたし達のやり取りを窺うかがっていたらしい。

「クォーターが許可しても、俺は認めないぞ」

「ではケイさん、どうすれば認めてもらえるのでしょうか？」

「幾つか質問させてもらおう」

　また以前のように二人の間の空気が張り詰めた。

「クララ、お前がここにいるってことは、船も近くにいるのか？　お前以外に上陸した者はいるのか？」

「そのどちらもお答えできません」

「ここに来た目的は仕事か？　それともお前個人のプライベートか？」

「両方だと思います」

「ほう……ちょっと今の回答は意外だったぞ」

「ですが他意はありません、やはり上官からの指示だと考えて下さい」

「わかった。では最後の質問……お前はクォーターに害をなす者か？」

「………………」

「これにさえ答えれば、以後お前に対して質問も詮せん索さくもしない……」

「もし答えなければ？」

「ここから追い出す。力ずくでな……そして二度とお前と会うことは無くなるだろう」

　いつになく真剣な顔でクララさんに話すヒヨリミ。

　でもその内容は話すではなく、脅しとも、挑発とも取れる。

「……敵ではありません、少なくとも私は」

「ならば誓えるか？」

　その言葉に、黙ったまま左手を胸に当て、右の手の平をこちらに向けると、

「……私クララは、カナコさんに対し害をなす者ではありません……」

　最後に十字をきりアーメンと唱えた。神に宣誓した以上、嘘うそではない。

「……わかった。今後は自由にこの家にも出入りしてくれて構わない」

「ありがとうございます。ケイさんもよろしくお願いします」

（はふう、よかった……）

　思わず二人のやり取りが無事に終わってくれて安あん堵どの息が漏れた。

　そういえば自由に出入りしてくれって、ここウチなんだけど。



「グゥウウウウッ……」

「んん？　……て、うわああっ」

「どしたのクララさん？」

「ク、ククク、クマがっ、クマが出てきた───っ」

　いつものように裏庭から、のっそり現れたクマ。巨体を揺らしながら、平和そうにこちらへ向かってきていた。

　ま、知らない人が見たらビックリするよね。普通は。

「うああ、ど、どっかいけ、どっかいけクマっ、しっしっ、近寄るなっ」

「あのうクララさん、気にしないで下さい。それウチのクマなんで」

「へ？　ウチのクマって……じゃあこれ飼いクマ？」

「ええ、まあ、そんな感じです」

　なんでこの人も、飼い犬とか飼い猫のような呼び方をするのだろう？

「ひいーっ、しっしっ、こっち来るな、えいえーいするぞ？　ホントにするぞ？」

「そこまで怖がらなくても……あとそれってノラ犬の追っ払い方ですよ？」

「って、すりすりしてきたぁ～っ、うはあ～、助けてぇっ、匍ほ匐ふく全身っ」

「あ、地面に転がっちゃダメです、ごろごろはクマの大好物なんですからぁ」

「グゥウウウウッ……」

　ぎゅうっ。

「あ、やっぱりフォールされた……」

「ちょ、ちょっと重いって、動けないし、あとケモノ臭くて死ぬっ」

　残念ながら、そのケモノ臭さはウチに出入りする以上、慣れてもらうしかないです。

　しかしクマに対しての怖がり方がちょっと面白いくらいかも。佐さ奈なちゃんだって、そこまでビビってなかったのに。

「うーん、むにゃむにゃ……はっ、ここは？」

　てなことをやっていると、もう目を覚ました佐奈ちゃん。

　えいえーいが弱かったのか、それとも免疫がついたのかしら？

「だ、誰だれか助けてぇ、クマに押しつぶされるっ、カナコさーん、ケイさーんっ」

「わっ、ツインテが大変なことにっ」

「重いし、ケモノ臭いし、なんなのこのクマはっ」

　尚なおもクララさんの上に乗って、ご機嫌な様子のクマ。佐奈ちゃんを目の前にしても、まるで眼中にないような、ぎゅうぎゅうっぷりである。

「……………………」

「どしたの佐奈ちゃん？」

「……なによクマの奴やつ、あんなに私のことぎゅうぎゅう愛してくれていたのに……」

「わたし知ってた……クマは浮気者なんだよ……」

「ふんっ、別にいいわよ。むしろ私はアザラシとラブラブになるんだから」

　なるそうです。いや無理でしょ。



　──こうして、ウチの玄関前に置かれることになったトレーラーハウス。

　わたしの暮らしぶりを見たって、それが本当に役立つのかは知らない。

　ヒヨリミも船から来た人ってことで、あまり良い顔はしてなかったし。

（うーん……わたしとしてはクララさんって悪い人じゃないと思う。でも少し変わった人だなってのは感じていた）

　そういえば新たな同居人が増えたことで、ますます彼と二人っきりで過ごす時間が減りそうで、そっちの方がしょんぼりだよ。





　──翌朝。

　９月も初旬から中旬に入り、街路樹のイチョウやメープルも赤く染まる。まもなく山では落葉も始まる頃ころだろう。

　短いカナダの秋は、とても美しく爽さわやかだった。

「ふぁあ～あ、よく寝た……」

　大欠伸あくびと共に居間へと向かい、朝食の準備を始める。

　ようやく水に触れるの禁止令が解かれたので、今ではわたしもお料理ローテーションに参加しているのだ。

　ちなみに佐さ奈なちゃんは、まだ全力で寝ていた。

（……昨夜も遅くまでマンガを読んでたもんね。そろそろ早寝早起きの生活に戻さないと。来週から学校に通い始めるんだし……）

　コンコン、カチャ。

「あ、クララさん……」

　ノックと同時にドアを開け入ってきたのはクララさん。無地の青いジャージっぽい服に身を包み、特になにか言うでもなく、へろへろと居間のテーブルの椅い子すに腰掛ける。

「おはようございます、どうですかトレーラーハウスの住み心地は？」

「…………………」

「あ、もしかしてその服ってパジャマなんですか？」

「…………………」

「……どうしました？　なんかぼ～っとしてるみたいですけど？」

「……はらへった……」

　それだけを言うとテーブルに突っ伏してしまった。

　一見寝ているようだが、ちゃんと目は開いており、なにか小声でぶつぶつ言っているようだった。ちょっと怖いって。

「あのう、よく分からないのですが……何か朝食を用意しましょうか？」

「……お願いします」

　ふらふらと顔を上げると、虚空の一点を見つめたまま答える。

「……カナコさん、急いで下さい……このままでは不思議なポエムが生まれそうです」

「わ、わかりました、すぐに」

　取り急ぎ、昨夜の残りのシチューを温め、パンも皿に盛る。あとはチーズとサラダ。

　グリルは時間が掛かるため、スピードを最優先したのだ。

「どうぞ、有り合わせですけど……」

「いただきまーすっ、ぱくぱくぱくぱくぱくっ……おかわりっ」

「わ、やっぱり食べるの速っ」

　以前と同じようにもの凄すごい速さで食べるクララさん。２回ほどおかわりしたところで、ようやくへろへろっとした感じも治まったようだ。

「ふう、助かりました。ごちそうさまです」

「……あのう、以前にオナカが減るとアタマが回らないとか言ってましたけど……あれって冗談じゃなかったんですね……」

「ええ、全力で本当ですよ。何でしたら誓っても良いです」

「や、別にそのくらいのことで宣誓を求めてないですから……」

「……私クララは、ハラペコになると頭が回りません。アーメン……」

　聞いてないし。こんなことで宣誓してたんじゃ神さまも大忙しだよ。

「お恥ずかしいことに、寝起きである朝は、特にぼ～っとしているのです」

「ええ、まあ少し理解できます……」

　どうやら低血圧の人っぽいし。寝起きってことは空腹でもあるから、その理屈には合っているのだろう。

「今後とも何かとご迷惑をお掛けしますがよろしくお願いします……て、あいたっ」

　ぺこりと頭を下げた拍子に、テーブルに顔をぶつけた。まだ少しボケてるらしい。

「あ、基本的にオナカが膨れたら、まともになりますので」

「それって何かの水を飲んだ影響じゃなくて、体質ってことですよね？」

「ええ。こんな性癖を持って恥ずかしい限りです。すみません……て、あいたっ」

　再びテーブルに顔をぶつけると、自分の食べた食器を持って、ふらふらとキッチンに向かうクララさんだった。だから性癖とは言わないから。

（……普段の雰囲気とのギャップに慣れるまで時間が掛かるかも……）

　少なくとも、あの調子では朝食当番のローテーションには入れないね。

「おはようクォーター……て、もう彼女は来ているのか」

　居間に降りてきたヒヨリミが、早速クララさんを厳しい目で見つめる。一応、この家で自由に過ごして良いと許可しても、やっぱり彼にすると気になるのだろう。

「えとね、クララさんは先に朝ゴハンも食べちゃったよ」

「ふーん……まあいいや。それよりもクォーター、シャワーまだか？」

「あ、うん、すぐ着替えてくる」

　ぱたぱたとスリッパを鳴らすと自分の部屋に向かう。

「……だけど、どうしてわたしも、毎回これに着替えるんだろ？」

　手に水着（スク水）を持ったまま思わず呟つぶやく。

　いつのまにか定例化してしまったけど、よくよく考えるとこれを着る意味ってなかったりする。むしろ恥ずいし。

「でもせっかくヒヨリミが買ってくれたんだし……」

　明らかな言い訳と共に、着替え終わる。

（……冷静になって考えてみると、彼がくれた唯一のプレゼントがスク水で、わたしが彼に渡すモノは、おしっこってどうなのだろう？）

「てなこと言いながらでも、ちゃんと今日もスク水を着るわたしもナンだかなぁ」

　実は密ひそかに喜んでいる節もあるし、このロリ姉は。



　再びキッチンを見ると、そこには床をモップ掛けするクララさんがいた。

「えと、もしかしてお掃除やってくれているんですか？」

「そうです。先ほどはお世話になりましたし、今後もお世話になることですから」

　テキパキとモップを動かしながら、しっかり答えた。先ほどまでの、ぽけ～っとした感じと明らかに雰囲気が違うし。

「え～、この後の予定としましては、食器の漂白・キッチンの壁紙の張り替え・テーブルクロスの修繕も検討中ですが……カナコさん如何いかが致しましょう？」

「……はい？」

「概算見積もりは、食器の漂白に30分、壁紙の張り替えは25分、テーブルクロスの修繕は余裕を持って40分と考えております。最終的な全工程終了は１時間35分後、プラマイ３分ほどの所要時間で終えると思われます。この立案で作戦実行してもよろしいでしょうか？」

　一気にスラスラと述べると、わたしに向かって敬礼までするクララさん。

（……作戦てナニ？　いつからわたしは貴女あなたの上官に？）

「えと、よく分かりませんが……よろしくお願いしますぅ」

「了解しました。立案説明に時間を要したため、予定より２分遅れとなりますが……今でしたら誤差の範はん疇ちゆうとしてカバーできます。終了時間マルキューフタナナ時で変更ありません。ご安心下さい」

「や、だから敬礼はしなくて良いですから……」

　……なんなのこの人？

　恐らくこれが本来のクララさんなのだろう。でもテキパキし過ぎだよ。

　ぽけ～っとしてる時も微妙だけど、ここまでされると逆に引いちゃうとゆーか。どんだけ軍人なのこの人？

「そういえばカナコさん……先ほどから気になってましたが、その水着は？」

　スク水を着たわたしへの質問だった。

「あ、実は今からシャワーの時間でして……」

「ほうほう、シャワーは朝に浴びるっと……めもめも」

「って、なにメモってるんですか？」

「私の仕事はカナコさんの日常生活をチェックすることなんです。どんな些さ細さいなことでも研究に繋つながる可能性があると指示を受けていますから」

「はあ、そうですか……」

「今後は出来るだけ行動も共にさせて頂きますね」

　……もしかして何をするにもついてくる気だろうか？　あと、ことある毎ごとにこーやってメモされるのかしら？

「では早速ですが、私もシャワーにご一緒させて頂いてよろしいですか？」

「えっ、それは、そのう……別に良いですけど、オススメしませんよ……」

「大丈夫ですよ。よいしょっと……」

　何を思ったか、そのまま上着を脱ぎ始めるクララさん。もしやと思いつつ眺めているとブラにまで手を掛け、パンツもするすると下ろそうとする。

「わ──っ、なに唐突に脱いでるんですかっ、止やめて下さいっ」

「シャワーでしたらハダカになるのが当然だと思いますけど、んしょっと……」

「や、だから脱がないで下さいって」

　あとパンツを膝ひざの途中で止めたまま、笑顔で会話するのも止めて下さい。

　……どうやらクララさんも、ミルさんやヒヨリミと同タイプっぽい。ベクトルは違っても結果的には同じだし。

　申しわけないけど、こんな二人と一緒にシャワー浴びるのは、ご遠慮したい所存。

「すみませんクララさん、シャワーは裸じゃダメなんです」

「えっ？　裸じゃダメって……はっ、もしかしてその水着が？」

「……そうです。日本ではこれが入浴時のユニフォームなんです。ご存知ないかも知れませんが常識中の常識です」

「なるほど……日本ではハダカＮＧ、ユニフォーム着用っと、めもめも……」

　久しぶりに騙だましてしまった。

「ところで、その胸のゼッケンのようなもの……４─１ってなんですか？」

「…………………」

「恐らく何かの認識コードだと思いますが、このナンバーの意味は？」

「に、日本では、それを問うことは大変失礼な行為とされています……あ、これはメモらないように」

「分かりました。どの国にも独自のルールや禁忌がありますからね」

　まさか連続で騙だますことになるとは。



　シャー……いつものように足元にちっちゃくなって頭上からのシャワーを浴びる。

　隣ではヒヨリミが、落ちてくるシャワーの水をぽけ～っとチェックしていた。

　ちなみにこのシャワーの水は、雨水を溜ためたタンクではあるけど、冬期はボイラー管を通す作りなのでお湯も出るのだ。

「なあクォーター、お前クララのことをどう思う？」

「ん～、ちょっと変わった人だけど悪い人じゃないと思うよ」

「それについては俺も同意見だけどな……」

　以前に手足を落とし合った仲？　なのに、割とヒヨリミも好意的なようだった。

「でもさ一応お前は用心しておけよ。あいつから何かを貰もらっても、食べたり飲んだりはするなよ？」

「……それってクララさんが、わたしに悪いことするって意味？」

「分からないから、用心しろって意味だよ。お前だって姉貴から聞いたろ？」

「あ、うん、一応は……」

　以前のミルさんが大変なことになったのは、わたしが船からお土産に貰った水を飲んだためだと聞いていた。でもあれは１滴ずつ飲むようにとの忠告を、ミルさんは無視して一気飲みしたからだとも聞いている。

「何よりミルさん自身が、あれは自分のミスだって言ってたよ？」

「そりゃあ、そうかも知れないけどさ……」

　どこかハッキリとしないヒヨリミだった。普段が単純な志向性の彼にしては、ちょっと珍しい反応かも知れない。

「とにかくさ、仮にクララは信用するとしても、他ほかの連中には注意しろよ？」

「あ、うん、それは大丈夫……」

　さすがにわたしだって、正体の知れない相手に気を許すことはない。今のところクララさん以外の船の人には会ったこともないわけだし。



　やがてシャワーを終え、ちょうど居間に出た時だった。

「おはよう、お姉ちゃん……って、なんで朝っぱらからスク水なの」

「ああ、これはちょっとごにょごにょ……」

「……お姉ちゃんは、一体どこに行こうとしているのだろうか……」

「や、どこにも行かないよ」

　そういえば、このスク水姿って佐さ奈なちゃんの前では初めてだったかも。

「……ケイさまの日本好きは知ってたけど、そっち方面も好きだったんだ……」

　どうやらヒヨリミが誤解されているらしい。でも面白いからスルーする。あながち間違いじゃないかも知れないし。

「いいな、い～いなぁ～、私もス～ク水、着～たいなぁ～♪」

「どしたの急に歌っぽくして？　お姉ちゃん的にス～クで伸ばすの微妙かなぁ」

「ねえねえ、私にも貸してよ。ね、ね、一生のお願いっ」

　……こんなことで使っちゃうんだ？　一生のお願い？

「でも、佐さ奈なちゃんだってスク水なら、自分の持ってるでしょ？　中学の時の」

「や、ほら私ってもうＡだし～、ＡＡの頃ころのなんて、きゅうきゅうで着れないしぃ～」

「なんで語尾を上げるの？」

　ムカつく女子高生の真ま似ねか？　そもそもＡになったならば、現ＡＡのわたしのスク水を貸してという行為と大きく矛盾しているでしょ。

「て、今気づいたけど、なにその胸のゼッケン？　４─１って……ぷくくくっ」

　……この妹、最も触れて欲しくない部分に食いついてきやがった。

「ありえねーっ、ちょマジありえねーっ、ぷくくくっ、でも的確すぎて少しお姉ちゃんに同情するわ。うぷぷっ」

「そ、そういう佐奈ちゃんだって、きっと５─２とかそんなもんよぉ」

「違うわよぉ、私だったら絶対……ろ、６─１とかよ……たぶん」

「ぷぷぷっ、あんまり差がないーっ、しかも弱気だし」

　でもちゃんと自覚してるのね、佐奈ちゃんも。意味不明なところで大人びたことされるよりお姉ちゃん的には安心かも。

「あら？　お二人とも……どうかされましたか？」

　やって来たのはクララさん。キッチンの掃除中にもかかわらず、目ざとく？　わたし達の会話に興味を引かれたらしい。

「ちょっとツインテ聞いてよ。お姉ちゃん、４─１のくせに私をバカにするのよ」

「えっ……ですがそれは……」

「どうかした？」

「いえ、その件についてのコメントは控えさせて頂きます。それでは」

　そそくさとモップを持って再びキッチンへと戻るクララさん。

　さっきのタブーを信じてるようなので、後で誤解を解いておこう。

「そういえばお姉ちゃん、あのツインテもここに住むの？」

「うん。寝泊りは表のトレーラーハウスだけど、可能な限りここでわたし達と一緒に過ごすらしいよ」

「ふーん、なんで？」

「えっ……」

　思わず即答できずに考え込んでしまう。例の水の調査ってのは、そもそも水の力のことを佐奈ちゃんには秘密にしている以上、言うわけにもいかないわけで……。

「でも、あのツインテって、見た感じ私達とも似た歳としっぽいよね。学校とか行かなくて良いのかな？」

　なにか言い訳を考えようとして、佐さ奈なちゃんの言葉がヒントになった。

「そうそう、クララさんってミルさんの研究を手伝ってる人なの。普段は軍艦に乗ってる海軍の人。で、これもその一環なんだって」

「へ～、海軍の人なんだ、それで変な敬礼とかしてたんだね」

　うん、我ながらバッチリの言い訳だ。

　あとはクララさんにも話を通しておけば大丈夫だ。佳か奈な子こ、今日も冴さえてるね！








■　第六章　佳奈子ノミネートされる　■





　──数日後。夜。

　いつものように浜辺で水を操る訓練をするわたし達。

　相変わらずわたしは、複雑な形状を作るのは苦手なんだけど、シンプルに動かしたり、ライン状に伸ばしたりするくらいなら、軽く出来るようになっていた。

「そういえばクォーター、今どれくらい水の影響が抜けたか調べさせてくれるか？」

「えっ、あ、うん……別に良いけど……」

　答えながら、ぺたんと座っていた足をしずしずと少しだけ広げてみせる。

「じゃあ、調べるぞ」

「う、うん……」

　そして、ゆっくりとわたしのスカートの中へと手を伸ばすヒヨリミ。

（……なんかこうやって触られると、かえって恥ずかしいような……）

　突然された方が、こっちとしても、うはーっとか、ふぇーっとか、リアクションが楽なんですが。

　そもそも身体からだのどこ触ってもわかるのに、いつしか自分からこうやってるのって、それもどうなんだろうね。うん。

「どうですか？　カナコさんの様子は？」

　振り返るとそこに立っていたのはパジャマ姿のクララさん。

「お二人で水を操る訓練をされているのですね。ケイさんがコーチですか？」

「まあな。見ての通りこいつは、ほとんどスキルを持っていないからさ」

「なるほど、それは重要な情報かも知れないですね……めもめも」

　またメモられた。しかも重要らしい。

「それよりクララ、もう一度、俺と勝負してみないか？」

「え、ちょ、ちょっとヒヨリミ、なに突然に言い出すのよっ、以前のスプラッターな惨状を忘れちゃったの？」

「大丈夫だって。只ただの力比べみたいなものだからさ」

　それだけを告げると、波打ち際から海に手を浸すヒヨリミ。

「で、クララ。もし俺が勝ったら……船の目的について教えてもらうが、受けるか？」

「……良いですよ。それでは柱でも作ってみましょうか？」

　そんなやり取りの後に、クララさんも波打ち際から海に手を浸した。

　一体なにをするのかと見ていると……突然、目の前に上がった大きな水柱。

　但し、ヒヨリミの前にある柱は10ｍほどの高さで、クララさんのはその倍くらいに思える。なんか見上げるだけで首が痛いし。

「えと、これってヒヨリミの方が低いから、クララさんの勝ちってこと？」

「そうです。思ったより差がなくて驚いてます」

「やっぱ無理だったか……ま、現時点じゃこんなもんだろ。ふう……」

　キツイこと言われたのに、当のヒヨリミは気にしてない様子だった。

「うーん、よく分からないけど二人とも凄すごいね……もしかしてわたしも、もっとスキルを覚えた方が良いのかなぁ？」

「いいえ、既にカナコさんは水を動かすスキルを身に付けています。それだけで十分だと思いますよ」

「そうなの？」

「はい、特別ですから」

　以前から言われ続けていたことをクララさんにも言われた。

　でもあの時の説明だと、水の影響の抜け方が不規則とか早いってだけで、ぶっちゃけわたしには、そこまで凄いことに思えなかった。

（……そもそも、わたしなんかより凄い人なんて、いくらでもいるのに、どうしてわたしなんかに注目するのだろ……）

「……分かりました。私が知っている限りですが説明します」

「へ？　説明って？」

「先ほどケイさんが尋ねていた、目的のことです」

「……いいのかクララ？　それってお前達の機密だろ？」

「もちろん誰だれにでも話すわけにはいきません。しかしいざと言う時に、お二人に協力してもらえるようにするのも私の任務です」

「……もしかして水の研究より、それが目的だったか？」

「いえ、どちらも重要ですが、まずはカナコさんに信用してもらわなければ、何も出来ませんから」

　突然、核心めいたことを告げるクララさん。今までの経緯もあって、逆にヒヨリミの方が焦っているようだった。

「まず私達の目的はＤＩＡ……つまりミルさん達と同じモノを探すことです」

「それは知ってますけど……結局、なにを探しているのですか？」

「船です」

「……船？」

　少し予想外の回答だった。

　もちろんマージナルは海を航海しているわけなので、その探しているモノが船だったとしても不思議ではないけど……。

「……でも確か、十年以上も探しているんですよね？」

「正確には十三年です。私達だけでなくミルさんのＤＩＡも同じ船を探し続け、いまだに見つけることが出来ないのです」

　……うーん、そう言われてもなぁ。たとえ海が広くても、そこまでして見つからないものだろうか？　それにマージナルのクルーはハンドラーと呼ばれる人達の集まりだ。きっと不思議な力もあるだろうし、ミルさんのＤＩＡだって国家機関なんだから……。

「カナコさん、たった一隻とはいえ、普通の船ではないのですよ……」

　わたしの思考を読んだ上で、どこか寂しそうに答えた。

「えと、クララさん、まだよく分かってませんが……その船を見つけるのにわたしの協力が必要なんですか？　あまりお役に立てる気がしませんけど……」

「いえ、むしろカナコさんの出番は、見つけた後となります」

「あ、そうなんですか……それでなにを？」

「………………」

　何な故ぜかその質問に黙ってしまったクララさん。一呼吸ほど間を空けてから言葉を続けた。

「……沈める為ためです」

「へ？　せっかく見つけたのに？」

「そうです。少なくとも私達はそれを最終目的としています」

　……ますますわからない。

　十年以上も探し続けてるのに、その目的が沈めてしまうことだなんて。

「だけど沈めるのなら、余計にわたしは関係ないような……マージナルにはおっきな大砲とかあったし」

「……実は十年前に、一度だけ肉視距離まで接近できたことがあったそうです」

「あ、一度も発見できてないわけじゃないんですね？」

「ええ。その時に集中砲火したそうですが、傷一つなかったそうです。魚雷も無効で、数時間後には再び視界から消えたと聞きました」

「ふぇ～、魚雷も効かないんですか～……て、そんなすごい船なら、ますますわたしに何を求めてるのか不明ですよぉ」

　まさか兵隊さんにパンケーキでも焼いてあげるとか？

「そして現在のところ、その船を沈められる可能性があるのは……当艦の艦長と、ＤＩＡ現担当者のミルドレッド少佐……それとカナコさんの三名となっています」

「だからなんでわたしがっ、しかもそんな三強の中にノミネートされてるのっ」

「分かりません。上官の判断だと思います」

「いやいやいや、絶対何かの間違いですって」

　ミルさんは、女性ハンドラーとしては世界一って言ってたし、船の艦長ってゆーのも、なんかものすごーく強そうなイメージだし。一方こちとら、じゃんぷするくらいしか取り柄のない無名のジョシコーセーだってんだい。

（……さすがに何かの間違いとしか思えないノミネートだよ。新手のいじめなの？）

「なるほど……船の連中も上う手まいこと考えるな」

「でもヒヨリミ納得してるしっ」

「これは特に触れなくとも良いでしょうが……ケイさんは除外しています。現在は」

「現在は……か。ありがとうクララ、姉貴はこの俺にも秘密ばかりだったが、これで俺にも少しだけ何を考えているのか予想できるよ」

「私の話せること……いえ、知っていることは僅わずかですが、カナコさんと敵対するつもりは無いことだけは信用して下さい」

　……それからも説明を続けるクララさんと聞き続けるヒヨリミ。

　どうやらヒヨリミには予想していたことも多かったようで、二人は色々と認識を共にしているようだった。時折、なるほど……とか、そうか！　といった声まで上げる。

　そんな中、全く話について行けないわたしが理解したことは……。

　マージナルの人達とミルさん達は、長年その船とやらを探し続けていること。

　そして、そのために世界最強？　ベスト３とやらに、何な故ぜかわたしもノミネートされたらしいことだった。

　思わず石段に腰掛けて、足をぶらんぶら～んさせていたわたしも立ち上がる。

「あのうクララさん……もしかしてわたしも、特訓とかするのでしょうか？」

「……特訓？」

「なんかこう、必殺技の為ために崖がけを登ったり、海に飛び込んだりとか……あ、鉄棒のけんすいは３回できます。まだ逆上がりは出来ないけど……」

「いえ、カナコさんは気にせずに、足をぶらんぶら～んとさせておいて下さい」

「そうだな……クォーターは普段通りで良いかもな……」

　二人からそう言われたので再び石段に腰掛け、足をぶらんぶら～んとさせる。

（よく分からないけど、わたしは今まで通り、のほほーんとしてたら良いのかな？）

　ま、このわたしに何かを期待しても、気持ち悪い触手ちゃんを生み出すくらいしか出来ないけどね。



　──数日後、朝。

「ふぁあ～あ、よく寝たあ……よいしょっと」

　大きく伸びをすると元気よくベッドから降りる。

　次にハブラシを咥くわえながらパジャマを脱ぎスク水に着替える。どうでも良いけど寝起きにスク水に着替える人って、そうそういない。

「ねえ、ヒヨリミ～、シャワーの準備できたよぉ」

　と、いつものように居間に降りた時、思わず目を疑ってしまった。

「て、クララさん何やってんですかっ」

　見るとそこには、わたしと同じようにスク水に身を包んだクララさんの姿。

「はい、私もシャワーをご一緒しようかと思いまして」

「や、それは理解できますが……何な故ぜスク水？」

「以前にカナコさんが教えて下さったじゃないですか？　これがユニフォームだと」

　……ああ、そういえば、そんなこともありましたね。

　とはいえホントにスク水を用意するとは思わなかった。よく見たら胸のゼッケンもちゃんとあるし、そもそもよく買えたわね。カナダでスク水なんて。

「おはようクォーター……お、クララも買ってきたのか？」

「はい、ケイさんにはお店を教えて頂き、どうもありがとうございました」

　やっぱりこいつが犯人か。きっと以前のポートランドのいかがわしい店だよ。

「んん？　１─３？」

　早速、食いついてきたよこの人。クララさんの胸元にあるゼッケンに。

「……これはクォーターのと違う数字だな。クララどういう意味だ？」

「さあ、店員の方に３サイズを告げると……このへんかな？　っと言いながら刺し繍しゆうして下さいましたから」

　……そうですか。わたしは……このへんかな？　っで、４─１だったよ。

「よく分からないが、１─３ってことは、クォーターより小さい数字なのか……」

「それがどうかしましたか？」

「もしかしたらこの数字とは、年齢か身長に関係あるのかもな」

「あ、確かにそうですね……でもカナコさんより私が小さい数字って変ですよね？」

　……ふふふ、なかなか鋭い推理をありがとう、お二人さん。

　しかーしっ、まだまだ足らないようですね。

（その１─３とは、恐らくジュニア……いや、ハイスクールの１年３組のこと！　それに対してわたしの４─１とはっ!?　この数字の意味するところはっ!?）

　……や、もう止やめとこう。切なくなっちゃうよ。

「なあクォーター、この数字ってどういう意味なんだ？」

「うるちゃーいっ、しまいにはこの豊満なわたしの肉体が火を噴くわよっ」

　もう、ナンなんだろこの人達。

　そもそも、カナダも６・３・３制なんだから、なんで気づかないのよ？

「おはようございまーすっ、むっにゃーむっ、わっふー☆」

　て、また一人ややこしいのが来た。

　朝っぱらからハイテンションで、不思議な手の動きでやってきた佐さ奈なちゃん。

「んんん？　なんなのこれ？　只ただ今いま、スク水祭りが開催中？」

「そんなカーニバル無いから。あってもわたしは不参加だよぉ」

「むう、なんかよく分からないけど、私一人、パジャマで悔しいかも……」

　また妹が、意味不明な対抗心を燃やそうとしているらしい。

　ここはお姉ちゃんらしく、たしなめるべきかも知れない。あと、わたしが喜んで着ていると思われるのも不本意だし誤解を解かねば。

「あのね佐奈ちゃん、実はこれも例の研究の一環なの。だから勘違いしないでね」

「うるちゃーいっ、お姉ちゃんなんて、妖よう怪かいリモコン隠しにとり憑つかれてしまえ～」

「ちょっ、地味に困りそうな呪いかけないでよぉ」

　とてててて、

「あ、行っちゃった……て、まあ良いか」

　どうせ明日には、ビキニでも着てシャワーに乱入してくるだろうし。

「……カナコさん、すみませんでした」

「ふぇ、どしたの急に？」

「今のサナさんのお怒りは……恐らく私が原因なのですよね。気遣いが足らず申しわけありません……」

　そう言って大きく頭を下げてみせるクララさん。

「あのう、クララさんが気に病むことは全っっっ然ないと思いますよ」

「……そうでしょうか？　……でも私、心配だから様子を見に行ってきます」

「て、あ、ちょっと……」

　制止の声も聞かずに小走りで部屋を出て行ってしまった。

「どうしたんだろクララさん？　……あんなの放っておけば良いのに」

　佐奈ちゃんが勝手に拗すねただけだし、きっと本人だって気にしてないんだから。



　＊　＊　＊　＊



　私は玄関から表に出ると、辺りをキョロキョロと見回す。

　まだ今ならば、そこまで遠くには行っていないはずだった。

「あ……居た……」

　裏庭の大きな木の前、芝生の上でぺたんと座るサナさん。遠目にも別に怒っている様子はなかったし、今はそのような感情の色も見えない。

　……でも先ほどは、ほんの一瞬だけ不安と寂しい色が混ざった。

　それが何な故ぜか私には引っ掛かってしまったのだ。

　ケイさんやカナコさんでも見過ごすほどの僅わずかな感情の色。きっと私にだけ捕らえることが出来たのだろう。

「……サナさん、どうかしましたか？」

「え？　あ……ツインテ……じゃないや、クララ……」

「別にツインテでも良いですよ。ニックネームで呼ばれた方がうれしいですから」

「…………………」

　返事は無い。でも困惑の色だけでなく、嬉うれしい色も混ざっていた。

　思えば船の中では誰だれもがガードを使っているため、このように素直に感情を出す人はいない。私自身、能力者ではカナコさんとサナさんしか知らない。

「……じゃあ何の用よ、ツインテ」

「はい。何か心配ごとがあるんじゃないですか？　私で良ければ言って下さい」

「………………」

　今度は黄色の中に、薄い水色が徐々に広がっていく。これは私の言葉には喜んでくれているけど、やはり寂しく思う何かも持っているという意味だった。

　やがて、しばらく黙っていたサナさんが、ゆっくりと口を開く。

「……最近、お姉ちゃんがしっかりしてきたの」

「カナコさんのこと？」

「うん、以前はもっとおろおろして頼りなかったのに……」

「それは喜ばしいことではないですか？」

「もちろん私も嬉しいよ……でもなんかちょっと寂しいような……」

「寂しい？　どうしてですか？」

「……えと、自分でもよく分からないけど……なんとなく一人ぼっちになったような……私だけが置いていかれたような気がして……」

　その言葉の通りに、嬉しさと寂しさの混じった複雑な色をしていた。

　最初から仲の良い二人なのは知っていた。一目見れば分かる。

（……ならばこれも、仲の良い姉妹だから故の特別な感情なのだろうか？）

　残念ながら私には持ち得ない感情だった。

「……ねえ、ツインテもお姉ちゃんか妹いる？」

「いえ、きょうだいはいません」

「じゃあパパやママは優しい？　ウチはパパがやたら厳しくて門限とか大変なの。あ、でもママは反対に超放任主義なの。だからバランスは良いのかも。えへへ」

「そうですか。楽しそうなご家族ですね……私には身内が誰だれもいませんから」

「えっ……誰もって？」

「はい。有体に言えば天涯孤独です」

「………………」

　たちまちに、サナさんの顔色が真っ青に染まる。

「……じゃあ友達は？」

「かつてはいましたが……もういません」

「……そ、そうなんだ……」

　ますます濃く青い色を浮かべるサナさん。

　別にそんなつもりは無かったのに、とても悲しませてしまった。

　……もっと言い方を柔らかく出来れば良いのに。時には嘘うそをつけるほどの器用さがあれば良いのに……。

　長年の規律生活で身に付いた物言いは、今さら変えようがなかった。

（……心配ごとの相談に来たつもりが、逆に悲しませてしまっただけだ……）

　物心ついた時から船の中で育った私は、外の世界に疎すぎる。

　心の機微に鈍すぎる。

　たとえ人の感情が読めるこの能力があったとしても、外の世界で暮らすのは難しいのかも知れない……。















「よし、だったら私がなってあげるっ」

　唐突に立ち上がると大きな声を上げた。

「あの、いきなり何のことですか？」

「友達よ、友達。私がツインテの友達になってあげるって言ってるの」

「え、サナさんがですか？　でもどうして……」

「うるちゃーいっ、そんなの理由なんてないのっ、むっ、にゃ、むっむーっ」

「わっ、ちょっとスカート引っ張らないで下さいっ」

　不思議な手の動きと共に、私を連れて元気良く歩き始めるサナさん。

　その顔は照れ臭さのピンクと、悲しさの淡い水色が混ざっていた。

　無理に元気を、“〝装い”〟……明るく笑ってみせてくれているのが私にはわかった。

　……きっと彼女は、素直でとても優しい人なのだろう。

　水の能力のことは彼女には内緒だと教えられていたけど……なんとなくその気持ちは、私にも分かるような気がした……。



　＊　＊　＊　＊



　──翌朝。

「ふぁあ～あ、よく寝た……て、なんかちょっと肌寒いかも」

　さすがに９月も中旬を過ぎると、朝夕は冷えてきた気がする。

「おはよう、お姉ちゃんっ、もう支度できた？」

　元気良く入ってきたのは、振ふり袖そで姿の佐さ奈なちゃん。実は今日から新しい学校へと通い出すことになっていたのだ。

「でも佐奈ちゃん、さすがに振袖はどうかな？　私服だから別になんでも良いけど」

「バカね。最初が肝心なのよ、ホント、Fuckin'ロリ姉はわかってないなぁ」

「むう、なんかバカにされてるようでムカつく」

　なのでわたしも対抗？　する意味からセーラーを着ることにしてみた。

　さすがにまだ日本は衣替えしてないから半はん袖そでなんだけど、ここではちょっと肌寒いかも知れない。近い内に他ほかの冬物と一緒にママに送ってもらわないと。

「て、あれ？　まだクララさん寝ているのかなぁ？」

　部屋からキッチンに向かうとそこに彼女の姿はなかった。いつもなら、この時間はキッチンでへろへろになってるのに……。



　それからスクーター３人乗りでヒヨリミに送ってもらうわたし達。

「ところでクォーター、学校ってどこの学校なんだ？」

「えーとね、駅の裏にある、ルアンヌ水産漁業高校ってとこだよ」

「えっ……水産漁業高校？」

　何な故ぜか驚きの声を上げたヒヨリミ。

「えと、それがどうかしたの？」

「あ、いや、なんでもない……ちょっと意外だったからさ」

　ぶっちゃけ学校に関しては、ミルさんのコネが通用しやすくて、ウチから近い場所が、ここしかなかっただけ。

　一応、わたしも佐さ奈なちゃんもカナダ国籍がある為ため、公立高校だと聞いていた。

　それ以前に、そもそもルアンヌの町に高校なんて他ほかにないらしいし。

　キイ──、

「はい到着……じゃあ、二人とも勉強頑張ってこいよ」

「はーいっ、しっかり頑張りまーす☆　ほらほらお姉ちゃん、行くよっ」

「て、わ、ちょっと待ってよぉ～」



　先になって廊下を進む佐奈ちゃん。なんかちょっとスキップ気味だ。

　わたしなんて初の共学でドキドキが止まらないのに。同じ箱入り娘でも大違いだよ。

「ふう、相変わらず佐奈ちゃんは元気だなぁ……」

「実は私、共学の学校に行った時の長年の夢があったの」

「あ、そうだったんだ……」

「うん。一度で良いから男子トイレに入ってみたかったの。えへへ」

「そ、そう……ある意味、壮大な夢だね……」

　出来ればその夢、早めに破れた方が良いよ。

「きっと男子トイレの中には、女子の知らない神秘と宇宙が広がっているのよ……」

　なんだろこの妹のワクワク感は？　スカートの中に広がる宇宙と同じ世界観？

　やがて二人して職員室へ行くと、今度は教室へと案内される。先日の編入手続きの時と同じように、どの先生もニコニコしているのが印象的だった。

　水の色で見ても、面白いくらい黄色をまとってるし。

「ねえ佐奈ちゃん、やっぱり日本人が珍しいのかなぁ？」

「それもあるかも知れないけど、一応私達って、マギル留学生だからじゃないの？」

「でも、なんかちょっと引っ掛かるような……」

　さっきのヒヨリミも少し驚いてたようだし、そういえば以前ママにも似たようなリアクションされたし。

　それから先生の後に従い、教室の前に到着したわたし達。

　ドアを開ける前で、わたしのドキドキはクライマックスに達していた。

（……どうか、いじわるな子がいませんように……）

　そんなことを念じながら、先生の後に続き教室に入った。すると……。

　ワアア──っ、パチパチパチパチ。

　と、まるで野球の歓声のような音と、一斉に鳴り響く拍手。思わずこちらが圧倒されてしまうような、熱烈歓迎っぷりだった。

（……すごい、転校生ってこんなに歓迎され……て、んんん？）

「へ？　なんで男の人ばっかり？」

　見渡す限り男子だった。30人ほどの教室の中一杯が。

「……ねえお姉ちゃん、もしかして男子クラスと間違えられたとか？」

「あ、うん……でも、男女が別のクラスなら、わたしも少し気が楽かも……」

　てなことも一瞬考えていたけど、その後の先生の言葉は耳を疑うものだった。

「え～、こちらが４年ぶりの女子生徒……しかも二人同時は初めての快挙っ」

　ワアア──っ、パチパチパチパチ。

　再び湧わき上がる拍手。今度は９回裏サヨナラが決まったような歓声を、どこか遠～いところから聞いた気がした。

「……ねえ佐さ奈なちゃん、わたし耳が変になったのかな？　今４年ぶりの女子生徒って聞こえた気がしたんだけど……」

「うん、私も聞こえた気がする……」

「じゃあ……これ夢？」

「いえ現実です」

「だったらもしかして、ここって……実質、男子校？」

「ぶっちゃけ男子校だね。どうやら全学年でも私達だけっぽいし……」

「うはあっ、共学って聞いてたのにっ、なんなのよこれはっ」

　いや、そもそも共学でも一杯一杯だったのに、これじゃ共学じゃなくて驚きよう愕がくだよっ、だれうま、しまいには爆はぜるわよ、他ほかでもないこのわたしが。

　……それからしばらくして、わたし達は大体の状況を知ることになった。

　元々ここは古い歴史を持つ公立男子校だったらしい。

　しかし時代の流れに従い、いつしか男女共学となった……のは良いけど、水産漁業高校という特殊性からか、女子生徒は年に一人も入学すれば多い方。

　日本でいうところの工業高校の女子率のハイパー版のようなものらしい。

（……うぅ、正直これはありえない……）

　この前のマギルは、まわりがおじさん達ばかりだったから気も楽だったけど……それでなくても小心者チャンプとして日本で名を馳はせたわたしなのに……。



　ビ──……。

　朝のＨＲのような時間が終わり、１時間目までの10分の休憩。

　わたしはチャイムが鳴ると同時に、佐奈ちゃんの手を引っ張り教室から飛び出す。

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん、どうしたのよっ」

　とりあえずこんな時には、トイレに。まずはトイレに篭こもって作戦を立てねば。

「って、うはあ、女子トイレないしっ」

「そりゃそうでしょ。この人数比なんだもん」

「ええ──っ、だったら、男子トイレに入れってゆーのっ、佐さ奈なちゃん的には神秘の宇宙が広がってるのかも知れないけど、わたしには無茶にも程があるよっ」

「ちょ、お姉ちゃん落ち着いて。教職員用で良いでしょ」

「あ、そうか……」

　さすがにテンパり過ぎだわ。我ながら。

　そして教職員用の女子トイレに入ると、姉と妹首脳会談を始める。ここは早急な閣議が必要だわ。

「でも佐奈ちゃんって、思ったより落ち着いてるね……」

「うん。ちょびっとは驚いたけど、せっかくだから有意義に過ごしたいかなって」

　そういえば以前に、変な部活で無駄に青春を燃やしたいって言ってたわね。出来れば普通の部活で、無駄じゃなく有意義なのが理想だと思うけど。

「あのう、そもそもここへの編入って……やっぱ取り止やめにしない？」

「え～、嫌だよ。せっかく入れた共学だし。それにお姉ちゃんだって、留学辞めたら東京に帰れって言われちゃうよ？」

「あ、まあ、確かにそうなんだけど……」

　それはつまりヒヨリミともバイバイしちゃうって意味だった。

　……だったらガマンして通うしかないのかなぁ？　せめてもの救いは、佐奈ちゃんが思った以上にしっかりしているから頼りになるし。

「ねえ、お姉ちゃん……ここは、チアリーダー目指すべきじゃない？」

「ふぇ？　なんでまた、あんなハードル高そうなのを？」

「だって、チアリーダーって、高校生活ヒエラルキーの頂点だもん」

「や、頂点もなにも、わたし達二人しかいないんだけど……女子」

「もう、お姉ちゃんがしっかりしてくれないと孤立無援なのよっ」

「むしろその言葉、まんま返すよっ」

「うはあーっ、どうしよ、どうしましょ、お姉ちゃんっ、トイレから出られないよぉ」

　やっぱり全然しっかりしてなかった、この妹。

　よく考えたら佐奈ちゃんも耳年増なだけで、わたしと同じくらいドーターインボックスなんだし、若い男性に対して免疫あるわけがなかった。



　──よく分からない流れで、男子校へと通うことになったわたし達。

　例の水のことや船のこととか、わけのわからない世界最強ベスト３にノミネートされたりとか、一気に問題が湧わいてきた気がする。

　でもわたしとしては、男子に囲まれる学校生活の方が問題だった。

　……なんかもうトイレから出られないよ。この姉と妹。



　＊　＊　＊　＊



　──同時刻。

　私は一人で船着場に来ていた。ここで待ち合わせしたいとの連絡を受けたからだ。

（……一体、なんの用件なのだろうか？）

　本来、私達は顔を合わせる間柄ではないと聞いていた。

　だけど上陸する前に、彼女に協力してもらえとの伝言も受けていたし、カナコさんの家に来ている以上、一度は挨あい拶さつに行こうと考えていた矢先のことだった。

「ふーん、思った以上に若い子ね……」

　振り返った先にはタイトスカートに高いパンプスを履いた女性。彼女が私を呼び出した相手だった。

「初めましてベヴァン少佐。私、渉外担当官のクララ・カンテミール中尉と申します」

「ミルで良いわよ。あと中尉、私に敬礼とかしなくて良いから」

　言いながら目の前にあったベンチに腰を下ろすと、豪快に足を組む。

　資料では何度か見たことのある人物でも、こうして直じかに見るのは初めてのことだった。

「それでミルさん、今日はどういったご用件で………」

　そこまで口にしたところで私の言葉は止まった。

　……感情が全く見えない？

　見るとはなく見た彼女の顔色。そこでようやく気づいた。

　しかもこれはガードのスキルによるものではない。あれは身体からだから発する色を、別の色で覆い誤魔化しているに過ぎない。しかし彼女の場合、最初から色自体が無かった。

（……考えられることは、自分との絶対的な能力差によるもの……）

「当たり前でしょ？　貴女あなたくらいに読めるわけないわよ」

「そうですね……」

　万一、戦うことになった時も想定していたけど、早々に私は諦あきらめることにした。

　もし彼女が例の水を飲んだ場合、当艦の迎撃者にも劣るとは思えなかったからだ。伊だ達てに世界一と呼ばれているわけではないのだろう。

「しかし時代も変わるものね、船からこちらに人を送るなんてさ」

「……今は、それだけ状況が逼ひつ迫ぱくしていると言うことです」

「ま、船から来たといっても、マージナルからじゃないけどね」

「………………」

「もう十三年になるのかしら？　貴女達があの船を見失ってから……さすがに探すのも疲れてきたと思わない？　お互いに」

　……この人は知っている。

　私達が探している船こそがマージナルであることを。

「私が知らないわけないでしょ？　これでもＤＩＡの現担当者よ」

「……そうでしたね」

「それより中尉……貴女あなたも知っていたわよね？　そっちの方が驚きよ」

「クララで結構です……こう見えても元クルーですから」

「あら？　その割には知らないことも多そうだけど」

「…………………」

「で、今の駆逐艦の住み心地はどう？　やっぱりマージナルの頃ころが懐かしい？」

「……私は幼かったので、当時のことはあまり覚えていません。それと……元クルーである私達以外は、あの駆逐艦こそがマージナルだと信じています」

「知ってるわよ。だから？」

「発言の際には注意して下さい」

　このことを知っているのは私も含めて、今では４名だけ。

　あの駆逐艦に乗っている他ほかの百名ほどには、決して知らせてはいけないことだった。

　……彼女達は皆、水の能力に目覚め、普通の暮らしが出来なくなった者。

　厳しい乗船資格をパスし、ようやくやってきた安住の地が、“〝まやかし”〟だと知られるわけにはいかなかった。

「はいはい、分かってますって。この私にそんなの無用な忠告よ……あ、いや、貴女くらいじゃしょうがないわよね……」

「どういう意味ですか？」

「気にしないで。それより本題に入りましょ」

　そこまで話すと缶ジュースを私に手渡し、自分も飲み始めた。こんな至近距離で液体を相手に渡すのは、何が起こっても大丈夫だという絶対の自信の表れだった。

「ねえクララ……何なら、手掛かりを教えてあげましょうか？」

「……手掛かり？」

「うん。マージナルの場所」

「ええっ、分かるのですか？」

「もちろん大体の位置だけよ」

　それだけでも十分に助かることだった。

　この広大な海で、たった一隻の船を見つけ出すことは至難の技。普通の船ならまだしも、あの船は普通ではない。

　能力者の集団である私達でさえ、十年以上かけて一度しか捕捉出来なかったのに。

（……でも仮に、この情報が本当だったとしても、発見してからの考えは違うはず。ならばこちらが利するだけだし、相手のメリットは薄いはずなのに……）

「そうね。なにか企たくらみがあるかもよ。だったら止やめておく？」

「……いえ、お願いします。どんな手掛かりでも欲しいですから」

「そう。じゃあ行きましょうか」

　陽気に立ち上がると、目の前に停泊していた大きなセスナ機に乗り込む。

「あのう、行くって……どちらに？」

「決まってるじゃない。ウチの本部、ケープ・カナベラルよ」

　慣れた手つきで操そう縦じゆう桿かんを握ると、隣のシートを指差すミルさん。

　私は幾つもの不安を抱えたままシートに身を委ゆだねた……。








──あとがき──





　どうもこんにちは片かた岡おかともです。

　マージナルも２巻に入って、ようやく物語が少し見えてきた感じでしょうか？　今まで舞台設定や状況シーンに多くを費やしてた分、そろそろまとめて動き始めるように思います。思えばここが、佳か奈な子こ不敗伝説の始まりだった！（それはない）

　個人的に今巻の登場キャラでは、クララがお気に入りです。佐さ奈なはきゅんきゅん寝てばっかりで、ちょっと不ふ憫びんかも。





　★カナダ　ノヴァスコシアに先日行ってきました。あの片田舎に。

　物語の舞台としてイメージしていたので一度は行ってみたかったのです（ハリファックスから車で丸１日くらいのあたりとなります）

　で、実際に見た感想は……かなりイメージに近かったと思います。ホント、何もないです。ビックリするくらい誰だれも人がいませんでした。浜辺とか全すべてプライベートビーチと思えるほど無人ですし。またいつか、今度は夏場に行ってみたいです。



　Ｐ．Ｓ．そういえば近い内に、ドラマＣＤにしてみたいなぁ、って考えています。

　割と自分の中では、声のイメージも固まってて良かったら聴いてみて下さいませー。

　へっぽこクォーターのセリフも、これで脳内ボイス再生にっ。


















　著者

　片岡とも（かたおか・とも）

　　大阪府出身。ゲームディレクター・シナリオライター・小説家など各方面で活躍中のクリエイター。

　　代表作として『Scarlett』『ゆきいろ』『ナルキッソス』など。



　イラスト

　イチリ

　　３月31日生まれのＢ型。

　　埼玉のどこかでイラストや漫画を描いてます。

　　http://234.ojaru.jp/










水のマージナル２



著者名……片岡とも

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/
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